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正誤表

*「遺物観察表」,第 4章については,対象外とした。

頁 行 誤 正

はじめに 14 一体にわたり 一帯に‥

5 23 土抗等を 土坑等を
31 8 3の内頸面には 3の内傾面…
34 下 6 直日しながら 直行し…
35 下 2 胎動や影響関係 胎土や影響…
42 下 3 石錘で 石錐で
46 13 時期特定の特定できる 時期の特定できる
52 13 石錘で 石錐で
55 9 およそ 70 mf前後と 30～40だと
95 下 8 緑柚陶器 緑釉陶器
114 下 2 柚を 釉を
158 2 D3区南東部 Dl区・・・
185 下 5 SD3301 SD‐ E‐301
192 下 17 20(SD3216) SD‐ EⅢ216
198 9 ある事ととも ある事とも
202 下 7 緑灰 (10Y6/J 灰 (10V6/)
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鬼無藤井遺跡 環濠集落 (復原想像図)



は じ め に

21世紀が幕を開け,高松ではその表玄関の一新に勤しんでいます。一足早く香西・

鬼無地区におきましては移転してきた」R貨物ヤード等の再開発事業が完了し,新し

い世紀に相応しい景観が整つてまいりました。また当地は,中世に活躍した香西氏の

名を留める香西地区や桃太郎伝説のある鬼無地区にあり,歴史的趣が現在でも強く

残っております。近年,こ の再開発事業等に伴って当地周辺において発掘調査が行わ

れています。これまで周辺部では例の乏しかった発掘調査ではありますが,すでに報

告いたしました香西南西打遺跡等,この地におきまして埋蔵文化財の見地から歴史の

一端を再見することができるようになりました。

鬼無藤井遺跡と名づけられた本遺跡では,大陸から水稲が伝わつて間もない頃の弥

生時代前期の集落跡が見つかりました。この集落については,その居住区の周囲に環

濠と呼ばれる堀を2重に巡らしたものが確認されており,水稲に必要な土地占有等を

めぐる当時の緊張関係が伝わってくるようです。また中世,香西氏の名が歴史上に見

られる頃では周辺部一体にわたり施行されていた条里と呼ばれる土地区画のもと,

人々は建物や田畑といった生活の基盤を築いていたようです。この他におきましても

当追跡では糸巳文時代～近代に至る先人たちの生活の痕跡を見ることができます。

最後になりましたが,今回の調査に際し多大なご理解とご協力をいただきました地

元の方々や関係者に感謝の意を表するものです。

高松市教育委員会

教育長 浮田 清市

平成13年 3月
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1 本書は,高松港頭地区再開発関連事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書で,高松市鬼無町藤井に所

在する鬼無藤井遺跡の調査報告を収録した。

2 発掘調査および整理作業については,高松市教育委員会が実施した。

3 調査から報告書作成に至るまで,下記の関係機関ならびに方々の助言と協力を得た。記して謝意を

表したい。

香川県教育委員会  財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

土井ケ浜遺跡人類学ミュージアム

4 本遺跡の調査は,平成 8年度試掘及び本調査を文化振興課文化財専門員山元敏裕と讃岐文化遺産研

究会末光甲正が行い,平成 9,10年度本調査を山元 。小川と讃岐文化遺産研究会中西克也が行った。

整理作業は,平成12年度に末光,小川が行った。

5 本報告書製作は第 2章第 5節 を末光,第 2章縄文・弥生土器原稿及び第 3章第 2節 を徳島文理大学

大学院生川部浩司が分担し執筆し,その他及び編集は小川が行つた。

6 本文の挿図として,高松市都市計画図 2万 5千分の 1を 一部改変して使用した。

7 発掘調査で得られたすべての資料は,高松市教育委員会で保管している。

8 本書で用いた高度値は海抜高であり,方位はすべて座標北を表す。

9 本書で用いる遺構の略号は次のとおりである。

SA:柵列 SB:掘 立柱建物 SD:溝  SE:井 戸 SH:竪 穴住居 SK:土 坑

SPI柱 穴 SRI旧 河道 SX:不 明遺構

10 遺構番号は本書作成にあたり再編し,遺構略号と遺構番号との間の英数は主要に検出された調査区

を示す。

11 本書掲載の石器図面で網箇所は摩減痕を,輪郭線は蔽打痕の範囲を示す。また木製品の色箇所は漆

付着の範囲を示す。

12 土層の名称及び土器胎土観察にあたつては,標準土色帖 (農林水産省農林技術会議事務局 監4笏 )

を用いた。
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第 1章 調査の経緯・経過と調査区の設定





第 1図 遺跡位置図 (1/50,000)

第 1節 調査の経緯

高松平野の西部,鬼無藤井遺跡が所在する鬼無町藤井は,西に勝賀山を望む本津川の扇状地帯に位置

する。のどかな田園地帯が広がっているが,近年における開発事業等によりその景観も徐々に変化しつ

つある。現在,香川県と高松市が高松港頭地区再開発事業の推進を行っており,それに伴い」R貨物ヤー

ド移転を本体とする香西・鬼無地区での開発事業が本遺跡の調査契機となっている。

香川県と高松市との間の平成 7年 3月 1日付けで締結された基本協定書から,香西・鬼無地区におけ

る関連事業において各分担が定まり,県が主然となる木太鬼無線以北の」R貨物施設用地内では西打遺

跡として,高松市については香西地区の市道建設部分を香西南西打遺跡,鬼無地区の市道部分及び木太

鬼無線以南の」R貨物施設用地を鬼無藤井遺跡として埋蔵文化財発掘調査が行われた。

第 2節 調査の経過

平成 8年 11月 土地買収の一括調印を受けて,同年度で香西及び鬼無地区の開発部分について一部用地

交渉のある箇所を除き試掘調査が実施され,開発予定箇所における調査範囲の確定がなされた。平成 8

～10年度の期間,調査の順序は香西地区 (香西南西打遺跡)を含めた範囲で工事の工程上から急がれる

箇所から随時行うこととなった。調査期間等の詳細は後述する各調査区概要のとおりだが,平成 8年度

では遺跡南部にあたる調査範囲のうち約822ぽを,平成 9年度では遺跡の大半部分となる約7■78だ につ
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いて調査を行つた。平成10年度では用地交渉等のため残った約319∬ について調査を行つており,調査し

た総面積は,8,619♂となった。

第 3節 整理作業の経過

整理作業は,発掘調査期間中に現場事務所で行つた作業と調査終了後に円座整理事務所で行つた作業

がある。前者は出土遺物の洗浄が主であり,後者の作業は平成12年度に以下の工程のように実施した。

第 1表 整理作業工程表

第 4節 調査区の設定 (第 2図 )

本遺跡は」R予讃本線を挟んで建設される2本の市道部分が主な調査の対象地となっており,現況に

見られる条里型の地割からすれば,調査範囲は 2本の斜め方向に筋掘りを行つたかたちとなっている。

またその範囲が南北方向に約800mに延長されるため,個 々の地点で見られる遺跡の様相もやや異なった

ものとなっている。調査は概ね線路の東側となる市道予定地を先に行った後,西側に取り掛かつており,

整理作業以前では調査を実施した順序に従つて 1～ 13区 と呼称していたものであるが,本報告にあたつ

ては東西に分割された調査区を現況の地割に従ってその一町分を単位とし△
～F区に設定し直した。こ

れらの調査区は現有コンクリート壁等調査を行えなかった箇所によりさらに細分化をしているが,その

調査期間,工程等は後述の各調査区概要のとおりである。

期 間

作業の項目

平成12年 平成13年

４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月

１０

月

Ｈ

月

‐２

月

１

月

２

月

３

月

遺 物 の 注 記

遺物の接合・復原

遺 構 図 整 理

遺物実測・トレース

遺 構 ト レ ー ス

原 稿 執 筆

遺 物 写 真 撮 影

レ イ ア ウ ト

編 集

-2-



第 2章 調査の成果







第 1節  A調 査区
概要

現況と調査区の分割 (第 2図参照)

A区は当遺跡において最北端の調査区になり,条里呼称では香川郡10条 18里29。 28坪内に位置する。

地図上で示される当地区周辺部は現地表面の標高およそ4.35～4,7m,現況は条里型に区画された水田等

の耕作地として利用されているが,南北に想定される29。 28坪界ラインが明確ではなく,ま た約200m以

東では本津川の氾濫原に達するとみられ地割が乱れているのが分かる。

A区は現有道路,線路, コンクリート畦畔等により6分割される。調査時においては調査範囲を東西

に分断する」R予讃本線を境に東側を5-①～③,西側を11～ 13区 として調査を行ったが,本報告にあ

たりAl～A6区に再編した。

調査期間

A4～ A6区は一部B区 と調査を平行し平成 9年 8月 27日 ～10月 22日 迄,Al～ A3区は平成10年 3

月10日 ～3月 31迄で行つた。

調査の工程

調査は平成 8年度に行つた試掘により得られたデータを基に,概ね遺構面の上面までを重機により掘

削しその後遺構の検出及び掘削を人力により行った。遺構等の測量はA4～ A6区については本体工事

の測量図等を基準に,調査員及び補助員が沢1量 を行つた。またAl～ A3区については航空測量を行っ

た。

主な遺構 (第 3図参照)

縄文時代ではSR― A-01よ り晩期に属する浅鉢等の土器片が出土した他,当該期に所属するとみら

れる性格不明の遺構 (SX― Al-01～ 03)が確認された。

弥生時代前期ではA2区 を中心とし2重に巡らされた環濠 (赤線部分)が検出されている。またその

内側となるA2区では多数のピット,土抗等を検出し,遺存の状況は悪いが竪穴住居 3棟,掘立柱建物

跡 1棟を検出した。

古代 。中世では埋没したSR― A-01上 でプラント・オパールが一定量検出された水田跡と考えられ

る畦畔状の遣構や条里方向を示す溝跡が検出された他,A3区 では多数の溝跡が交差して検出されてお

りその中央は池状の窪みとして確認されている。またA2区 においては先行する環濠に伴った遺構に混

在し,ピ ット等が多数検出されている。

堆積状況 (第 4～ 8図参照)

微高地にあたるA2区では,遺構上面の堆積層が薄くまた弥生時代前期～近世に至る遺構をほぼ同一

の遺構面で検出したことから,耕作地等のため随時遺構が削平を受けたと考えられる。Al,4区 はSR

―A-01が埋没しており,その埋土については複雑な堆積層に分割されるが,上位の堆積層は近世・近

代の整地及び撹乱層を除きほぼ水平に堆積しており,主に耕作地として利用されたものと推察される。

A3区は西から東へ下る谷状の地形が推察され,同方向に沿った溝が掘削されている。またA6区の堆

積状況から弥生時代前期においては,環濠の南部A3,6区が低地であったと考えられ,その埋没後に中

世の条里溝が掘削されている。

-5-



|'





10Y R5/1灰 色シルト質極細砂

5Y8/3淡黄色シルト質細砂 (石・地山・黒掲色土ブロック含む)

7 5Y R7/1
灰白色シルト質極細砂

25Y7/3浅黄色シルト質極細砂 (Fe含む。Soil)(5a・ b)

7 5Y R4/1灰色シルト質極細砂 10Y R5/1灰色シルト質極細砂

26Y7/1灰 白色シルト質極細砂 (小石・粗砂含む)

L=42m

SD一 Al-0]

25Y7/]灰 白色細砂 7 5Y R4/3
10Y R3//2

掲色シルト質極細砂
黒掲色シルト質極細砂10Y R7/1灰 白色シルト質極細砂 25Y7/2灰黄色シルト質極細砂

L=42m

75Y8/1灰 白色粗砂 (SD― Al-07)

L=42m

③
⑨
⑩
①
⑫
⑬
⑭

①
②
③
　
④
⑤
⑥
⑦

現耕作土 〈]a〉
現水田床土 くlb〉
5Y8/2灰 白色シルト質極細砂 (Soil)(2
25Y7/6明黄掲色シルト質極細砂 (2b〉
25Y8/3淡黄色シルト質極綱砂 (Soil・ F
25Y8/4淡黄色シルト質極細砂 (Soil・ F
5Y6/]灰色シルト質極細砂 (砂礫を含む)(6
10Y R3/2黒 褐色シルト質極細砂 (検出水田層)

a)

e含む)
e含む)
a〉

(7a〉

(3a
(4a

10Y R3/6黄 橙色シルトくA-3〉
5Y3/4淡黄色シルト (⑩と似る)く A-1〉
5Y7/4浅黄シルト (Fe含む)(A-2〉
10Y R2/1黒 色シルトくB〉
①十灰白色粗砂 (C〉
10Y R3/2黒 褐色シルト (D〉
10Y R4/2灰 黄褐色シルト (E〉

⑮ 10Y R4/2灰 黄褐色シルト
+10Y R7/1灰 白色糧砂 (F〉
⑩ 10Y R4/4褐 色シルト
+10Y R4/2灰 黄褐色シルト (G〉
⑦ 10Y R4/4掲 色シルト (H〉
⑬ 10Y R4/4掲 色シルト
+10Y R7/1灰 白色細砂 (|〉
⑩ 25Y5/2暗灰黄色細砂～粗砂 く」〉
⑩ 10Y R8/6黄 橙色シルト (地山)

第 4図 Al区 東壁土層図 (1/40)

※③～⑩眉はSR― A-01埋土
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一一＼―
10Y R3/1

L=46m

黒褐色シルト質極細砂 (SD一 A2-06)

第 5-1図  A2区 東壁土層図 (1/40)

⑮

7 5YR4/2灰褐色シルト質極綱砂
(灰白色細砂岩干含む)

(SD一 A3-09)

10Y R5/1灰 白色シルト質極細砂 (SD一 A3-04)

25Y6/2灰黄色シルト質極細砂

7 5YR5/2灰褐色シルト質極細砂

L=46m

① 現耕作土
② 床土
③ 25Y4/1灰 白色シルト質極細砂
④ 25Y6/1黄灰色シルト質極細砂
⑤ 75Y R4/]褐灰色シルト質極細砂
⑥ 25Y6/4にぶい黄色シルト
⑦ 25Y6/4にぶい黄色砂礫
⑥ 5Y7/4浅黄色砂礫まじリシルト
◎ 7 5Y R6/8橙 色lIM細砂

12区

L=46m

S

L=46m

25Y6/1
黄灰色シルト質極細砂

(砂礫含む)
(SD一 A2-07)

10Y R3/1
黒掲色シルト質極細砂
(SD― A2-07)

10Y R6/1褐 灰色シルト質極細砂
(灰白色細砂若千含む)

25Y7/1灰 白色網～中砂

⑩ 10Y R6/1褐 灰色シルト質極細砂
① 10Y R6/2灰 黄褐色シルト質極細砂
⑫ 75Y8/2灰 白色細～粗砂
⑬     褐鉄鉱層
⑭ 75Y R4/2灰掲色シルト質極組砂
⑮ 25Y8/4淡黄色シルト (地山)

⑭

25Y7/1灰 白色シルト質細砂
25Y8/1灰 白色細砂

5Y7/1灰 白色シルト質細砂
5Y8/2灰 白色細砂

7 5YR4/1
掲灰色シルト
＼くト

第 5-2図  A3区 東壁土層図 (1/40)
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10Y R3/2黒 褐色シルト質極細砂 10Y R4/2灰 黄掲色シルト質細砂

(地山ブロック含む)

10Y R3/2黒 掲色シルト質極細砂

7 5Y R5/2灰褐色シルト質細砂

10Y R4/2灰黄褐色シルト質細砂
(地山ブロックを多量含む)

7 5Y R5/2灰掲色シルト質細砂

10Y R4/1褐 灰色シルト質細砂   25Y6/1黄 灰色シルト質細砂     10Y R4/1褐灰色シルト質極細砂
(灰白色細砂多量含む)      (灰 白色細砂地山ブロック含む)     (灰 白色細砂多量に含む)

10Y R6/3に ぶい黄橙色シルト質細砂 7 5YR5/1掲灰色シルト質極細砂

②+灰白色極細砂

10Y R4/2灰 黄褐色シルト質細砂
(地山ブロック多量に含む)

N

L=46m

25Y6/1黄灰色シルト質細砂
(灰白色細砂地山ブロック含む)

L=46m

④

① 75Y4/]灰色シルト質極細砂 (現水田)
② 25Y4/1灰 白色シルト質極細砂 (Fe合む)
③ 25Y4/1灰 白色シルト質極細砂 (soil一 Fe若干含む)
④ 25Y6/1黄灰色シルト質極細砂 (soil一 Fe若干含む)
⑤ 10Y R6/1褐 灰色シルト質種細砂
⑥ 25Y8/1灰 白色粗砂 (Fe含む)
⑦ 10Y R5/1褐 灰色シルト質極細砂
③⑥と⑥ (下にFe層 )
⑨ 25Y6/1黄灰色シルト質極細砂
⑩ 25Y8/1灰 白色細砂+25Y7/1
① 25Y5/]黄灰色シルト質極細砂
⑫ 25Y7/2灰黄色シルト質細砂
⑬ 10Y R4/4褐 色シルト質細砂 (F(
⑭ 75Y8/1灰 白色粗砂 (下層にFe
⑮ 10Y R6/]掲 灰色シルト質極組砂
⑭ 10Y R5/2灰 黄褐色シルト質細砂
⑫ 10Y R7/1灰 白色シルト質極細砂

SD一 A3-03

SD― A3-01

む】】】】】】ＷＷＷ呻ψ〕

１０

１０

２

２

２

１０

１０

１０

‐Ｏ

②

‐０

と

…

彊

SD― A3-06 SD一 A3-05

第 6図 A3区 西壁土層図 (1/40)
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S

L=40m

ゴ 子
一 ― 一 ― 一 ― ― 一 ― ― 一

式
一 一 ― ― 一 一 一 ― ―

―

_一
― 一

― ―

10Y R4/6掲 色シルト

Y R7/1灰 白色シルト質極綱砂

L=40m

L=40m

10Y R4/6褐色シルト

10Y R6/1褐 灰色粗砂

一 |一

7 5YR3/2黒褐色シルト

第 7-1図  A4区 東壁土層図 (1/40)

II予員:ヶケ1栖炭雹
黄褐色
)シ
ルト質細砂

==互 r_/左 十
~~

撹乱+SD― A4-01

① 現耕作土
② 25Y7/2灰黄色シルト質細砂
③ 5Y6/1灰黄褐色シルト質極細砂
④ 5Y3/2灰 白色シルト質極細砂
⑤ 10Y R5/1掲 灰色シルト質細砂
⑥ 10Y R5/2灰 黄褐色シルト質細砂 (クサリ礫多量に含む)
⑦ 10Y R4/2灰 黄掲色砂質シルト
⑥ 10Y R6/1褐 灰色シルト質細砂
◎ 7 5Y R6/1褐灰色礫混リシルト (クサリ礫多量に含む)
⑩ 75Y R+/1褐 灰色シルト
① 10Y R3/3暗 褐色シルト (上壌化)
⑫ 10Y R6/2灰 黄掲色シルト質極細砂
⑬ 10Y R6/6黄 褐色シルト質極細砂
⑭ 10Y R8/8黄 橙色シルト
⑮ 25Y7/2灰黄色シルト質極細砂
⑩ 25Y7/2灰黄色シルト質極細砂 (クサリ礫多量に含む)

7 5Y R4/1掲灰色シルト質細砂

土埋０‐一Ａ
一
ＤＳび

　
　
土

及
　
　
埋
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４
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Ａ

一　

　

　

一

Ｄ

　

　

Ｄ

Ｓ
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ｌ

ゝ

Ｉ

く

Ｌ

Ｊ

W

L=40m

ｒ

Ｊ

ｌ

ｔ

一　

一

Ｄ

４

Ｓ

Ａ

一Ａ一Ｄ

れ

に

ｒ

Ｊ

SD一
A4-02

４．
　

　

０２

Ａ
　
　
　
一

『下，ｓＤ．。〕

第 7-2図  A4区 南壁土層図 (1/40)
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S

L=42m

25Y7/2灰黄色シルト質極細砂 25Y7/2
灰黄色シルト質極細砂

L=42m

① 現耕作土
② 現耕作土床土
③ 10Y R5/2灰 黄褐色シルト質細砂
④ 25Y7/3浅黄色シルト質極細砂
⑤ 10Y R5/2灰 黄褐色シルト質網砂
⑥ 10Y R3/3暗 掲色シルト質細砂
⑦ 75Y R4/1掲灰色シルト
③ 75Y R5/2灰掲色粗砂
◎ 7 5YR5/1褐灰色シルト質細砂

⑩ 10Y R5/1褐 灰色シルト質細砂
① 10Y R5/2灰 黄褐色シルト質細砂 (クサリ礫多量含む)
⑫ 10Y R4/2灰 黄褐色砂質シルト
⑬ 10Y R6/1褐 灰色シルト質細砂

息 i〕ド 4々ま身ヨ!す
ηξ曽暑盤歓

}sD―

A5-01埋土

第 8-1図  A5区 東壁土層図 (1/40)

S

L=45m

⑦

10Y R7/2に ぶい黄橙色シルト質細砂

一 一 ― 一 一 ― ―
ゴ

~~

10Y R4/1褐 灰色シルト
10Y R6/3に ぶい黄橙色シルト質極細砂 (SD一 A6-03)

10Y R5/1掲 灰色シルト (SD― A6-05)
① 現耕作上
② 25Y7/2灰黄褐色シルト質細砂 (床上)
③ 25Y5/2暗灰黄色シルト質細砂Lttm   
§1却繊

1琲

戴届9再:手佑D一 A6刊趾
⑦ 10Y R6/6明黄褐色粗砂混リシルト
③ 10Y R3/3暗掲色シルト (弥生時代前期遺物包合層)

10Y R6/2灰 黄褐色シルト質極細砂

10Y R6/3に ぶい黄橙色シルト質極細砂

10Y R7/2に ぶい黄橙色シルト質細砂
褐灰色シルト

第 8-2図  A6区 東壁土層図 (1/40)
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縄文時代 の遺構・ 遺物

自然流路

SR― A-01(第 4図土層図参照)

A区の北端部に位置する埋没した自然流路である。完掘には及ばなかったが,Al区 及びA4区で壁

面の堆積状況から確認された。幅は約14～ 23mに推定され,西の山麓から東の河川に下る自然地形に従つ

た,西～東方向への流路と考えられる。Al区 において流路の埋土は複雑な堆積層に分層されたが,側

溝での遺物出土状況から③,⑩層が弥生時代前期の遺物包含層であり①層が縄文晩期の遺物包含層と

なっている。それより下位の堆積物については,シ ルト及び砂層がラミナ状に堆積するものであり遺物

は見られない。以上の状況から縄文時代晩期以前にはある程度の水流があつたものと考えられるが,徐々

に埋没し弥生時代前期頃には水流の悪い湿地状になっていたものに推察される。

SR― A-01出土遺物

環濠集落が形成する以前に存在していた旧河道内の資料群である。出土土器が突帯紋土器出現以前の

縄文晩期中葉土器群であることから,本地域に以前から縄文晩期土器製作集団が存在していたことが推

察される。

1は椀皿型の浅鉢口縁部片であり,

ナデ調整で丁寧に成形している。 2

～ 4は屈曲型の深鉢である。 2は回

縁端部を刻んだ口縁部片であり, 3

もナデ調整で成形した口縁部片であ

る。 4は外面を二枚貝の腹縁部によ

る条痕で仕上げた口頸部片である。

5は大形で精製の屈曲型浅鉢の胴部

資料であり,日縁部を欠損している

が,逆「く」字に屈曲した胴部を呈

している。 6。 7は椀皿型の浅鉢で

ある。 6は外面を貝殻条痕,内面を

板ナデ調整に近いケズリ調整で成形

している。 7はナデ調整で成形した

大形品である。 8・ 9は粗製浅鉢の

底部片である。貝殻条痕により底を

調整しており,内面はナデ調整で成

形し, 9は成形が粗く歪みが激しい。

これらの土器群は縄文晩期中葉の居

石遺跡 S R03資料に併行する資料と

思われるが,若千古くなる可能性が

あるといえる。

第 9図  SR― A-01出土遺物
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SX―Al-01～03

Al区 において検出された性格不明の遺構である。 SD― ☆ 1-01の北壁及び底面において確認でき

た。堆積状況からSR― A-01の南岸部に位置 し,掘削は流路の基底と考えられる責橙色シル トに及ぶ

もので,埋土は縄文晩期遺物包含層 (①層)に相当するものに考えられる。断面は逆台形状で,平面は

径約0.6～ 0,8mの 円形をなすものでほぼ直線上に並ぶ。 SR― A-01を完掘していないため,性格は明確

にならなかった。遺物はS XttA l-01よ り石器が出上している。

SX― Al-01出 土石器

Slは使用痕のあるサヌカイト製の剥片で,快 り状となった側縁部及び底縁部に微細な剥離痕が見ら

れる。 S2は片面に自然面を残すもので,両側縁部加工が見られるもの。先端付近の片側に破損と考え

られる大きな剥離痕がある。器種としては,先端部及び基部の欠損した打製石斧の可能性が考えられる。

o                      5cm

第10図  SX― Al-01出土石器
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弥生時代前期の遺構・遺物

環濠 (第 15図参照)

A区の全調査区において,弥生時代前期の遺物を含む溝跡が検出された。調査結果から,溝跡は緩や

かに弧を描きながら微高地であるA2区を囲むように周回し,内側と外側の2重に廻らされたものと

なっている。各々調査区により分割され,継続して調査を行つていないため,は じめに各区間に分割し

て報告をする。

SD― Al-02(外環濠北部)

検出レベル :標高 4m～ 3.89m。

深さ :0.4m前後。

検出延長 :約 17m

平面形状 :全体に緩やかな弧を描 く。幅は2m前

後で直線的な箇所では狭 く,屈曲の大きい箇所で

は25m程 となる。

断面形状 :逆台形状。中位から段が付き,

がまた逆台形状に窪む。

堆積状況 :比較的短期間の内に灰白色土が堆積す

るとともに,地山をブロック状に含む堆積物が流

第11図  SD― Al

入した後,黒褐色土が緩慢にレンズ状を呈して堆積したものと考えられる。遺物は下層の灰白色土及び

地山を含んだ堆積層より出土した。

L=40m

① 75Y R3/2黒掲色シルト質極細砂③ 5Y8/2灰白色シルト質種細砂
(灰白色細砂合む)④ ③層+地山ブロック

中央 書h 
② 10YR7/1灰色シルト質極細砂

SD― Al-03(内環濠北部)

検出レベル :標高3,96m～ 3.91m。

深さ :0.25m前後。

検出廷長 :約 17m(Alと A2の調査区を跨ぐ)
A2区での検出レベル :標高4.25～ 4.21m。

深さ :0.4m前後。

平面形状 :全体に緩やかな弧を描 く。Al区で幅

lm前後で直線的な箇所では狭く,屈曲の大きい

箇所では1.3m程 となる。A2区では幅 2m程 とな

り,外側溝 (SD一 Al-02)と 同規模の深さ及
び幅となる。Al区 においてより多く削平を受け

0        1m

N8舒筋
]感身窪剛牌
(灰白色細砂含む)

③ 5Y7/3浅黄シルト質極細砂
(②層を含む)

④ 5Y7/1 灰白色シルト質極細砂
(灰白色砂含む)

第12図  SD一 Al-03断面図
たと考えられる。

断面形状 :逆台形状。

堆積状況 :SD― Al-02と ほぼ同様の堆積で,灰白色土が比較的短期間の内に堆積した後,地山 (浅

責色シル ト質極細砂)を ブロック状に含む堆積物が見られる。その上層に灰色及び黒褐色土の堆積が認

められるが, SD― Al-02に 比べ黒掲色土堆積が少なく,この部分が削平されたと考えられる。遺物

は下層の灰白色土及び地山を含んだ堆積層より出土した。

L=40m
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ヽ

Ю

試
隠
懇

国

第13図  SD― Al-03(A2区 )遺物出土状況図 (1/20)

SD一 A2-06(内環濠南部)

検出レベル:西部では標高4.6m前後,東部では4.5

mtt。

深さ :西部で0.4m弱 ,東部で0.6m以上。

検出廷長 :約 15m

平面形状 :全体に緩やかな弧を描 く。幅は西部で

lm程,東部では2m以上を測る。検出レベル及

び溝の深さからも西ほど多くを削平されたと考え

られる。

断面形状 :逆台形状。中位で段状な箇所がある。

① 10Y R3/1黒掲色シルト質種細砂
② 10Y R3/1黒褐色シルト質極細砂

(Fe粒子多量に合む)
③ 10Y R5/1掲灰色シルト質極網砂

(砂礫若干含む)

ｍ〓４ ８

一
　

Ｎ

④ 25Y6/1黄灰色細砂
(Fe若干含む)

⑤ 25Y6/1 ・8/]黄灰色・
灰白色細砂

0        1m

2-06断面図

-22-

第14図  SD一 A



第15-1図  SD一 A2-06.107平面図 (1/10ω

SD一 A2-07

SD一 Al-02

SD― Al-03

第15-2図  SD一 Al-02.03平面図 (1/1001

SD＼ A6■餌 ＼

第15-3図  SD― A4-921A5-05,06平画図 (1/100)
-23～ 24-



堆積状況 :灰白色砂及び黄灰色土が流入,崩落の後,褐灰色及び黒褐色土が堆積する。遺物は下層の灰

白色,黄灰色土より出土した。

SD― A2-07(外環濠南部)

検出レベル :標高4.5～ 4.4m。

深さ :0.5～ 0,6m。

検出延長 :約 13m(A2と A3の調査区を跨ぐ)

平面形状 :全体に緩やかな弧を描く。幅は東端で

2.5m程 となる。

断面形状 :逆台形状。中位で段状となる箇所があ

ｍ

報一Ｎ

SD― A6-01(外環濠東部) 第8-2図 土層図参照

検出レベル :標高4.lm前後。

深さ :0.3m前後。

検出延長 :約 3m

平面形状 :弧を描 くが,屈曲が大きい。幅は3m前後。

断面形状 :逆台形状。

堆積状況 :A6区の北半では,暗褐色をした弥生時代前期の遺物包含層が堆積しておりその包含層除去

の後,溝跡を検出した。最下層に褐灰色砂混じリシルト層が見られ,その上部に褐灰色土がレンズ状に

堆積する。包含層から出土した遺物は溝出土遺物と時期差が見られないことから,環浜に伴つた集落廃

絶時の遺物が流入し堆積したものと考えられる。

る。

堆積状況 :最下層の仄白色上が比較的短期間の内

に堆積 した後,砂礫を含む堆積物が流入したもの

と考えられる。その上層に黄灰色及び黒褐色土が

堆積 している。遺物は最下層の灰白色土より出土

した。

SD― A5-05(外環濠東部)

検出レベル :標高4.15m前後。

深さ :0.5m前後。

検出廷長 :約 7m

平面形状 :西側の上端部は緩やかな弧を描

くが,東側は段状となるためか上端部は屈

曲が少なく東方向を向き,下端部は西側と

同様の緩やかな弧を描く。幅は3m前後。

断面形状 :逆台形状。東側では中位で段状

になる。

堆積状況 :最下層に灰褐色の砂層が堆積し,

① 10Y R3/1黒 褐色シルト質極細砂 ③ 25Y6/1黄灰色シルト質極細砂
② 25Y5/1黄 灰色シルト質極細砂        (砂 礫層を含む)

④ 10Y R7/1灰 白色細砂

0         1m

第16図  SD― A2-07断面図

① 10Y R3/3暗褐色シルト質細砂 (粗砂を多く含む)
② 75Y R4/1褐灰色シルト
⑥ 75Y R5/2灰褐色粗砂

第17図  SD一 A5-05断面図

その上部に褐灰色及び暗褐色の土がレンズ状に堆積する。遺物は最下層より出土した。
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SD― A5-05遺物出土状況図 (1/20)第18図
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SD― A5-06(内環濠東部)

検出レベル :標高4.15m前後。

深さ :0.4m前後。

検出延長 :約 10m

平面形状 :西側は調査区外となり未検出であるが,東側の端

部は北で大きく屈曲する。

断面形状 :東半のみの検出だが,逆台形状を呈するものと推

定される。

堆積状況 :黒褐色礫混じリシルト質極細砂の単一層である。

SD― A4-02(外環濠東部)

検出レベル :標高3.6～ 3.5m。

深さ :0.5～ 0.6m。

検出廷長 :約 5m

平面形状 :直線的に南東方向へ廷びる。この後, SD― A5

-05へ と繋がるために南東部で急激に屈曲するものと想定さ

れる。幅は 1～ 1.5m

断面形状 :U字形。

堆積状況 :SD― A4-03に 切られる等,上層部はかなり削

平を受けているものと考えられる。下層部に掲灰色砂混じり

シルト,その上部に砂礫層が堆積する。遺物は下層の上端部

に見られた。

L=42m
W十~

10Y R3/2黒掲色礫混リシルト質細砂
(クサリ礫を多量に含む)

0        1m

第19図  SD― A5-06断面図

① 75Y R6/1褐灰色砂礫
② 75Y R4/1掲灰色砂混リシルト

第20図  SD― A4-02断面図

環濠について

以上をまとめると次のとおりである。

立地 :現在の地図上で観察される本津川の氾濫原からは約200m程外に位置し,調査結果からも当該期の

氾濫は認められない。またAl,△ 3において西の山麓に発する埋没自然流路が確認されており,南北に

おいては低地若しくは谷状の地形に挟まれた微高地の末端部に溝が掘削されている。

規模 :外側の直径約63m,内側に囲まれた面積は約1,900∬ に推定される。

検出レベル :標高4.6m～ 3.5m。 ほぼ自然地形に沿い,南西部から北東部へと低くなる。

深さ :最深部で0.6m

検出廷長部の合計 :外42m,内 42m

平面形状 :緩やかに弧を描く (北側),直線的 (東側),屈曲の大きい (東側)箇所が見られる。

幅 :内 ,外側とも概ね2m前後で直線的な箇所で狭く,屈曲の大きい箇所で広くなっている。内側と外

側溝との間隔は3m前後である。

断面形状 :lllね逆台形状で,段状となる箇所が見られる。またSD― A4-02は U字形をなす。

堆積状況 :各区間で内側,外側とも埋土の地積状況が近似しており,同様の埋没過程が考えられる。全

体をとおして,比較的短期に堆積したと考えられる砂質の上が最下層に見られ,遺物の大半が出上して

いる。それより上層部は環濠廃絶以降の自然堆積と考えられ,再掘削の痕跡は見られない。

L=37m
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環濠出土遺物

弥生土器

SD― Al-02出土遺物

北端に位置する外環濠の資料であり,底部片が多く見受けられる。 1は三形土器の緩やかに外反する

国縁部片であり頸部の器壁が若千薄いことから,削出突帯を伴っていた可能性が高いと考えられる。ま

た口縁部内面には 1条の箆描沈線を施紋していることから,関門地域の綾羅木Ⅱ式を中心とする土器群
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第21図  SD― Al-02出土遺物
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との関係が窺い知ることができ瀬戸内地域や近畿地方にも散見されるが,当地域より以西地域の属性で

あるといえる。 2は前段階から続く無段系の重形土器であり,内傾した頸胴部から頸部で一旦窄まりそ

のまま短く弱く外反する口縁部をもったプロポーションを呈している。古い要素を継承している土器と

評価することができる。 3は如意形口縁甕であり,頚胴部に2条の免描沈線を持ち合わせているが,上

部の沈線が鋭く深く描かれており特徴ある表現といえる。また刻目を口縁下端部に刻んでいる。 4は器

形が鉢に近い甕形土器であり,緩やかに弱く外反した口縁部には刻目を配してはおらず,頸胴部境に 2

条の箆描沈線を施紋している。 5は頸胴部境にしつかりとした箆描沈線を2条巡らしており,その下位

に胴部最大径をもつやや張つた胴部から短く緩やかに外反する如意形口縁を呈した奏形土器である。 3

～ 5は一貫したナデ調整で成形を実施している。 6は一見台付鉢のようなプロポーションを呈した重心

の低い高杯形土器であり,厚 さの薄い脚柱部から先端が屈曲する脚部と内彎する杯部をもっている。ま

た内・外面をヘラミガキ調整で仕上げているが,特に内面を極めて精級に磨いているのが看取される。

7は如意形口縁をもつやや大形の奏形土器であり,外面を細かいハケ調整で成形しているのが窺える。

また頸胴部境には2条の党描沈線と口縁端部には刻目を施している。 8は胴部が強く張つた大形奏であ

り,やや強く折れ曲がつた回縁部をもち顎胴部境には3条の箆描沈線を施紋している。丁寧なナデ調整

で成形しているのが看取される。 9は底縁部に粘土紐を巡らし貼り付け突出させた器種不明底部片であ

る。内・外面を板ナデ調整+ナデ調整で成形しているが,全体的に成形が粗く歪みが激しい。また器形

から奏用蓋の可能性が高いことも指摘しておく。10～ 18は壼形土器の底部片であり,バ リエーシヨン豊

かな成形技法が存在していると考えられる。19～ 21は妻形土器の底部片であり,各々板ナデ調整やナデ

調整などで成形している。22・ 23は大形この底部片であり,胴部の張る器形が推浪1さ れるような底部か

らの外方への立ち上がりをみせている。

SD一 A2-07出 土遺物

A2区での同溝出土品は 1の土器片 1点のみで,土器量は少ない。 1は緩やかに外反した回縁部を有

し,窄まりをみせる頸部には削出突帯十箆描沈線を装飾したこ形土器であり,日縁部内面にやや強いヨ

コナデ調整を加え,口縁部先端をさらに外方に向けるよう屈曲したプロポーションを呈している。また

面をもった口縁端部には箆描沈線を加えてはいないが,若千の凹みを看取できる。突帯成形には板状工

具により削り出し,その際の圧痕が連続して残されているが,最終調整であるヘラミガキ調整で仕上げ

ているにもかかわらず縁取沈線は施していない。

2～ 14は南端に位置するA3区での同溝出土資料であり,こ こでも出土量は少量頻度を指し示してい

る。 2は回頚部境の内傾面に2+α 条の箆描沈線をヘラミガキ調整前に施しており,「 く」字に近い屈曲

をみせて短く外反する口縁部をもったこ形土器である。 3は顎胴部境に削出突帯+し つかりとした 1条

の箆描沈線を施している。板状工具により削り出した突帯は頸胴部の境を明瞭にしており, SD― A5

-05の 3と 類似した古相を示すプロポーションを呈しているといえ,両者ともに段上位を強く沈み込ま

せて段部を強調した器形を保持している。 4は垂直に立ち上がった胴部から短く外反した回縁部をもつ

如意形口縁甕である。全面をナデ調整で成形した後,頸胴部境に半裁竹管紋+党描沈線を施しており,

3条沈線に仕上げている。また回縁端部には刻目をもっている。 5は外傾しながら立ち上がる胴部に若

千の内彎をみせる口縁部をもった小形の鉢形土器である。日縁部下位に瘤状↓巴手を貼り付けており,推

定復元すると対称位置に2箇所存在していたことが推測される。また瘤状把手には縦方向に2箇所の穿

子しがみられ,紐穴であった可能性が高い。内面は手捏ね風にナデ調整で成形しているため器面の隆起が

目立つが,外面は細かいヘラミガキ調整で丁寧に仕上げている。 6は如意形口縁をもつ鉢形土器であり,
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口頸部境には口縁部が屈曲する変換点に細くて弱い箆描沈線を 1条施しており,口縁下端部にはやや縦

長の細い刻目を配している。 7は無紋の鉢形土器であり,成形は粗 く口縁部を外反させる際の指頭圧痕

が器表面に残つており,全面をヘラミガキ調整を採用しているが精緻に仕上がってはいない。 3・ 9・

11・ 12は壺形土器の底部片で縦方向の板ナデ調整やハケ調整により器壁を立ち上げて成形している。10。

13・ 14は奏形土器の底部片である

2

9

0               1 0cln

第22図  SD― A2-07出 土遺物

SD― A5-06出土遺物

東辺に位置する外環濠ではあるが,出土土器は 3点のみとなってい

る。 1は高杯形土器の杯部と脚部が欠損して脚柱部のみの残存となっ

ている。基部成形手法は粘土円盤の上・下部に粘土板を貼り足して脚

柱部を成形し,その側面から粘土帯を積み上げて不部と脚部を作 り出

していることが窺える。粘土や混和材である砂粒は良質なものを採用

しているといえ,ま た一貫して丁寧なナデ調整で成形している。 2は

重形土器である。口顎部境の内傾面に粘土帯接合による段を作出して

おり,段の下部には 1条の党描沈線を巡らし,やや発達した回縁部は

板ナデ調整とナデ調整で成形しながら緩やかな外反を示している。全

面をヘラミガキ調整で仕上げているが,段の縁取りを部分的にしか施

しておらず,段が途切れ気味になる箇所が幾つか存在している。 3は

甕形土器の底部片である。

o募導巧
。 /営 /サ
菰

m

第23図  SD一 A5-06出土遺物
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SD― A6-01出 土遺物

1～ 3は回縁部及び頸部にかけてのこ形土器である。 1は

2・ 3と 同様の緩やかに外反を示した口縁部形態を呈してお

り,日縁端部は 1～ 3共に面をもっている。 2は立ち上がり

気味の顎部から緩やかに外方へ伸びる開口部を作出している。

また窄まった頸部には器厚が若千薄いことが確認でき,こ れ

は3にみられるような削出突帯を伴っていたことが表出して

いるといえる。 3の内頸面には板状工具による削出突帯を装

飾しており,突帯上に箆描沈線を 1条描いている。前段階の

様相を受け継いでいる垂直気味に立ち上がった顎部から緩や

かに口縁部が開いており,面をもった回縁端部には箆描沈線

を 1条施紋している。仕上げにヘラミガキ調整を施し突帯ヘ

の縁取沈線をも加えている。同種形態をもつ壺形土器は龍川

五条遺跡 S D49最 下層資料 (森下1998)に確認できる。 4は

奏形土器であり内・外面とも横方向のハケ調整で成形した後 ,

半載竹管にて 4条の沈線を巡らしており,半哉竹管紋間には

棒状工具で刺突による列点紋を配列している。沈線は党状工

具から半哉竹管状工具に持ち替えて描いたもので 4条沈線に

仕上がっているが,本質的にはSD一 Al-03の 1にみられるような両沈線紋間刻目の属性と同質的な

ものと評価できる。また口縁部形態は如意形を呈しているが,日縁端部には刻目を加えてはいない。

靱
~71

0                10Cm

第24図  SD― A6-01出土遺物
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SD― A4-02出 土遺物

北東部に位置した外環濠

内出土の資料である。 1は

回頸部境に粘土帝接合によ

る段を表現している大形重

である。段の上部には2段

階に分けて強いヨコナデを

加えることによって凹線】犬

に仕上がっており,口縁部

の外反を強めている。また

口縁端部上端を摘み上げる

ように口縁端部と同時に回

縁部内面を強いヨコナデを

施しており,日縁端部を幅

広の面をもたし丁寧に仕上

げている。仕上げにはヘラ

ミガキ調整で全面を精級に

磨いており,縁取沈線も施

している。大形品の有段重

0             10cm

第25図  SD― A4-02出 土遺物
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は当段階まで残るが基本的な器種組成に組み込まれておらず,む しろイレギュラーな形態であるといえ

吉い要素を内包しており,前段階からの属性を継続して保持している。 2は大形この胴上部片であり,

1条の党描沈線を巡らした下位には半我竹管紋を施紋しており,施紋工具の使い分けか 2本同時施紋が

実施されている。 3は張つた胴部をもつ中形重で 2と は対称的に半裁竹管紋の下段に箆描沈線を 1条施

しており,両者とも細 くて浅い沈線となっている。また胎土は角閃石細粒を多量に包含した素地粘土を

採用している。 4は奏形土器の底部片で,5・ 6・ フは重形土器の底部片である。 6はヘラミガキ調整で

丁寧に磨かれているのが見受けられる。

SD― A5-05出土遺物

東狽1内環濠の土器資料であり比較的土器量が充実している。 1は緩やかに外反した口縁部をもつ壺形

土器であり,回頸部境に2条の箆描沈線を巡らしている。器表面をやや粗いナデ調整で成形しており口

縁部を屈曲する際の指頭圧痕が明瞭に残されている。 2は緩やかに外反した口縁部をもち口縁部先端を

折 り曲げた重形土器であり,頸部には不明瞭ながら段状の段差が看取でき粘土帯接合により段成形した

有段壼の可能性が高い。器表面は磨減しているため調整手法は窺い知ることができない。 3は壺形土器

である。頸胴都境において板状工具の削り出しによる削出突帯を成形しており,頸部と胴部を明瞭に区

画している。また突帯上には竹管刺突による列点紋を等間隔に配列している。内傾した頸部や張りの強

い胴部を有していたと推沢1さ れることから古相を示す形態を保持しているといえる。 4・ 5は壷形土器

の頸胴部片であり各々 3条の箆描沈線を施紋しているが, 4は しっかりとした沈線を巡らしているのに

対して 5は幸うじて確認できるほどの細くて浅い沈線である。両者とも球形の胴部からやや上方に伸び

をみせた頸胴部をもつプロポーションである。 6・ 7は壼形土器の胴上部資料である。 6はやや張った

胴部の上位に半裁竹管紋を巡らした後その沈線紋間に細くて浅い党描沈線を充填しており,他に類例を

みない紋様構成を呈している。 7は精級なヘラミガキ調整前に球形に張った胴部の上位をしっかりとし

た 2条の箆描沈線で装飾しており,沈線内まで磨いている。 8は如意形口縁をもつやや大形の甕形土器

で頸胴部境には削出突帯を付加しており,突帯上には党描沈線を 1条巡らしているが,第 50図 (SD一

A2-04出 土)の 7にみられる削出突帯と同様に党描沈線の出発線が突帯上部の上方から始まっており,

終止線を延長して部分的に2条になるよう配している。さらには口縁端部にも免描沈線を 1条施してい

るが,断続的に仕上がっている。 9は SD― Al-03の 3と 同一個体の瀬戸内型奏である。沈線紋帯下

位に胴部最大径をもつ胴部から上方に伸びやや内彎する口縁部に粘土紐を貼り付けた形態を保持してお

り,内 。外面を丁寧なナデ調整や板ナデ調整で成形している。また口縁端部の上・下端には細かい刻目

を各々配列しており突帯紋系土器的な要素を兼ね備えているといえ,系譜関係をアプローチする際の一

属性として検討材料となろう。共伴資料や刻目や少条沈線などの上器に表現された古相要素から,現在

確認されている瀬戸内型甕において最古段階のものと評価することができる。さらには口縁部の粘土紐

貼 り付け部位に下地沈線を採用していることから重形土器の貼付突帯との同質性がより強調された事夕1

と考えられる。10は器壁の薄い如意形口縁奏であり頸胴部境には断面「コJ字の半散竹管紋が施されて

おり,方形の棒状工具による施紋と考えられる。また回縁端部には刻目を施してはいない。11は頸部に

強いヨコナデ調整により口縁部の外反を作出した鉢形土器であり,日縁端部には刻目を配しているが頸

胴部境には施紋帯を構成していない。12は有刻の如意形口縁をもつ鉢形土器である。頸部には 3条の箆

描沈線を施紋しているが,最上段の沈線は細くて弱く口頸部境の屈曲部変換点に描いていることから回

縁部折り曲げ時に施された可能性が高いと考えられる。13・ 14は成形の粗い無紋の鉢形土器であるが ,

両者ともヘラミガキ調整で器表面を仕上げていることから,成形は粗くとも鉢は基本的にヘラミガキ調
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整の採用を多用しているといえる。15～20は重形土器の底部片である。

り
1(も路

Rサン
じ♪

圧

第26図  SD一 A5-05出土遺物
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SD― Al-03(A2区 )出土遺物

北辺に位置する内環濠の資料群である。

1は頸部に下半が欠損した削出突帯+箆

描沈線 1条を装飾しており,そ こからや

や外方に向かって伸び上がりをみせ口縁

部先端をさらに強く折 り曲げることに

よって大きく開口する口縁部を作出した

壺形土器である。 2は如意形口縁をもつ

鉢形土器であり,頸胴部境に3条の党描

沈線を施しているが,日縁端部には刻目

を配してはいない。全面をナデ調整で丁

寧に成形しているのが看取できる。 3は

頚胴部境の内傾面に箆描沈線を2条施し

てお り,施紋帯から短 く上方に伸び上

がって緩やかに外反する口縁部をもった

大形壺である。 4・ 5は小形品の壺底部

片であり, 6は 中型この底部片である。

M4＼畝 Ⅵ 以

④
0                10Cm

第27図  SD― Al-03(A2区 )出土遺物

全てナデ調整で成形しており,底縁部には粘土紐を貼り足して安定性を補強しているのが確認できる。

また 4の底には砂粒の移動が見受けられ,意図したケズリ調整を加えたか偶然擦れた際のものかの判断

は困難ではあるが,底を丁寧に仕上げていないのが看取される。

SD― Al-03(Al区 )出土遣物
北狽1に位置する内環濠資料であり,土器量は依然として少量である。 1は胴部の張らない如意形回縁

奏であり口縁下端部に刻目を施している。さらに顎胴部境には箆描沈線を2条巡らしており,両沈線紋

間には板状工具の刺突による列点紋を配列している。この列点紋と口縁下端部にみられる刻目は部分的

に木目痕が残存していることから,同工具による施紋であると確認することができ,ま た施紋時期は極

めて近時していたと類推される。 2は頚胴部境には右下がりの箆描沈線を3条施紋した器壁の薄い奏形

土器であり,先細りの如意形回縁には刻目を施してはいない。 3は逆 L字状口縁形態で貼付口縁のいわ

ゆる瀬戸内型奏であり, SD― A5-05の 9と 接合はしないが同一個体の資料である。やや内彎する口

縁部の上端を平坦に仕上げ口縁端部は蒲鉾形を呈しており,その上・下端には細かい刻目を各々施して

いる。内・外面を丁寧なナデ調整で成形しており,回縁部貼り付け後に板ナデ調整を加えているため頚

部外面には板ナデ調整の痕跡が残されている。頸胴部には3条の箆描沈線を施しており,逆時計回りで

施紋したのが確認できる。 4は完存に近い残存率を誇る高郭形土器である。粘土円盤の側面に粘土帝を

外傾接合により積み上げて,一貫してナデ調整による脚部と杯部を作出しており,成形はやや粗く杯部

の器表面の歪みが看取される。脚部は短く「ハ」字状に広がり杯部は外方へ直回しながら内彎せずにそ

のまま口縁部を仕上げている。また本資料には注目される特徴が存在しており,脚柱部上位に土器焼成

前による三日月形の穿孔が確認できることである。このような透かしが存在することから食器類として

の機能を十分に果たさないと考えられる。しかしながらこの穿孔を穿つことによって何らかの機能的利

便性を与えられていたのかも知れないが,評価には注意を要するであろう。 5は高杯か鉢の日縁部資料

と考えられるが, 4と 同様のプロポーションを呈していることから前者の可能性が高いといえる。ここ
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でも一貫してナデ調整で終止しており,仕上げ調整を採用していないやや大形の高杯形土器と考えられ

る。 6は三頸胴部片であり,断面台形の突出の低い削出突帯を作出している。突帯上には沈線や特殊紋

様などの造作は施してはおらず,ヘラミガキ調整により器面を若千沈み込ませただけの貧弱な突帝であ

る。 7は 口縁部先端を折り曲げて外反した鉢回縁部片であり,内面をヘラミガキ調整で仕上げてはいる

が無紋と考えられる。 8は張りをみせない胴部から上方へ立ち上がり,緩やかに外反する国縁部をもっ

た鉢形土器である。口縁端部には刻目を施してはいないが頚胴部境に箆描沈線を 1条施紋しており,全

体をナデ調整で成形している。 9～ 14は重形土器の底部片であり,15は甕形土器の底部片である。

ツ , g/瞳ヲ

＼V9

Cm

12

第28図  SD― Al-03(Al区 )出土遺物

SD― A2-06出 土遺物

南側の内環濠からの出土資料であるがここでも土器量は多くはない。 1は緩やかな外反をみせる重口

縁部片であるが,成形はやや粗く面をもった口縁端部は歪んだ箇所がみられ,器表面をヘラミガキ調整

を部分的に施しているが指頭圧痕が残存している。 2は緩やかに屈曲する国縁部をもった五形土器であ

り,頸胴部境の内傾面に細く貧弱な箆描沈線を 1条施紋しており,丁寧に土器を成形しているのが窺え

る。本資料は角閃石細粒を多量に含む特徴的な素地粘土を採用しており,こ れは石清尾山丘陵南端付近

を粘土採取地とした「下川津B類」土器と称される土器群と共通した要素である。粘土採取地が本遺跡

から南東約 3にmに位置していることから角閃石細粒を容易に入手することができ,意図的に混和材とし

て採用したものと類推される。しかしながら生駒西麓産土器群や下川津B類土器のように一般的とはな

らず生駒西麓産土器群との胎動や影響関係を示す資料と評価することも考えられないこともないが,当

然ながら実証は困難であり偶然の産物として現時点では評価したほうが妥当といえよう。同質の胎土を

Vぃ、
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有する土器は同遺構出土の 6, SD― A4-02の 2の計 3点 となっている。 3は壺形土器の頸胴部片で

あり,内傾する顎胴部境にはやや太い党描沈線を3条施している。また口頸部境には不明瞭な段差が存

在しており,器壁が薄いことやヘラミガキ調整で縁取 りも実施していることから削り出しによる段か削

出突帯を作出している可能性が高いといえる。 4は 3と 同様に頸胴部境に免描沈線を3条加えているが ,

最上位の沈線をヘラミガキ調整で沈み込ませ削り出しの段を作り出している重形土器である。 5は細か

いハケ調整で成形しており,如意形口縁の下端に刻目を施している甕形土器である。箆描沈線を5条施

した後に上・下位の沈線を沈み込ませ削出突帯+3条沈線の構成になっているが,上部の削出部位をや

や強いヨコナデ調整

を加えているため段

部を強調し,頸部の

凹みが きつ く仕上

がっている。 6は刻

目を施した短い如意

形口縁をもつ秦形土

器で,頚胴部境には

箆描沈線を3条施紋

している。胎土は角

閃石細粒を多量に含

んだ素地粘土を採用

している。 7は妻用

の蓋形土器であり,

裾部が欠損している

ことから形態は不明

であるが,天丼部は

上げ底となりしつか

りとした摘み部を作

り出している。 8～

11は重形土器の底部

片であり,12・ 13は

奏形土器の底部片で

ある。
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第29図  SD一 A2-06出 土遺物

石器

石器については環濠外,内及び☆ 6区おいて環濠上部に堆積した弥生前期包含層出土別に掲載した。

外環濠出土石器 (S3～ 16)

タト環濠では土器片と同じく△ 5区 (SD― A5-05)で 出土量が多く,環濠の東端部に比較的密集し

て埋没していたものと考えられる。 S3は 凹基式の石鏃。 S4は石鏃の未製品。S5, 7, 8, 9は打

製石斧の欠損したもの。 S5,7は摩減・線状痕が顕著に認められ,先端部付近の破片に考えられる。

S6,10,12,13は加工された上下の縁辺部に敲打痕及び階段状の剥離が認められることから楔形石器と

した。 S ll,14,15は スクレイパーとした力S, S14は 刃部が弧状,片方の側縁部が狭り状となるもので ,
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第35図  A6区 包含層出土石器

上縁部の加工を背潰しと考えるなら小型の石庖丁に考えられよう。 S15は背面に自然面を残すもので上

縁部に敲打痕が見られ,刃部は両端が欠損しているが急角度に取り付けられている。 S16の磨石は側部

を除き摩耗が著しい。

内環濠出土石器 (S17～ S24)

内環濠についてはSD― Al-03(A2区 )及びSD一 Al-06で 出土しているが,調査範囲からす

れば密集して埋没していたと考えられる。 S17は石鏃。 S18,19,22は 下縁部の加工が刃部に相当する

ものでスクレイパーとした。 S201よ大型石斧の基部である。石材は砂岩で,中央部には大きな窪みが見

られる。S21は楔形石器。S23は打製石斧の基部若しくは先端部と考えられる。S24は打製の石庖丁で,両

狽1縁に袂 りが作り出されたもの。

A6区包含層出土石器 (S25～ 30)

先述の様にA6区の環1戻上部堆積層より出土したものである。 S25,27は凹基式の石鏃で, S27の両

側縁には快りが見られる。 S26イよ片側縁部が未加工の石鏃。 S28,29は 石錘で,頭部が欠損している。

S30は結晶片岩のもので,石目に沿い剥がれたもの。柱状をなす石斧の基部若しくは刃部に考えられ,

側部には平坦面となる決 り部が見られる。

S26

Ｂ
，
い
Ｎ
ｎ
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住居址及び建物跡

以下は,環濠内部及び周辺部で確認されたものである。全体に削平を多く受けたものと考えられ,構

造の復原にあたつては不明な点や推定が多く含まれる。また出土した遺物も僅かで時期の特定できるも

のではないが,当調査地で確認できた遺構,遺物の状況から当時期に所属するものと考える。

SH― Al-01

Al区の南東部で検出した竪穴住居である。柱穴及び土坑のみで壁面は検出していない。柱穴は円形

または楕円形を呈し,長軸方向で16～ 40cnaを沢1る。埋土は概ね灰白色土単層だが,底部に褐灰色土が堆

積するものもあった。柱穴は直径5,4～ 5.5mの 円周上に8本並び,0.3m程外れたものも含めると11本が

認められる。 S P07,08及びS P04,05は近接しているため建替え時のものにも考えられ,片方を除く

と柱穴間の距離は lm前後のものと2.5m前後のものに大別できる。また,S P03と S P12の 間に消滅し

た柱穴を 1本想定でき,計 10本程度の支柱が考えられる。また,柱穴と同埋土の上坑 2基を検出してい

る。 S K03は ,竪穴の壁が主柱よりlm程度外狽1に存在していたとすれば,当住居址に伴うものと考え

られる。出土遺物はS K02よ リサヌカイト片と土器片が出土しているが,時期の特定できるものではな

⑤
S P02

ヽ

Ｏ

ＳＰ２５

S P07

第36図  SH― Al-01平・断面図 (1/80)
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い。一応,周辺で確認される遺構,遺物から当該所属のものとしたが SD一 Al-02と の切り合い関係

が不明瞭であり,ま た環濠集落との関連も不明である。

SH― A2-01

A2区の北東部で検出した竪穴住居である。竪穴の壁面は検出されず,削平を受けてた可能性が考え

られる。柱穴及び土坑の埋土はすべて褐灰色土の単層である。周囲に配置された柱穴は6本で,掘 り方

が円形または楕円形を呈するもので,長軸方向で25～ 58cmを測る。柱穴の間隔は, S Pll-12間 とSP

14-15間で2.3～ 2.5mに対し,他の 4辺は1.4～ 2.2mと 狭くなっていることから, S P10,13が棟持柱と

も考えられる。中央部にあるS K02は ,内部に長軸方向で S P17,18が検出され,松菊里型と呼ばれる

ものに似た構造をする。あるいはS K02に 近接するS P16が,A― 食 Iラ インで S P10-17-16-13と

直線上に並ぶことからS P17と ともに中央の支柱であるとも考えられる。遺物はS P13か ら出土した須

恵器底部 1点のみだが,混入品と考える。

C

0          2m

第37図  SH― A2-01平・断面図 (1/80)

SH一 A2-02

A2区の中央部で検出した竪穴住居である。竪穴の壁面は検出されず,削平を受けているものと考え

られる。柱穴は円形または楕円形を呈するもので,長軸方向で17～ 36clllを測る。柱穴の埋土は,すべて

掲灰色シルト質極細砂である。この内,直径4.5m前後の円周上には,6本の柱穴が並ぶ。柱穴間の配置

からすれば, S P88-89及 び S P91-92の間に各 1個の柱穴があつたものと考えられ,計 8本の支柱が

想定できる。中央部の S P94,99,100は A― A',B― B'の ライン上に並ぶ。また周囲 lm程に壁穴

と同じ埋土のS D13,14及 びS K07が位置しており,壁溝等としてこの住居l■に伴うものと推定される。

げ

＝

（

∞
Ｂ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｉ

Ｉ

‐

＞

器

添

ヾ

器

器

郎

螺

鶴

郎

嗚

器

嗚

鶴

器

器

澪

母

導

器

酪

器

へ

嗚

器

器

齢

器

ヾ

ヽ

Ｎ

斡

＞

T

神1-も田

-44-



遺物はS P90, S K07で 弥生時代前期と見られる土器細片が数点出上したのみである。

′

庁

＝

帯

∞
ヨ

S P95

鰺
S P96

S P100

⑤ S♀ 94

S P99
0

S P91

A一 ゼ
S P92

S P90

S P102

S P101

第38図  SH一 A2-02平・断面図 (1/80)

SH一 A2-03

A2区の西部で検出した竪穴住居である。 S D18は ,径約4.5m程の円または楕円形状をしており,壁

溝と考えられる。断面はU字形で,埋土は褐灰色シルト質極細砂の単層である。概ね深さ 5 cmほ どが残

存しているが,西部において2m程の区間が途切れ, S K10が掘削されている。 S K10は長径 lm,短

径0.7m,深さ24cmを 測り,

褐灰色シルト質極細砂が

堆積するもので弥生時代

前期と見られる土器片及

びサヌカイト片が数点出

土している。周溝の内部

及び周囲において柱穴を

検出したが,S P l13,118

等には中世の遺物が含ま

れ,ま た埋土がS D18と

は異なるものがあるため,

建物の構造を推定できな

い。

S D15

S P107

◇

参

/杉

習38

S Pl12

SD-18

第39図  SH― A2-03平面図 (1/80)
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SD一 A2-18出土遺物

竪穴住居に伴う壁溝と考えられる弧状に巡る溝内から出土した土

器片である。 1は奏形土器であり,器壁が薄く口縁部を折り曲げて

如意形を作出する際の指頭圧痕が残されており,比較的成形が粗い

のが看取される。また口縁部先端は先細り気味ではあるが刻目を加

えてはいない。 2は緩やかな外反を呈している壺口縁部片である。

口縁部内・外面にヨコナデ調整を加え先端部が外方に屈曲している 第40図  SD― A2-18出土遺物

が,全面的に粗い作りで丸い口縁端部は丁寧なヨコナデ調整を施していないためか歪みをみせている。

SB― A2-01

A2区の中央部で検出した掘立柱建物である。柱穴間の距離が南北 3m,東西3.lmと ほぼ正方形をな

す。 1× 1間 となり床面積は少ないが,柱穴は掘り方で長径0,6m,深さ38～64cmと A2区で他の柱穴と

比べ規模が大きく,高層の建造物が推定される。遺物は, S P37で土器片等が数点出上しているが,時

期特定の特定できるものはない。所属の時期は,ほぼ条里方向に合致するため古代～中世の所産にも考

えられるが,環濠内部においてほぼ中心地点に位置することまた柱穴に堆積する埋土の特徴から,環濠

集落に伴なうものとした。

uJ9ゥ =¬

P36

S P37

L=48m

第41図  SB一 A2-01平・断面図 (1/80)
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SK― A2-03

A2区中央部で検出した土坑である。平面形状は楕円形で長

軸方向に約1.44m,短軸方向に約0.9mを沢1る。深さは約0.51m

である。断面は逆台形をし,埋土は褐灰色 (7.5YR 4/1)シ ル

ト質極細砂の単層である。切 り合い関係でSD― Al-01に 先

行する。遺物は弥生土器が比較的まとまって出土している。

SK― A2-03出土遺物

比較的土器量が多くみられるSK一 A2-05に近接

した土坑であるが,土器量は少量である。 1は張つた

胴部から顎胴部境が不明瞭となった部位に3条の箆描

沈線を施紋しており,こ の施紋帯を変換点に内傾しな

がら上方に伸びる頸部はあまり窄まりをみせず,緩や

かに外方へ折れ曲がった回縁部を持ち合わせている。

口顎部境には頸胴部境と同様の幅大でしつかりとした

箆描沈線を内傾面への施紋ではなく,日縁部を含めた

沈線間I扇の広い施紋帯を構成している。また免描沈線

の施紋はヘラミガキ調整後に実施されている。 2は胴

部の張りが強い壼形土器であり頸胴部境にはヘラミガ

キ調整後の箆描沈線が 3条みられるが,観察すると半

裁竹管紋十箆描沈線の可能性が高いといえる。しかし

沈線紋帯下位が剥落していることから考えると,半裁

7 5Y R4/1褐灰色シルト質極細砂

0        1m

第42図  SK― A2-03断面図

∪雨3  4ヒ旺
第43図  SK― A2-03出土遺物

竹管紋十半我竹管紋も十分に想定される。器壁の薄い壺形土器ではあるが,精緻な成形や仕上 tデ調整を

実施していることが分かる。 3は屈曲点をかなり上方に位置するよう口縁部先端を折り曲げた刻目のあ

る如意形口縁奏である。また頚胴部には断面V字のしっかりとした箆描沈線を 1+α 条施している。 4

は秦底部片であり, 5は小形の壺底部片である。

SK――A2-05

A2区中央部で検出した土坑である。後出のSD一 A2-

02に より分断され,検出された。平面形状は楕円形で長軸方

向に約2.25m,短軸方向に約1.16mを 測る。深さは約0.49mで

ある。断面は逆台形をし,埋土は褐灰色 (7.5YR 4/1)シ ル

ト質極細砂の単層である。遺物は弥生土器及び石器がまと

まって出土している。いずれも破損した破片が埋土に混じつ

て出土しており,こ れらを破棄した土坑に考えられる。

S

第44図  SK一 A2-05断面図

SK― A2-05出土遺物

環濠内居住域中央部に位置する中世条里溝で切られているやや大形の同一土坑資料であり,比較的土

器量が豊富で良好な土器群といえる。 1は奏形土器であり,胴下部から回縁部にむけて外方へ開いた胴

-47-
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部最大径をもたない形態を保持している。頸胴部境には粘土帯接合による段部を成形しており,その際

の成形技法として内面には強いヨコナデ】犬の指頭圧痕が残されており,粘土帯接着を強固に行ったのが

窺える。また段下部をヨコナデ調整で仕上げている。如意形口縁には端部全面に板状工具があたるよう

しっかりとした刻目を配しており,器表面を丁寧なナデ調整で成形及び仕上げを実施している。 2はや

や胴部が張り短く屈曲した如意形口縁をもつ甕形土器である。全面を丁寧なナデ調整で成形しており,

内面には指頭圧痕が残存している。頸胴部境に2条の箆描沈線を巡らし,沈線紋間には竹管刺突による

列点紋を4～ 5個 を 1セ ットとして各々間隔を空けて等間隔に配列している。また回縁端部には刻目を

配している。 3はやや胴張りの胴部から顕部で窄まりをみせ,緩やかに外反して口縁部先端を尖らせた

如意形口縁奏である。口縁下端部に細くて縦長の刻目を施しており,頸胴部境には一度に巡らしたよう

な精緻な3条の覚描沈線を施紋している。 4はやや小形の甕形土器であり,ナデ調整によって比較的丁

θく凛
心

⊂
モ つ  も/

14

第45図  SK― A2-05出土遺物
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寧に成形しているが口縁部が若干歪んでいる。また板状工具で回縁端部を刻んでおり,顎胴部境には 2

条のしつかりとした党描沈線を巡らしている。 5は口縁部が強い屈曲をみせる鉢形土器であり,回縁端

部は無刻であるが顕胴部境には3条の免描沈線を巡らしている。また細かいヘラミガキ調整で外面を精

緻に仕上げている。 6は大形の鉢形土器であり口縁端部には箆描沈線を 1条施してはいるが,部分的に

途切れた箇所が存在しており継ぎ足しながら施紋しているのも看取できる。外面を
ヘラミガキ調整で仕

上げているにもかかわらず頸胴部境には箆描沈線などの施紋帯を採用していない。 7はナデ調整で成形

した鉢形土器であり,刻 目や箆描沈線をみせないことから成形も粗く仕上がっている。 3は 7と 同様に

ハケ調整やナデ調整で成形しており,調整痕を器表面において随所に留めている。やはりここでも無紋

に仕上がっているため,成形の粗い製品は無紋に仕上げるよう取り計られていると考えられる。 9～ 14

は重形土器の底部片であり内・外面を板ナデ調整やハケ調整で立ち上げながら成形しているものや,ヘ

ラミガキ調整で仕上げているものも存在する。また粘土円盤の上面に積み上げているものや側面から接

合しているものの二者があり,さ らには底に粘土円盤を貼り足して安定性を向上させたものや粘土紐を

高台状に巡らしてやや上げ底に仕上げているものも確認できる。底部成形技法には
バリエーシヨンが存

在していると考えられる。15。 16は養形土器の底部片であり,ナデ調整で成形している。

◇

第46図  SK― A2-05出土石器

o                            5cln
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SK― A2-05出 土石器

S31は石槍の先端部。先端部に見られる加工は潰れており基部は欠損しているが,側部はほぼ平行を

なすものに考えられる。 S32は尖基式の石鏃。基部に摩減痕が見られまた基端部は薄く作 り出されてい

るが,先端部は欠損しているためか,綿密な加工は見られない。 S33は スクレイパーで,片方の側縁は

自然面である。 S34は凹基式の石鏃。 S35は やや歪な両側縁に決 りを持つ石庖丁で,上縁部は自然面 ,

刃部は弧状になるもの。刃部には使用痕と考えられる微細な剥離が,腹面には縞状の光沢が見られる。

背面側には狭 りの取り付け時と考えられる刃部を歪にした剥離痕が残っている。

SK― A2-03出 土遺物

竪穴住居 (SH― A2-03)に 隣接する土坑内資料であるが, 1の
平底を呈している奏底部片である土器片 1点のみの出土となっている。

SK一 A2-08

A2区南部で検出した土坑である。平面形状は

楕円形で長軸方向に約2.26m,短軸方向に約0.92m

を測る。深さは約0,49mで ある。断面は船底形を

し,埋土は褐灰色 (7.5YR 4/1)シ ルト質極細砂

の単層である。遺物には弥生土器,サヌカイト片

が見られた。

が含まれている。 1は壼口縁部片で粘土帯接合時に生

じた段を区画紋様として採用している。段の上部をヨ

コナデ調整により回縁部を仕上げているが,段部が突

出するような強いヨコナデ調整ではなく口縁部を外反

させる程度であり,段差を強調せずに低く貧弱に仕上

L=48m

W

第47図  SK― A2-08断面図

坦薯

S P‐一A2-07 第48図  SK― A2-08出 土遺物
A2区北端部で検出された。ピットとしたが,平面形状及び大きさからすれば土坑と考えられる。未

検出部分があるが,平面形状は楕円形で長軸方向に約0.8m,短軸方向に約0.63mを測る。深さは約0.27

mである。埋土は褐灰色 (7.5YR 4/1)シ ルト質極細砂の単層である。遺物には弥生土器,サヌカイト

片が見られた。

SP― A2-07出 土遺物

7 5YR4/]褐灰色シルト質極細砂

で蚕『里蟄黒写伝蚕居握璽蕉をaぢ糸,霙長喪程§魯殴 71

がっている。 2は無頚重であり胴部が強く張る形態と考えられ,こ形土器を成形する際の粘土帯積み上

げを中断し,停止に換えることで誕生した分割成形による産物と解せる。また外傾接合で積み上げてい

た擬口縁に粘土紐を内傾接合で貼り足すことによって段を作り出しており,さ らにはヘラミガキ調整で

段部を沈み込ませて強調している。無頸壼は紐穴を伴うのが一般的であり本資料も例外ではなく,段部

に穿孔しているのが確認できる。こうした穿孔事例を考えると,区画紋様としての段は本資料の場合に

毛三ユ」 L宣 生多 3

0                  10cm

第49図  SP― A2-07出 土遺物
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は蓋形土器の蓋受けとしての機能的役割に転化していると考えられる。また稚拙な箆描沈線を3条加え

た下段には縦方向に4条ほどの細 くて浅い痕跡的に残存する党描沈線を描いている。 3・ 4は壼形土器

の底部片である。

A区遺構出土遺物

以下はA区で検出された遺構より出土したもので,混入品として考えられるものを一括した。

1は口縁部から頸胴部にかけての三形土器である。頸胴部から緩やかに内傾しながら段下位で僅かに

立ち上がり,段を作出している窄まった頸部を変換点に外反しながら伸びる国縁部をもった器形を呈し

ている。頸部の一番の窄まりをみせる部位には板】犬工具で削り出しによる段を表現しているが,削 り出

しが弱く狭い領域にしか施されていないため不明瞭で貧弱な段に仕上がっている。内・外面とも器面が

荒れてはいるが丁寧なナデ調整によって成形した製品であると看取できる。本資料は大 1～ A3区の環

濠からの出土品としての記録しか残されておらず,詳細な出土地点は不明のため内環濠か外環濠かは現

時点では定かではない。しかしながら環濠内出土資料として十分に検討材料に成りうるであろう。2・ 3・

7～ 10は中世条里溝への混入資料である。 SD一 A3-02出 土の 2は緩やかな外反を示す器厚の薄い奏

口縁部片であり,口縁端部にはやや幅広の刻目を施している。刻目は箆状工具により押しあてるのでは

なく削り取つた可能性が強い。 3は SD― A3-05の 混入資料である手捏ねで成形したミニチュアの鉢

であり,比較的精級に成形しているため器面の歪みや凹凸は少ない。 4～ 6は SD― A6-02の 出土品

であり,こ の土器片 3点が SD― A6-01への混入品として看取できる。 4は口縁部が短く,やや外反

の強い形態をもつ壺回縁部片である。口縁端部を明瞭な面を持たせずにやや丸く仕上げ,その内面には

ヨコナデ調整を加えることにより屈曲点を作り出し,そのため口縁部先端は更に折れ曲がった器形を呈

している。 5・ 6は壺底部片であり,両者とも平底の形態をもつ。 7～ 10は SD― A2-04へ の混入品

である。 7は重頸胴部片であり,ヘラミガキ調整前の削出突帯を作出しており突帯上には 1条の箆描沈

線を施紋している。党描沈線の完結部位を観察すると出発線が突帯上の下方から始まっており,上方に

はスペースが残る。その結果このスペースを埋めるよう党描沈線を充填しており,部分的に2条になる

よう配している。終止線はまた 1条になるよう既に描いている党描沈線にぶつけるよう施紋しているこ

とが推測される。削出突帯十箆描沈線を装飾した後,沈線内までヘラミガキ調整で磨いており,突帯上

位には縁取沈線を施しているが下位には採用していない。また胴部最大径上方に突帯上の沈線よりも細

く弱い沈線を沈線間が

やや広くなるよう2条

施紋しており,ま た部

分的に段部が確認でき

るため突帯として意識

されたものと想定でき

る。 8・ 10は重底部片 ,

9は奏底部片であり,

ここでも平底を呈して

いる。

0               10cm

第50図  A区出土遺物

-51-

煮マエ DZ

窺
卜 1野 6

ももミN
もヽ卜ぺ
び  0



石器

S36～ S46

A2区で検出された遺構より出土した石器である。遺物は弥生時代前期に所属するものと考えられる

が S42等土師質土器に混じり出土したものあり,中世の遺構に混入したものもあると考えられる。(A2

区遺構一覧表参照)S37～ 43は未製品を含む石鏃である。 S44は楔形石器。 S45は半切しているが,側

縁部に狭りが作出されていることから打製の石庖丁に考えられる。S46も 打製石庖丁。 S36は大型の板

状剥片である。サヌカイト製の素材石で 2側面は自然面となり,背,腹面に石の目にほぼ沿った大きな

剥離痕が見られる。

A2区遺構上面精査中出土石器

S47-59

環濠内にあたるA2区の遺構面精査中に出土した石器で,当該期に所属するものと考えられる。

S47～ 55は石鏃である。 S53,54,55は 側縁に狭りが取 り付けられる。 S56,57は石錘あるいは石鏃

の欠損品。 S58は石錘である。 S59は片方の側縁部に狭 り部のある打製の石庖丁で,腹面側の底縁付近

には光沢・摩減痕が見られる。

0                       10cm

A2区出土石器  1
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古代～中世 の遺構
。遺物

水田跡 (第 55図 )

Al区の北端で確認された水田跡である。先述の様にA区北端には旧河道が存在し,その埋没した低

地に黒掲色の土壌化層 (10YR 3/2黒 褐色シルト質極細砂)が見られた。畦畔は,上層に堆積する灰色

土 (5 YR 6/1灰 色シルト質極細砂)と の境で土壊化層が凸状になった箇所を平面において検出した。

検出面の標高は,3.68～ 3.82mで北東へ向かって下る地形となっている。

水田の区画はほぼ条里方向になされているが,北端及び南端にある東西方向の畦畔は地形の影響のた

めかやや方向が異なっている。完全に一区画分を検出した箇所はないが,畦畔を延長し推定するなら一

区画の面積はおよそ70∫前後となる。

灌漑は,標高3.9m前後の北西において検出した条里方向の溝跡 (SD― Al-04)がほぼ同時期に埋

没していることから用水路として使用されたと考えられる。畦畔部分において水口となるような箇所は

確認しておらず,部分的な検出のため区画間での配水施設の有無は不明である。

またA4区では断面及び平面において畦畔を検出していないが,東壁の土層堆積状況から埋没旧河道

上にAl区土埃化層とほぼ同時期に考えられる土壌化層 (10YR 3/3 暗褐色シルト)が標高3.8m前後

に見られ,ま た柱穴跡等居住地と考えられるような遺構が全く確認されていないことからすれば,Al

区と同様に水田が広がっていた可能性が考えられる。

Al区水田土壊化層直上部出土遺物

出土遺物の器種別では鍋,釜等の大型土師質土器が多く,ま た 7世紀代からの須恵器片,土師器片も

含まれている。北部に位置する合西南西打遺跡の水田土壌化層から出上した遺物と状況が似ており,黒

色土器椀等の特徴からすれば12世紀前半に埋没したものと考えられる。

1は須恵器平瓶の回縁部。 2～ 5及び 9～ 12は須恵器杯口縁部。 5は高杯であるかもしれない。

6,7,8,14,15は 須恵器郭の底部。13は土師質土器郭の底部。16は須恵器郭蓋のツマミ部。17～ 20は須

恵器蓋。いずれも回径14～ 15cmを 計り,扁平な形態のもので 9世紀前後の年代が考えられる。21は土師

器のlThか皿。胎土はにぶい責橙色,浅責色を呈し,粗い砂粒を含んでおり大型の煮沸具と同様のもので

ある。22は黒色土器椀である。高台の高さ l cm,高台の径6.4cmを 測り佐藤編年での椀AⅡ
-4に当たり,

I-3期 (12世紀第 1四半期～第 2四半期)に所属する (佐藤2000)。 23は土師器羽釜の回縁部。24～ 33

は土師器甕,土師質土器鍋の回縁部。胎土は粗い砂粒を含み,にぶい責橙,浅責色を呈する。回縁部内

面と体部外面に見られる刷毛目は粗いものが多い。また口径が大きく頚部の外反の少ないものは,底の

浅い洗面器状を呈する土師質土器鍋に考えられる。34は須恵器壷の回縁部である。口縁端部の特徴から

佐藤編年で壷C-2に 相当し, I-3期 (12世紀第 1四半期～第 2四半期)の年代が考えられる。35は

胎土及び調整が先述の大型煮沸具と同様であるが,器形が口縁部から体部へと開くことから移動式の電

と考える。
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A4区土壊層出土遺物

A4区の土壌化層 (10YR 3/3 暗褐色シルト)においても,須恵器

片,土師質土器片が少量出土している。Al区の水田跡に遺物が多く含

まれており,こ の時期においても南接するA2区の微高地上が居住地域

であったことが伺える。図化した須恵器は古代に所属するものだが,同

じく出土した土師質土器鍋等からAl区 と同時期の堆積物と考えられる。

1～ 4は須恵器の回縁部及び底部。 1, 2の内面には火欅痕が見られ

る。

SD― Al-04

Al区の北西隅において検出された溝跡である。検出レベルは標高

3.82m,底 面のレベルは標高3.72～ 3.84mで北方向へ下る。幅0.4～ 0.8m

を測り,検出延長は約7.5mで Al区中央部では削平されたものと考えら

れる。方位N-8° ―Eを示し,条里方向に合致するものである。断面

は船底状を呈し,埋土は灰白色粗砂 (7.5YR 8/1)の 単層である。伴出

した遺物はないが,遺構面検出時において上部の堆積層から黒色土器椀

が出土しており,12世紀前半までには埋没していたものと考えられる。

SD― Al-04出 土遺物

1は黒色土器椀の底部である。底径6.8cm,高台高0,7cmを測り,

佐藤編年の椀AⅡ -4に該当することから12世紀前半の年代が考

えられる。
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第56図 A4区土壌化層出土遺物

L=40m

w        E

75Y8/]灰 白色粗砂

0        1m

第57図  SD一 Al-04断面図

SD― Al-05

Al区の北西隅において検出された溝跡である。検出レベルは

標高3.87m,底 面のレベルは標高3.83～ 3.91mで北方向へ下る。幅

0.4～ 0.6mを 測り,検出延長は約6.5mで ある。 SD― Al-04と

同様にAl区中央部では削平されたものと考えられる。方位N一

7° ―Eを示し,条里方向に合致するものである。断面は船底状

を呈し,埋土は,灰白色 (7.5YR 8/1)粗 砂の単層である。遺物

は出土していないが, SD― Al-04と 同じ埋没時期が考えられ

る。

SD一 Al-06

Al区の北西隅において検出された溝跡である。検出レベルは標高3.93m,底面のレベルは標高3.84～

3.97mで北方向へ下る。幅約0.5mを測り,検出延長は約 4mである。 SD― Al-04,5と 同様にAl区

中央では削平されたもの。方位N-7° ―Eを示し,条里方向に合致するものである。断面は労合底状を

呈し,埋土は灰白色 (7.5YR 8/1)粗砂の単層である。遺物は出土していないが,SD一 Al-04と 同

じ埋没時期が考えられる。

0                10Cm

D― Al-04検出時出土遺物

L=40m

75Y3/1灰 白色粗砂

0        1m

第59図  SD― Al-05,06断面図

w製 些 吐 理
SD一 Al-05
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SD一 Al-07

Al区の南東隅において検出された溝跡である。検出レベルは標高4,00m,底面のレベルは3.94～ 3.97
mで北方向へ下る。幅約0.2mを 測 り,検出廷長は2.6mと かなりの削平が考えられる。平面形状では,や

や蛇行 ぎみであるが,本来は条里方向に合致するものと考えられる。埋土はが灰白色粗砂 (7.5YR 8/

1)の単層であることから,Al区 北西部の溝 (SD― Al-04～ 06)に相当するものと思われる。

SD― A2-01

A2区の西半からA3区の東半にかけて,検出された溝跡である。

検出レベルは標高4.4～ 4.6m,底面のレベルは標高4.23～ 4.52mで南東

方向へ下る。A2区の中央部まではN-11-E° の方位を示し条里方
向に合致するが,A3区 にかけて向きを変えSD― A2-04に合流す
る。途中, SD― A2-02,03を 壊し切 り合い関係で後出する。また

A2区の中央部において,ほぼ直角に折れる支流部があり調査区外に

おいてSD― A2-04に合流すると思われる。幅約0.9m前後,断面は

船底状をなす。埋土は褐灰色 (10YR 6/1)シ ルト質極細砂の単層 第60図

である。遺物には混入品の弥生土器,須恵器も見られるが,土師質土

器から13世紀の所属時期が考えられる。

L=48m

EW

10Y R6/] 褐灰色シルト極細砂

SD一 A2-01断面図

―
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第61図  SD― A2-01出 土遺物
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SD一 A2-01出土遺物

1は土師質土器皿である。外反する短い口縁部をもつもので回径から佐藤編年の皿BⅢ -2形式に該

当し,12世紀末～13世紀初頭のもの。 2は須恵器杯の回縁部である。直線的に体部が開くもので,10世

紀前後の年代が考えられる。3,4,8,9は 土師質土器杯の底部。 5は須恵器の底部。6,7は土師質土器

不の口縁部。10は蛸この胴外部である。11は土師質土器の脚部。12～ 16は土師質土器鍋である。14は体

部が張り出すもので,外面には叩き目が見られる。その他の鍋は,薄手の作りで口頚部が緩やかに外反

するものである。外面には指頭圧痕が,内面には刷毛目が見られる。

SD― A2--04                            L=48m

A2区の西半からA3区の東半にかけて,検出さ

検出レベルは標高4.4～ 4.62m,底面のレベルは標高4

方向へ下る。 SD― A2-02と 同様にA2区の中央

E° の方位を示し条里方向に合致するが,上述のようにSD― A2-311半 離少な娼毬畝轟握9ン化【
質極網砂

02に合流するものである①幅約0.9mを測り,断面は逆台形状である。
0        1m

埋土は概ね上層部に褐灰色 (10YR 6/1)シ ルト質極細砂が堆積し,    

―
下層部には褐色 (10YR 4/6)砂礫混じリシルトが見られた。所属

時期はSD― △ 2-02と 同じ13世紀の年代に考えられる。 第62図  SD一 A2-04断面図

SD― A2-04出 土遺物

1,2は土師質土器杯である。口径12clllを 測り,器形から佐藤編年の杯DⅡ -5に該当し13世紀のもの

と考えられる。 3は瓦質焼成の鉢で,体部から口縁部にかけてが直線的なもの。口縁端部の特徴から佐

藤編年の鉢E-3に 該当し,13世紀の年代が考えられる。 4は甕の底部。瓦質のもので,体部タト面に格

子状の叩き目が見られる。

2

0                    1 0cm

第63図  SD一 A2-04出 土遺物

SD― A2-02

A2区の西半から南端部にかけて検出された溝跡である。検出レベルは標高4.47～ 4.66m,底面のレベ

ルは4.26～ 4.48mで南東方向へ下る。N-11-E° の方位を示し条里方向に合致するものである。幅約0.8

mを測り,断面はU字形である。埋土は概ね上層部に灰黄褐色 (10YR 4/2～ 5/2)シ ルト質極細

砂が堆積し,下層部には暗灰責色～にぶい黄色 (2.5YR 5/2～ 6/3)シ ルトが見られた。混入した

弥生時代前期の遣物を除くと,出土品は僅かであった。所属時期は,12世紀代に考えられる。

SD― A2-02出 土遺物
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1は須恵器杯あるいは蓋である。 2は白磁碗の口縁部である。玉縁が大きいもので,森田・横田編年

のⅣ類に相当し11世紀後半～12世紀初頭のものである。

wL=48m             ___E

① 10Y R4/2灰黄禍色シルト質極細砂
② 10Y R5/2灰黄掲色シルト質極細砂
③ 25Y5/2暗灰黄シルト
④ 25Y6/3にぶい黄シルト

2

予 ¬
-1

3

0                10cm

第69図  SD― A2-05
出土遺物

第64図  SD― A2-02断面図 第65図  SD― A2-02出土遺物

SD― A2-03

A2区の西半から,A3区北東隅にかけて検出された溝跡である。検出レベルは標高4.45～ 4.42m,底

面のレベルは標高4.18～ 4,37mで北西方向へ下る。N-10-E° の方位を示し条里方向に合致するもので

ある。幅約1.2mを 測 り,断面はU字形である。出土遺物は僅かであるが,13世紀代のものが出土してい

る。

SD― A2-03出土遺物

1は土師質土器杯である。体部は直線的に延びるもので,底部は回転ヘラ切 りがされる。日径から佐

藤編年の杯 DⅡ -5に該当し,13世紀代のものである。 2は土師質土器杯の底部。

E
① 10Y R4/2灰黄掲色シルト質極細砂
② 25Y4/2暗灰黄色シルト質極細砂
③ 25Y4/]黄灰色粘質シルト
④ 25Y5/3黄捐色細砂 ＼＼三

=三
三」 /2

第66図  SD― A2-03断面図

0                10Cm

第67図  SD― A2-03出土遺物

SD一 A2-05

A2区の西半から,A3区 北端部に

かけて検出された溝跡である。検出レ   L=48m

滋理穐誓靴兵雫を:父歩 S%蒻ON
区ではN-11-E° の方位を示し条里  8キ I予誘歩ユ霜雹

'帰

整混リシルト

方向に合致するものであるが,A3区     0 lm

においてSD― A2-01及び04と 同様,    ~
東よりに屈曲する。幅約0.6mを 測り, 第68図 SD― A2-05断面図

断面はU字形を呈する。埋土は上層部に黄褐色 (10YR 5/3)粗砂混じり

シル ト,下層部に褐色 (10YR 4/4)シ ル トが堆積する。所属時期は,出

土遺物より13世紀代と考えられる。
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SD― A2-05出土遺物

1～ 3は土師質土器杯,椀の底部である。 3は外面のヘラ磨きが認められないこと,高台の大きさか

ら13世紀代のものに考えられる。

SD一 A2-15,16(第 70図参照)
A2区の中央部において検出された溝跡である。南北方向のSD―

A2-16よ りSD一 A2-15が西方向に分岐するもの。各溝の示す方

位は,ほぼ条里方向に合致する。 SK― A2-07,11に 切 り合い関係

で後出する。遺物はSD― A2-16よ り出土している。

SD― A2-16出土遺物

1,2は土師質土器杯の口縁部である。 3は黒色土器椀の底部。高台

部の大きさから佐藤編年の椀AⅡ -3,4形式に該当し,11世紀後半～

12世紀前半と考えられる。

第71図  SD一 A2-16出 土遺物

A2区ピット群等

弥生時代前期環濠の内側となるA2区においては弥生時代前期～中世に至る柱穴,土坑 ,,溝状遺構を

検出したが多くは建物跡に復原できない等,その性格を明確にするのが困難であり,こ れらから出土し

た遺物を一括して報告するものである。 (第70図 ,A2区 遺構一覧表参照)

出土遺物

1は S P065よ り出土した土師質土器皿で,12世紀後半～13世紀前半のもの。 2は S P 063よ り出土し

た土師質土器杯である。13世紀のものである。3は S P013よ り出土した須恵器杯の底部。4は土師器杯

の底部, S P l13よ り出土した。 5は S P065よ り出土した土師質土器椀の底部。高台部の矮小化から13

世紀の年代が考えられる。 6は S P 067よ り出土した土師質土器鍋の口縁部。器壁が薄いもので,内面に

刷毛目が施される。 7は S P021よ り出土した土師器甕の回縁部。 8は S P 097よ り出土した須恵器捏鉢。

東播系のもので,回縁部の特徴から森田編年の第Ⅱ期 2段階 (12世紀末～13世紀初頭)に該当する。 9

は土師質土器鍋の口縁部。 S P 073よ り出土した。

―
T    71

予 ―引 寛

~4

~5

A2区 ピッ ト群等出土遺物

-65-

0                1 0cm

第72図



A2区 遺構一覧表

Ё構

番号

面

状

平

形
欝
ぐｃｍ，

膝
くｃｍ，

埋土 出土遺物 術考

れηθヱ 円形 7 7 5YR4/1掲 灰色シルト質極細砂

開 ν 円形 5 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂 楔形石器 (第 52図 )

開

"
円形 6 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂

SPも碑 円形 12 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂

開

“

円形 18 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂

れ
'θ
θε 円形 12 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂 土器ネⅢ片

れ9"7 不定形 7 5YR4/1掲 灰色シルト質極細砂 弥生土器片 (第 49図 )等

ン側∂ 円形 13 10YR4/2灰黄褐色シルト質極細砂

側 9_O 円形 11 7 5YR4/1掲 灰色シルト質紅細砂

阿 ヱθ 円形 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂 S H01柱 穴

れり」 楕円形 7 5YR4/1褐 灰色シルト質柾細砂 S H01柱 穴

れり王フ 楕円形 7 5YR4/1褐 灰色ンルト質tlk細砂 S HOl柱 穴

れη王∂ 楕円形 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂 須恵器不底部 (第 72図 ) S H01柱穴

jP914 楕円形 13 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂 S H01柱火

∫″θゴ5 円形 7 5YR4/1褐 灰色ンルト質祉細砂 S H01オ主ク(

∫″θユδ 円形 13 7 5YR4/1掲灰色シルト質極細砂 S H01柱穴

れり王7 精円形 7 5YR4/1掲 灰色シルト質極細砂 S H01柱穴

れり王8 楕円形 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂 S H01柱 穴

例 王θ 円形 14 10YR4ρ灰黄掲色シルト質llk細砂

S対20 精円形 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂 S D181こ 切られる

理 ヱ 隅九方形 10YR42灰 黄掲色シルト質極細砂 上師器養 (第 72図 )等

阿 2参 円形 16 2 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極和ほ砂

昴ρθ彦9 円形 3 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂

SP懺4 精円形 15 7 5YR4/1掲 灰色シルト質極細砂

れり75 円形 17 7 5YR4/1掲 灰色シルト質柾細砂

れり彦δ 円形 5 7 5YR4/1褐 灰色シルト質liX細砂

れπν7 円 形 17 7 5YR4/1 fg」 灰色シルト質伍細砂

∫則ジ8 楕 円形 5 7 5YR4/1掲 灰色シルト質極細砂

∫′θ29 脩円形 5 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂

∫″θ∂θ 円形 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂

れり∂ゴ 円形 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂

税鞍∂彦 円 形 5 7 5YR4/1掲 灰色シルト質伍細砂

S,033 格円形 7 10YR6/1掲 灰色シルト質極細砂 土器細片,サ ヌカイト片

SP034 円形 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂 S B01柱 火

SP035 楕円形 7 5YR4/1掲 灰色シルト質極細砂 S B01オ主穴

阿 ∂δ 楕円形 7 5YR4/1褐 灰色ンルト質極細砂 S B01オ主穴

∫″θθ7 楕円形 7 5YR4/1掲 灰色シルト質極細砂 弥t上器等細片 S B014主クk

れDθ∂∂ 円形 7 5YR4/1掲 灰色シルト質伍細砂

SP039 円形 7 5YR4/1褐 灰色シルト質粧細砂

∫ρθrθ 円形 8 7 5YR4/1褐 灰色シルト質llk細砂

れ弼を王 楕円形 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂

れりを2 楕円形 5 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂

れ貿泌θ P]形 6 7 5YR4/1掲 灰色シルト質極細砂

れ宝泌望 精円形 7 7 5YR4/1褐 灰色シルト質llt細 砂 石鏃 (第 52図 )

SP9仝5 円形 18 15 7 5YR4/1掲 灰色ンルト質柾細砂

れpθrδ 円形 10YR6/1褐灰色シルト質柾細砂
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長宝

"7
楕円形 9 10YR6/1褐灰色ンルト質極細砂 」二RTPtt L器チヤ

れ
'θ
F8 円形 18 7 5YR4/1掲 灰色シルト質極細砂

♂θを_9 楕円形 7 5YR4/1掲 灰色ンル ト質 llA細 砂 土器細片 2箇所,柱皮か

阿 5θ 円形 10YR6/1褐灰色シルト覧極細砂

SP06ゴ 円形 9 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂

SPO記 円形 6 7 5YR4/1掲 灰色シルト質極細砂

れり5∂ 栴 円形 10YR6/1褐灰色シルト質極細砂

れpθ54 円形 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂

れり55 楕円形 8 10YR4/2灰女掲色シルト質極細砂

SPも5δ 不定形 18 10YR6/1掲灰色シルト質伍細砂 土師質t器片

SP057 円 形 2 10YR6/1褐灰色シルト質柾細砂 土師質土器片

fPll“ 惰円形 10YR6/1褐灰色シルト質llk細 砂

SP059 楕円形 10YR6/1褐灰色シルト質llt細 砂 土師質!L器片

SPttθ 円形 13 7 5YR4/1褐 灰色シルト

SP061 惰円形 10YR4″灰責褐色シルト

SP062 円形 10YR4尼仄黄褐色ンルト

∫則弼 円形 17 10YR42灰黄褐色シルト 上師質土器杯 (第 72図 )

SPもδ4 円形 18 14 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂

れ9θδう 円 形 10YR6/1褐 灰色シル ト 上師質土器阻,抗 (第 72区|)等

れ
'θ
ひδ 楕円形 14 8 10YR6/1褐灰色シルト

dP067 楕円形 7 5YR4/1掲 灰色シルト 土師質土器,石鏃等 (第72,52図 )

SP068 格円形 7 5YR4/1掲 灰色シルト 弥生上器,土師質土器片

SP06θ 楕円形 7 5YR4/1掲 灰色シル ト 弥生土器片

れ∽狗 楕円形 44 10YR6/1掲灰色シルト質極細砂

∫測 殉 精円形 10YR42灰 黄褐色シルト質llA細 砂

∫則″ Pコ杉 9 10YR4″灰☆褐色シルト質極細砂 弥たし土器,土師質土掃片

SPS汚 精円形 10YR4/2灰女褐色シルト質llR細 砂 土師質「L器鍋 (第 72図 )等

き為 宮 楕円形 11 10YR4/2灰責褐色シルト質粧細砂

れつθ75 不定形 10YR6/1褐灰色シルト質粧細砂

れη% 不定形 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂

品ηθ77 不定形 3 7 5YR4/哺灰色シルト質極細砂

昴ηお 1宥 1円 )レ 8 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極ホⅢ砂

ず刑刀 楕円形 3 7 5YR4/1褐 灰色シルト

れつθδθ 円形 16 7 5YR4/1褐 灰色シルト質l lk細砂

∫′θd王 精円形 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂

SP盤 円形 7 5YR4/148」灰色シルト質tfA細砂

阿 89 楕円形 7 5YR4/1掲 灰色シルト質極細砂 弥生土器片

品Dθ84 1有円形 3 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂

SP085 精 円形 10YR6/1褐灰色シルト質柾細砂 土 H市質上器片

SP08δ 精円形 10YR6/1褐灰色シルト質極細砂

S門87 精円形 (55) 7 5YR4/1褐 灰色ンルト質極細砂 サヌカイト片, 土器細片

DDθ88 円 形 5 75YR4/1褐灰色シル ト質 llk細 砂 S H034主クミ

罰Dθ89 円形 7 7 5YR4/1褐 灰色ンルト質極細砂 S H03柱穴

れpθ9θ 円形 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂 し器対‖片 S H03柱穴

れりθゴ 円形 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂 S H03柱穴

あり97 脩円形 8 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極刊¬砂 S H03柱 穴

∫測鉗 椅 円形 8 7 5YR4/1褐 灰色シルト質伍細砂 S H03柱 穴

∫刑Й 円形 17 2 7 5YR4/1掲 灰色シルト質極細砂 S H03柱穴

れρθ95 1引 ,レ 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂
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∫測% 楕円形 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂 サヌカイト片,土器細片

∫ρθ97 楕円形 10YR6/1褐灰色ンルト質極細砂 須恵器鉢 (第 72図 )

れ弼 % 楕円形 6 7 5YR4/1掲 灰色シル ト S K07に 切られる

れ叩鍔 円形 14 9 7 5YR4/1掲 灰色シルト質極細砂

ap王

"
円形 7 5YR4/11Bv灰 色シルト質極細砂

き,ヱθヱ 楕円形 7 5YR4/1掲 灰色シルト

♂王θ2 楕円形 7 5YR4/1褐 灰色シルト

己Pttθ∂ 楕円形 7 5YR4/1tB」灰色シルト S D18に 切られる

邑
p王
図 楕円形 7 7 5YR4/1掲 灰色シルト

♂ lθ5 楕円形 10YR42灰 黄褐色シルト質極細砂

bttDヱ 9ら 円形 10YR4ρ灰黄掲色シルト質極細砂

dPttθ7 楕円形 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂

♂ 覆08 円形 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂

∫ρttθ9 円形 3 7 5YR4/1掲 灰色シルト質極細砂

れ
'1lθ 円形 7 5YR4/1掲 灰色シルト質極細砂

♂ 11王 円形 7 5YR4/1褐 灰色ンルト質極細砂 サヌカイト片 (第 51図 )

ν■1ク 円形 10YR6/1褐灰色シルト質極細砂

SP■1∂ 円形 10YR6/1褐灰色シルト質極細砂 土師質土器杯 (第 72図 )等

dP■14 惰円形 3 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂

品pユ 15 円形 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂

SP■lδ 円形 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂

SPJゴ 7 円形 7 5YR4/1掲 灰色シルト質極細砂

れ
'ユ
ゴε 円形 10YR6/1掲灰色シルト質極細砂 土師質土器片

れ
'ユ
ゴ9 楕円形 10YR6/1掲灰色ンルト質極細砂

SP■8θ 円形 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂

SPと彦王 楕円形 10YR6/1掲灰色ンルト質極細砂

″ 王蒻 楕円形 10YR42灰 責掲色シル ト質極細砂

♂王% 円形 8 10YR4/2灰黄掲色シルト質極細砂

♂王
"
楕円形 7 5YR4/1褐 灰色シルト

♂ヱ% 円 形 8 10YR6/1褐灰色シルト質極細砂

71% 楕円形 4 7 5YR4/1褐 灰色シル ト

SP■77 円形 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂

れつヱ雰 円形 5 7 5YR4/1褐 灰色ンルト S D10に 切られる

れ
p王
刀 楕円形 5 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂

湿
p王
艶 円形 10YR4/2灰黄掲色シルト質極細砂 土師質上器片

SP■9ヱ 楕円形 3 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂

れ【01 楕円形 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂 石鏃 (第 52図 )

れ【0参 楕円形 7 5YR4/1褐 灰色シルト質ljt細砂 S H01中 央部上坑

∫kO∂ 楕円形 7 5YR4/1褐灰色シルト質柩細砂 弥生土器,石鉱 (第43,52図 ) S D011こ 切られる

∫κ

`盟

楕円形 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極網砂 土器細片,サヌカイト片

∫k05 楕円形 225 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂 弥生土器,石器 (第45,46図 ) S D05に 切られる

れてθδ 楕円形 7 10YR6/1掲灰色シルト質極細砂

∫k07 隅丸方形 (134) 75YR4/1褐灰色シルト質極細砂 弥生Ji器片 底部でピツト検出

れ【θ∂ 楕円形 226 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂 弥生土器,石鏃 (第48,52図 )

れてθθ 不定形 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂 石鏃,石包丁 (第 52図 )

t;,k「ユθ 惰円形 7 5YR4/1掲 灰色シルト質極細砂 上器細片,サ ヌカイト片

brlヱ 不定形 7 5YR4/1褐 灰色シルト質極細砂 上器細片 底部でピット検出

湿【ヱ2 楕円形 222 10YR6/1褐灰色シルト質極細砂 底部でピット検出

SDO」 参 照項 (SD― A2-01)
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翔 類 (S‐ D― A2‐02)参照

朗 項 (SD一 本,-031参照

鋤 衰 (31,一 A2-∝)参照
1チ狂ぢメこ)       5 頂 (S‐ D一 A,一 ∞ )参 照

朗 項 (SD二 42-∞)参照
劇 7 1項 (3.0-A2-071参照

1孵 直線状 330 78 31 7おYR卸曜医色シルト質翻 砂 弥生土器片,すメカイト片

卿 蛇行 1330J 52 25 10YR472灰費褐色ンルト質極制砂 弥生主拙 主冊質主器片等

d2191 宣繰状 200 38 V 猾譜騨Щ褐灰色シル ト質極剤砂

JDIユ 蛇行 C240) 18 7 イ疎黎銀鶴灰色ンルト質極細砂

切 Z 直線状 228 55 1 45YR4/1aFA色 シルト質種細砂

捌 9 直線状 画 40 8 ■5拗Wl褐灰色シルト質極細砂 SH02の壁繕か

RE2テヱを 麟 130 0 7!5コ望/1a灰色ンルト質種細砂 SIH020整濡か

JDE5 直線状 15001 3Cll 5 1∝熙罐蕨黄縁饉シルト質種紙砂 粂塁方向に合数

ぢら,3 直線娯 (3509 65 13 10YR4/2FAR4B色 シルト質極細砂 上師質主器Ⅲ石1鏃 (籍塊 71動 条星方向に合数

諺 17 直線状 210 83 を 1僅苺確療黄鶴色シルト資極組砂 土器細片 条呈方向に合謀

紗 二3 雌 1340). 30 う ■5YR4/1協庚色ンルヽ質極紙砂 孫生土驀 le40図 ) S HI麟
兼未検出部分があ|る き0についてはィ測定値を ( )書さにじ々 |
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A3区清跡

以下はA3区 において検出された溝跡である。完掘後の状況から調査区の北端部を除いて大半が低地

部となっており,本来は南東方向に下る谷状の地形をした自然流路であったと窺える。検出された溝跡

は自然流路が埋没した後に掘削されたと考えられる。各溝とも互いに交差する箇所が多く,切 り合い関

係を明確にできない箇所もあるが,概ね地形に沿い南東方向に掘削されたものが先行し,条里方向を示

すものが後出すると考えられる。また中央部には窪地状となる箇所があり,底 となる砂層の上面にかな

りの鉄分の沈着が認められたことから,長期にわたり池状となっていたことが窺える。溝跡との関係か

らすれば灌漑用の溜池が想定されるが,関等の施設は確認されていない。各溝より出土した遺物は僅か

で,ま た自然流路及び各溝間で混在していると考えられる。所属時期は出土遺物及び周辺部の遺構から

推察すれば,概ね地形に沿ったものが10～ 12世紀代に,条里方向のものが13世紀を中心に考えられる。

SD一 A3-01(第 6図土層図参照)
A3区の中央部を南北方向に横断する溝跡である。検

出レベルは標高4.5～ 4.6m,底 面のレベルは標高4.40～

観豫塁:魂黒Ti:弯ほ票を1達愛哲5協程

く〔≡Ξ≡ヨ三I三冨″'2

合致する。断面は船底形を呈し,埋土は4層 に分割され

た。

SD― A3-01出 土遺物

1は土師器甕口縁部。10世紀頃の年代が考えられる。

2は土師質土器皿である。器形及び口径から佐藤編年の

皿BⅢ -3に該当し12世紀後半～13世紀代のものである。
3は管状の上錘である。

第73図  SD― A3-01出土遺物

SD― A3-02(第 6図土層図参照)
A3区の北西部で検出された溝跡である。検出レベルは標高4.55～ 4.36m,底 面のレベルは標高4,40～

4.55mを測る。検出幅は lm前後であり,検出廷長は約 8mである。方位 E-40° 一Sの方位を示す。
途中, SD― A3-01に切られ,中央部の窪地に至る。断面はU字形を呈し,埋土は 3層 に分割された。
SD― A3-02出 土遺物

1は土師器ネの底部である。平底のもので,10世紀頃の年代が考

えられる。

0                 10cm

第74図  SD― A3-02出土遺物

0               1 0cln
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SD― A3-03(第 6図土層図参照)
A3区の西～中央部で検出された溝跡であ

る。検出レベルは標高4.25～ 4.64m,底面のレ

ベルは標高4.07～ 4.15mを 測る。検出幅は

1.5m前後であり,検出延長は約12mである。

SD― A3-03出 土遣物

1,2は土師器甕の回縁部である。 3は土師

質土器鍋の口縁部。 4は蛸重である。

― _
〒極身元誓:扉こ[こき物晨奪融系唇普托憲。 反軍〒========雨

~~~~~一一一
万百ィ

L14

第75図  SD― A

0                 10cm

3-03出土遺物

SD― A3-04

A3区の西部で検出された溝跡である。検出レベルは標高4.57～ 4.66m,底面のレベルは標高4.33～ 4.36

mを測る。検出幅は1.5m前後であり,検出廷長は約15mである。方位 E-45° ―Sを示す。断面は逆台

形状で段が見られる。

SD― A3-04出 土遺物

1は土師質土器杯の底部。 2は土師質土器鍋の口縁部である。

NL三坐」m

-1

① 10Y R4/4褐色シルト質細砂
(Feブロックを含む)

② 75Y8/1灰白色粗砂
(下位にFe多量)

③ 10Y R6/1褐灰色シルト質極綱砂

④ ⑤Pyに地山ブロック
⑤ 10Y R7/1灰 白色シルト質極細砂

0       5cm

中

第77図  SD― A3-04
出土遺物

N壁J8m ―――S

① 10Y R6/3に ぶい黄橙色シルト質極細砂
② 10Y R5/2灰 黄褐色シルト質細砂
③ 25Y5/1責灰色シルト質極細砂 (粘性有り)

第78図  SD― A3-05断面図

第76図  SD一 A3-04出 土遺物

SD― A3-05

A3区の西部で検出された溝跡である。検出レベルは標

高4,70m前 後,底面のレベルは標高4,3～ 4.66mを 測る。方

位はE-12° 一Nを示すが,他の溝跡とは逆方向の西方向

へ底面が急激に下る。検出幅は1.2m前後であり,検出延長

は約 3mである。断面は逆台形状で段が見られる。
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SD一 A3-06(第 6図土層図参照)
A3区の東西方向に横断する溝跡である。検出レベルは標高4.54～ 4.70m,底 面のレベルは標高4.26～

4.30mを測る。検出幅は2m前後であり,検出廷長は約18mである。方位 E-12° ―Sを示し,条里方
向に合致する。位置関係から東に位置するSD― A6-04に 繋がるものと考えられる。断面はU字形を

なし,埋土は 2層 に分割される。

SD一 A3-07

A3区 の東西方向に横断する溝跡である。検出
レベルは標高4.61～ 4.69m,底面のレベルは標高 L聟 3m

4.39～ 4.45mを 測る。検出幅は最大1.5mであるが ,

2条に分流する箇所がある。検出廷長は約16mで

ある。方位 E-12° ―Sを示し,条里方向に合致

する。位置関係から東に位置するSD一 A6-05  ?
に繋がるものと考えられる。断面はU字形をなし,

埋土は 2層 に分割される。 第79図  SD― A3-07断面図

SD一 A3-08(第 6図土層図参照)
A3区の南西隅で検出された溝跡である。検出レベルは標高4.65m前後,底面のレベルは標高約4.47m

を測る。検出幅は約2.8mで ,検出延長は約 6mである。方位 N-25° ―Eを示し,自然流路の南端部に

掘削される。断面はU字形をなし,切 り合い関係でSD― A3-07,08に 先行する。

SD― A3-09(第 5-2図土層図参照)
A3区の北部で東西方向に検出された溝跡である。検出レベルは標高4.41～ 4.48m,底面のレベルは標

高4.30m前 後を測る。検出幅は0.4～ 0.5mで ,検出廷長は約 7mである。方位 E-15° ―Sを示し,条里

方向に合致する。西端で南方向にほぼ直角に折れ曲がり,窪地方向に延びる。また位置関係から東に位

置するSD― A6-03に繁がるものと考えられる。

10Y R3/2黒 掲色シルト質極細砂
(地山ブロックを含む)

10Y R3/2黒 掲色シルト質極細砂
(固 くしまっている)

一

〔
悧
印
Ｕ
一

Al～ 3区遺構面精査中出土遺物

以下はAl～ 3区において遣構面を精査中に出

土した遺物である。

1は土師質土器皿である。 2～ 4は土師器及び土

師質土器杯の底部。 5は管状の土錘。 6は黒色土

器椀の底部で,底の外面に線刻が見られる。

―

]

|〉
――――   -2

② 5
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A4～ 6区溝跡

SD一 A5-01

A5区の北半からA4区の南西隅にかけて検出された溝跡である。検出レベルは標高4.lm前後,底面

のレベルは標高3.45m前後を測る。検出幅は最大2.2mを測る。方位 N-12° 一Eを示す。断面はU字形

をなし,埋土は4層 に分割された。遺物は土師質土器,須恵器,亀山焼等,13世紀後半のものが中心に

出上している他,人骨 2体が確認された。

SD一 A5-01出 土遺物

1は土師質土器皿である。外反する短い口縁部のもので,日径からすれば佐藤編年の皿BⅢ -3,4形

式に該当する。 2～ 5は土師質土器杯。形態及び口径から佐藤編年の杯 DⅡ -5～ 7形式に該当する。

6,7は土師器杯の底部。 8は須恵器壷の底部。 9は土師質土器の甕。器壁の薄い小型のもので,頚部内

-1

6

＼   |   ノ
7

嘔 ノ
3

珍 柁 の 幣

¢ w の Ъ

0                 10Cm

第81図  SD一 A5-01出土遺物
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面に斜め方向の刷毛目が残される。10～ 15は土師質土器足釜の口縁部及び脚部。16は須恵質の甕口縁部

である。体部外面に細かな格子状の叩きが,その内面には同心円状の当て具痕が見られることから亀山

産と考えられる。頚部から口縁部にかけての器壁が厚 く,ま た外反の度合いが大きいことから13世紀末

に比定される。

人骨 (第82図 ,第 4章分析結果参照)

A5区北東隅においてSD― A5-01検出時に出土した。溝埋土の最上層で出土していることから,
ほぼ溝が埋没した後に埋葬されたと考えられる。出土した人骨は2体分で,両体とも頭位を北に向けた

屈葬の状態で検出された。また一方には墓石と考えられる柱状の石が胸部に乗つた状態で出土している。

当初,人骨の保存状態は良く歯並びまで揃った状況であつたが,調査途中において,調査区横の用水路

が決壊し,浸水したため出土時の状態を保つことができなかった。所属の年代であるが, SD― A5-
01が 13世紀末以降に埋没すること,ま た上部の堆積層が後述するように15世紀中葉以降となることから

14～ 15世紀の年代と考えられる。

また地元の人の話から,出土した地点は以前田んばの中に集石が見られた所であることが分かつた。

鬼無・檀紙地区には塚の伝承がある集石が現在でも点在しており,本遺跡の調査結果から中世に所属す

る塚群であったことが推察される。

SD― A4-03(第 7-2図土層図参照)
A5区の北東隅からA4区の南西隅にかけて検出された溝跡である。検出レベルは標高3.9～ 4.Om,底

面のレベルは標高3.45～ 3.60mを測る。北側の上端部を検出できなかったが,A4区東壁の堆積状況から

幅約 3mに推定される。方位N-2° ―Eを示し,北部においてSD― A5-01か ら分岐するものと思

われる。断面はU字形をなし,埋土は4層 に分害Jさ れた。堆積状況が SD― A5-01と 同様であること

から13世紀後半の所属時期が考えられる。

SD― A5-02(第 8-1図土層図参照)
A5区の中央部において検出された溝跡である。検出レベルは標高4.14～4.2m,底面のレベルは標高
4.lmを 測る。検出幅は0.6m前後で,検出延長は約6.5mである。方位N-7° ―Eを示し,条里方向に

ほぼ合致する。断面は船底形をなし,埋土は灰責色 (2.5Y7/2)シ ルト質極細砂の単層である。所属

時期は堆積関係,埋上の特色から14～ 15世紀代に考えられる。

SD― A5-03(第 8-1図土層図参照)
A5区の中央部においてSD― A5-02と 並走して検出された溝跡である。検出レベルは標高4.15m

前後,底面のレベルは標高4.03～4.lmを測る。検出幅は0.5m前後で,検出廷長は約6.5mである。方位N
-7° ―Eを示し,条里方向にほぼ合致する。断面は船底形をなし,埋土は灰責色 (2.5Y7/2)シ ル

ト質極細砂の単層である。所属時期は堆積関係,埋上の特色から14～ 15世紀代に考えられる。

SD― A5-04(第 8-1図土層図参照)
☆ 5区の南部において検出された溝跡である。検出レベルは標高4.2m前後,底面のレベルは標高4.11

～4.15mを測る。検出幅は0.4m前後で,検出延長は約 6mである。方位N-7° ―Eを示し,条里方向

にほぼ合致する。断面はU字形をなし,埋土は灰黄色 (2.5Y7/2)シ ルト質極細砂の単層である。所

属時期は堆積関係,埋土の特色から14～ 15世紀代に考えられる。
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第82図  SD― A5-01人骨出土状況図 (1/20)
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SB― A5-01

A5区の南西部において検出された掘立柱建物

跡である。北及び西面は調査区外となり南東部隅

の 2× 2間分のみが確認できた。柱穴間の距離は

南北方向で,1.2～ 1.5mを 波1り 南端がやや狭くなる。

東西方向では0.9m,1.Omを 測り,西端の柱穴がず

れた配置となる。伴出した遺物はないが切り合い

関係でSD― A5-04に 後出し,後述する遺構上

面の堆積物と柱穴の埋上がほぼ同質と考えられる

ことから15世紀中葉～16世紀前半の所属時期が考

えられる。

A5区遺構面上部堆積層出土遺物

遺構面に至る人力掘削中に出土した土師質土器

足釜の口縁部である。鍔と口縁部の境が不明瞭な

もので,佐藤編年 (佐藤1995)の足釜 C類に該当

し15世紀中葉～16世紀前半のものである。

Ｅ
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L=44m

0          2m

第83図  SB一 A5-01平・断面図 (1/80)

― 守
0                 1 0cm

第84図  A5区 遺構面上部堆積層出土遺物

SD一 A6-02(第 8-2図土層図参照)
A6区の北部において検出された溝跡である。検出レベルは標高4.4m前後,底面のレベルは標高約4.24

mを測る。検出幅は1,7m前後で,検出延長は約 5mである。方位 E-21° 一Sを示す。断面はU字形を

なし,埋土は上層部においてにぶい責橙色 (10YR 6/3)シ ルト質極細砂が,下層部に褐灰色 (10YR

4/1)シ ル トが堆積する。混入品と考えられる弥生時代前期の遺物が見られたが,その他の遺物は出土

しなかった。所属時期は埋上の特色から古代後半～中世前半と考えられる。

SD― A6-03(第 8-2図土層図参照)
A6区の中央部において検出された溝跡である。検出レベルは標高4.43m前後,底面のレベルは標高

約4.29～ 4,40mを 測る。検出幅は lm前後で,検出廷長は約 5mである。方位 E-10° 一Sを示し,条里

方向に合致する。断面はU字形をなし,にぶい責橙色 (10YR 6/3)シ ルト質極細砂の単層である。所

属時期は周辺の遺構及び埋土の特色から中世前半と考えられる。
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SD一 A6-04(第 8-2図土層図参照)
A6区の南部において検出された溝跡である。検出レベルは標高4.45m前後,底面のレベルは標高約4,3

mを測る。検出幅は1.5m前後で,検出廷長は約7.5mである。方位E-12'一 Sを示し,条里方向に合致

する。断面はU字形をなし,埋土は31分割される。所属時期は周1辺の1遺構及び埋上の特色から中世前半

と考えられる。

SD― A6-05(第 8-2図土層図参照)
A6区の南部においてSD― A6-04と並走して検出された溝跡である.。 検出レベルは標高4.45m前

後,底面のレベルは標高約4,35mを測る。検出幅はlm前後で,検出延長は約8mである。方位E-1が

TSを示し,条里方向に合致する。断面は逆台形状をなし,埋土は褐灰色 (10YR 4/1)シ ルトの単層

である。所属時期,ま周辺の遺構及び埋上の特色から中世前半と考えられる。
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近世以降及び時期不明の遺構・遺物

SD― Al-01(SD― A4-01)

Al区北部及びA4区南部において検出した溝跡である。Al区 における検出レベルは標高3.79～ 3.87

m,底面レベル標高2.72～3.00m,A4区 における検出レベルは標高3.6前後m,底面レベル標高2.65m前

後を測る。方位は約N-15° 一Wを示し,旧河道域の地形に沿って南東へ下る。幅前後 2m,深 さlm

以上を測り,断面はV形若しくは逆台形状で中位に段が付 く。埋土は下位では短期間に埋め戻した痕跡

が窺え,ま た上位では中世水田耕作時の撹乱層が見られた。出土した遺物は僅かで,弥生時代前期の土

器細片と撹乱層より混入したと考えられる鍋等の上師質土器片の数点である。調査時の状況では環濠と

同時期か後出し,中世水田跡よりは先行するものに考えられたが,層位関係は明確でない。溝跡の規模

及びSH― Al-01と の関係から更に外側の環濠が想定される。またA3,D区において平断面の類似し

た溝跡が旧河道に沿って検出されていることからすれば,古代の水路とも考えられる。

E 
① 5Y7/1灰白色シルト質極細砂 (地山ブロック含む)
② 10Y R5/6黄 褐色シルト質極細砂 (地山ブロック多量に含む)
③ 25Y8/]灰 白色粗砂～細砂
④ ②層とほぼ同じ
l  ⑤ 75YR3/1黒 褐色シルト質極綱砂
⑥ 10Y R8/卜 7/]灰白色細～中砂
⑦ 10Y R7/1灰 白色シルト質極細砂
③ 10Y R7/6明 黄掲色シルト
10Y R5/1掲灰色シルト質極細砂
⑨ 75Y R3/1黒褐色シルト質極細砂

第85図  SD一 Al-01断面図

SD― Al-08(第 4図土層図面参照)
Al区の南東隅において検出された溝跡である。底部に拳大の石が配されており,暗渠排水溝と考え

る。現有のコンクリート壁に沿うもので,現耕作土直下から掘削されていることから近代の所産と考え

られる。

Al区 ピット群等

Al区の環濠周辺部において,ピ ット及び土坑を検出した。いずれも削平をかなり受けており,平面

上で建物跡等としては復原できない。出土遺物は土器細片の数点で所属の時期も明確ではない。
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第 2節  B調 査区
概要

現況と調査区の分割 (第90図参照)

B区は当遺跡の北部に位置し,条里呼称では香川郡10条18里21坪内に位置する。地図上で示される当

地区周辺部は現地表面の標高およそ5.5m,現況は一部宅地を除き条里型に区画された水田等の耕作地と

して利用されている。

B区は現有道路,線路,コ ンクリー ト畦畔等により5分害Jさ れる。調査時においては調査範囲を東西

に分断する」R予讃本線を境に東側を4-①及び②,西側を8～ 10区 として調査を行つたが,本報告に

あたりBl～ B5区に再編した。

調査期間

B5区は一部A区 と調査を平行しながら平成 9年 8月 11日 ～10月 8日 迄,Bl～ B3区は一部 C区 と

調査を平行しながら平成 9年 11月 11日 ～平成10年 3月 10日 迄で行った。また宅地であつたB4区につい

ては,F区 と調査を平行して行い,平成10年 5月 28日 ～6月 12日 迄で行つた。

調査の工程

調査は平成 8年度に行った試掘により得られたデータを基に,概ね遺構面の上面までを重機により掘

削しその後遺構の検出及び掘削を人力により行った。遺構等の測量はB4,5区 については本体工事の測

量図等を基準に,調査員及び補助員が沢1量 を行った。またBl～ B3区については航空測量を行つた。

主な遺構 (第90図参照)

B区の東端及び北西部ではSR― B-01,2が確認されているが,こ れらの自然流路に挟まれた微高地

上で遺構が検出されている。流路は共に中世までには埋没しており,A3区 より下るSR― B-01内 で

は中世溝跡 (SD― B5-01～ 04)が検出されている。

弥生時代前期では,Bl区 北半を中心とし上坑が比較的密集して検出されている。A区で確認された

環濠集落との関連,性格が不明であるが,出土遺物から同時期の所属が考えられる。

古代・中世では10世紀代のピット,土坑がB2区の北西部においてまとまって検出された他,12～ 13

世紀頃の掘立柱建物 (SB一 B5-01)が確認されたことから,B区の中央部がある期間においては居

住地であったことが推察される。またBl区南東部,B5区 北半においては条里方向に区画された小規

模な溝跡が検出されている。

近世・近代ではSB― B3-01や その廃絶に伴う遺物が出土したSK― B3-01等が検出されている。

出土遺物から18世紀後半～19世紀初頭の屋敷跡がB3区一画全体をほぼ占めていたと考えられる。

堆積状況 (第91～94図参照)

Bl～ 2区の間は北,南の自然流路部分を除き微高地となっており,現耕作土以下,中 ～近世の遺物

を包含した堆積層が薄く水平に堆積した後,黄色粘土層の直上部で弥生時代前期～近世の遺構を検出し

ている。B3区では最下層部に掲灰色砂質シルト層が観察され, SR― B-02に繋がる埋没した自然流

路が想定される。B4B5区 間の北部ではSR― B-01の影響か不安定な砂質土層の上面,ま た南部で

は微高地となり礫層及びシルト～シルト質極細砂層の上面が遺構検出面となっている。
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弥生時代の遺構 。遺物

土坑

SK一 Bl-04

Bl区北部で検出した土坑である。平面形状は不定形で長軸方向

に約1.3m,短軸方向に約0.9mを 測る。深さは約0.25mで ある。断面

は船底形をし,埋土は黒褐色 (7.5YR 2/2)シ ルト質極細砂の単層

である。所属時期は埋土の特色から弥生時代前期と考えられる。

w上三
50m

7 5Y R2/2黒掲色シルト質極細砂

0         1m

SK― Bl-05 第86図  SK― Bl-04断面図

Bl区西端で検出した土坑である。平面形状は不定形で長軸方向
に約 2m,短軸方向に約1.lmを測る。深さは約0.4mで ある。断面は逆台形をし,埋土は黒褐色シルト質

極細砂 (7.5YR 2/2)の 単層である。所属時期は出土遺物及び埋土の特色から弥生時代前期と考えられ

る。

SK― Bl-05出土遺物

1は環濠集落から南方へ距離をおく土坑内資料である。口縁部を欠損したやや大形の奏形土器であり,

頸胴部境には半載竹管紋を2条施しており4条沈線に仕上がっている。さらには施紋帯下位を変換点に

胴部がやや張る器形を有しており,回径を凌駕するほどの胴張りではないが器形から大形鉢としての可

能性も示唆される。このことは器壁が厚 く,内面をヘラミガキ調整によって仕上げていることからも窺

い知ることができる。

L=50m
W―一

:陥
→ンや
球

SK― Bl-06

Bl区西端で検出した土坑である。平面形状は

不定形で長軸方向に約 2m,短軸方向に約0。9mを

測るが,一部未検出部分がある。深さは約0.3mで

ある。断面は船底形をし,埋土は黒褐色 (7.5YR

2/2)シルト質極細砂の単層である。所属時期は

埋土の特色から弥生時代前期と考えられる。

第38図  SK― Bl-05出土遺物

7 5YR2/2黒褐色シルト質  0         1m

第89図  SK― Bl-06断面図

7 5Y R2//2
黒褐色シルト質極細砂

第87図  SK― Bl -05断面図

L=50m
W一―
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10Y R6/1褐 灰色シルト質細砂

25Y6/1
一 ―

＼

黄灰色細砂

◎

25Y6/2灰黄色粗砂]OY R6/1褐 灰色シルト質極細砂

L=49m

25Y5/1黄灰色シルト質粘質土
25Y5/2暗灰黄色粗砂混リシルト

L=49m

L=49m

SD一 B]=05

25Y7/2灰黄色シルト質極細砂 25Y6/2
灰黄色シルト質極細砂

L=49m

l-12)

① 現耕作土
② 10Y R6/2灰 黄橙色砂礫混り極細砂
③ 5Y R6/6橙色シルト質極細砂
④ 10Y R7/1灰 白色細砂
⑤ 25Y6/2灰黄色粗砂混リシルト質極細砂

⑥ 10Y R6/1褐 灰色シルト質極細砂
⑦ 75Y R4/2灰褐色シルト質極細砂
③ 25Y R6/6明黄褐色シルト質粘質土 (ベース)
◎ 2 5Y R6/6明黄掲色砂礫混リシルト質粘質土
⑩ 25Y R6/6明黄褐色砂礫

S

L=49m

第91図  Bl区 東壁土層図 (1/40)
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∠．̈
＼

ヽ

褐灰色礫混リシルト質極細砂

L=50m

L=50m

⑥ (SD一 Bl-11)

① 花南土
② 現耕作土
③ 25Y5/2暗灰黄色礫混リシルト質極細砂

④ 75Y6/2灰オリーブ色シルト質極細砂
⑤ 25Y6/2灰黄色粗砂混リシルト質極細砂
⑥ 10Y R6/1褐灰色シルト質極細砂

◎
と:予夢 ィ

6明
掲色・黄灰色シルト質極細砂

◎ 7 5Y R5/1褐 灰色砂質シルト
⑩ 25Y7/6浅黄色粘質シルト (ベース)
⑩ 75Y R6/1掲灰色粗砂混リシルト質極細砂

第92-1図  B2区 東壁土層図 (1/40)

25Y6/1黄灰色シルト質極細砂 25Y5/2暗灰黄色シルト質細砂

5Y5/1灰色シルト質極細砂

10Y R3/3暗掲色シルト質極細砂

10Y5/]灰色シルト質極細砂

10Y R7/4に ぶい黄橙色粗砂
S

L=52m

10Y R5/1褐灰色シルト質細砂

25Y7/2灰黄色シルト質極細砂

10Y R6/2灰黄

① 現耕作土
② 25Y5/2暗灰黄色礫混リシルト質極細砂
③ 10Y R7/6 明黄掲色砂礫
④ 25Y6/2灰黄色礫混リシルト質極細砂
⑤ 5Y6/2灰オリーブ色シルト質極細砂

⑥ 10Y R8/6黄橙色シルト
⑦ 75Y R5/3にぶい褐色シルト
⑥ 10Y R6/6明黄掲色シルト質極細砂
◎ 10Y R5/1褐灰色砂質シルト
⑩ 25Y5/1黄灰色シルト質極細砂

① 5Y8/4淡黄色粗砂～砂礫
⑫ 10Y R3/1黒 褐色砂混
⑬ N5/ 灰色シルト
⑭ 25Y7/3浅黄色砂礫
⑮ 5Y6/1灰色砂礫

第92-2図  B3区 東壁土層図 (1/40)

SK― B3-0]埋土
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① 花南土
② 現耕作土
③ 25Y6/2灰黄色シルト質極細砂 (床土)

SD― B5-01

「

一

④ 25Y6/4にぶい黄色シルト質極細砂
⑤ 25Y6/1黄灰色シルト
⑥ ]OY R6/1褐 灰色砂混リシルト

D一 B5-02

5Y R6/1褐灰色シルト

10Y R6/2灰 黄褐色シルト質極細砂 (SD一 B4-02)

L=50m

⑦ 25Y7/2灰黄色砂
③ 10Y R6/6明 黄掲色砂質シルト (ベース)
◎ 10Y R7/1灰 白色砂
⑩ 25Y7/1灰 白色シルト質極細砂

第93-1図  B4区 東壁土層図 (1/40)

10Y R6/]褐 灰色シルト

SD― B5-04

L=50m

L=50m

L=50m

10Y R6/1掲 灰色シルト質細砂―一ャ 5Y6/3にぶい黄色シルト質極細砂
(粗砂混り)

暗灰黄色シルト質細砂

s   (SD一 B5-08)

L=50m

話撮易 蕩遍功誅動繭
~~~ド
蔽 再万 巖 尾ヾ鍾a石卜瓶気10Y5/1

褐灰色シルト質極細砂
10Y R7/2に ぶい黄橙色シルト

(砂混り)

10Y R5/1掲 灰色シルト
(黄褐色粗砂をラミナ状に合む)

25Y6/2灰黄色シルト質極細砂
(SD一 B5-07)

① 花南土
② 現耕作土
③ 5Y6/2灰オリーブシルト質細砂
④ 25Y6/1灰黄色シルト質極細砂
⑤ 25Y7/4浅黄色シルト質種細砂

L=50m

⑥ 25Y5/2暗灰黄色シルト質極細砂
⑦ 10Y R5/2灰 黄褐色シルト質極細砂
③ 25Y R6/2灰黄色シルト質細砂
⑨ 25Y7/4浅黄色シルト質細砂 (ベース)
⑩ 25Y7/3浅黄色シルト質極細砂

2 5Y R4/1黄灰色シルト質極細砂
7 5Y R4/1 灰黄色シルト質極細砂

⑥⑥

第93-2図  B5区 北半東壁土層図 (1/40)
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10Y R5/2灰 黄褐色シルト質極細砂
(SD― B5-16)

10Y R5/2灰 黄褐色シルト質極細砂
(SD一 B5-17)

~T/一 一 一 ― ― ― ― 一
25Y7/4浅黄色シルト 25Y6/2灰黄色シルト極細砂

10Y R5/1掲 灰色シルト質細砂
(SD一 B5-20)

2 5Y R6/2灰黄色シルト質組砂

L=50m

L=50m

L=50m

す 亀

L=50m

① 花南土
② 現耕作土
③ 5Y6/2灰オリーブ色シルト質細砂
④ 25Y6/1灰黄色シルト質極細砂
⑤ 25Y7/4浅黄色シルト質極細砂
⑥ 10Y R3/2黒 褐色シルト
⑦ 25Y6/3にぶい黄掲色シルト質極細砂
③ 25Y7/4浅黄色シルト
◎ 25Y7/2灰黄色砂礫

黄灰色シルト質極細砂

第94図  B5区 南半東壁土層図 (1/40)
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SK― Bl-07

Bl区西端で検出した土坑である。平面形状は

不定形で長軸方向に約1.9m,短軸方向に約1.2mを

測る。深さは約0.2mで ある。断面は船底形をし,

埋土は黒褐色 (7.5YR 2/2)シ ルト質極細砂の単

層である。所属時期は出土遺物及び埋上の特色か

ら弥生時代前期と考えられる。

SK一 Bl-07出土遺物

環濠集落から南方に位置する土坑資料であり, _

環濠資料と併存していた段階の資料群ではあるが ,

後段階に続く新しい要素を包含した資料を散見で

きる。 1は緩やかに外反を示す口縁部をもった壺

形土器であり,回縁部先端を折り曲げた屈曲部位

に組穴を穿孔している。小片資料のため紐穴は 1

箇所だけの確認ができるのみとなっている。SP

―A2-07の 2に もみられるような紐穴を伴う土

器とセットとなる蓋形土器は本遺跡出土土器中に

は確認することができなかったが,その存在は示

唆される。 2は 1と 同様の回縁部先端を屈曲させ L Ξttpm

たプロポーションを呈する壺形土器であり,内 ・

外面を横方向のヘラミガキ調整を回縁端部まで精

緻に施している。また口縁部成形を一部内傾接合

で粘土の積み上げを行つているのが観察できる。

3は ナデ調整で成形した甕形土器であり,如意形

口縁にはしつかりとした刻目を配している。頸胴

部と胴部中央には各々近接した党描沈線を3条巡

らしており,こ のような沈線紋

帯を構成していると沈線紋帯間

には山形紋か複線山形紋の充填

を基調とするが,本資料にとつ

ては特殊紋様を採用せずに欠落

した姿で終上している。こうし

た山形紋の欠落現象からこの紋

様構成が一般化されていない段

階と考えられる。 4は外面板ナ

デ調整,内面ナデ調整で成形し

た大形壺で,口縁部を折り曲げ

る際の指頭圧痕が外面に残され

ており,頸胴部境の内傾面には

7 5Y R2/2黒褐色シルト質極細砂

0                  50cln

第95図  SK― Bl-07平断面図

/ン

ヾ
篤
幹ゝ

嘲
0                1 0cm

'° 1・

亀
 ∂ヾ尽

C

第96図  SK一 Bl-07出土遺物
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5Y R2/2黒褐色シルト質極細砂
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やや幅広のしっかりとした免描沈線を3条施紋している。 5はナデ調整で成形した大形鉢であるが,日

縁部形態が如意形というよりもむしろ逆 L字状に近い屈曲度を示し,後出する属性である逆 L字状口縁

形態に類似する様相を持ち合わせている。鉢形土器は逆 L字状口縁形態を甕形土器よりも若千早い段階

から採用していると類推されるが,その傾向は示唆されるものの現時点では断定されるものではない。

しかし3にみられる紋様構成と併せて新出する要素を随所に確認することができる。

SK一 Bl-08

Bl区中央部で検出した土坑である。平面形状は不定形で長軸方

向に約1.3m,短軸方向に約0,9mを測る。深さは約0.15mで ある。断

面は船底形をし,埋土は黒褐色 (7.5YR 2/2)シ ル ト質極細砂の単

層である。所属時期は坦土の特色から弥生時代前期と考えられる。

wL=50m

SK一 Bl-09

Bl区中央部で検出した土坑である。平面形状
は不定形で長軸方向に約 3m,短軸方向に約1.lm

を測る。深さは約04mで ある。断面は船底形をし,

埋土は黒褐色 (7.5YR 2/2)シ ルト質極細砂の単

層である。所属時期は埋土の特色から弥生時代前

期と考えられる。

wL三10m

第98図  SK― Bl

SK一 Bl-10

Bl区西部で検出した土坑である。平面形状は不定形で長軸方向に

約1.8m,短軸方向に約 lmを 測る。深さは約0.5mである。断面はU字

形をし,埋土は黒褐色 (7.5YR 2/2)粗 砂混じリシルトの単層である。

所属時期は埋上の特色から弥生時代前期と考えられる。

75Y R2/2黒 褐色粗砂混リシルト

0        1m

第99図  SK― Bl-10断 面図

図
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SK― Bl-12

Bl区南部で検出した土坑である。平面形状は不定形で長軸方向に

約1.lm,短軸方向に約0.5mを測る。深さは約0.2mである。断面はU

字形をし,埋土は黒褐色 (7.5YR 2/2)シ ルト質極細砂の単層である。

所属時期は埋土の特色から弥生時代前期と考えられる。

L=50m
S――一

一
N

甥
7 5YR2/2
黒褐色シルト質極細砂

0       50cln

中

SK― Bl-12断面図

7 5YR2/2黒掲色シルト質極細砂

L=50m

-92-

第100図



SK― Bl-13

Bl区南部で検出した土坑である。平面形状は不定形で長軸方向に

約 lm,短軸方向に約0.8mを測る。深さは約0.3mで ある。断面はU字

形をし,埋土は黒褐色 (7.5YR 2/2)シ ルト質極細砂の単層である。

所属時期は埋土の特色から弥生時代前期と考えられる。

SK― Bl-14

Bl区南部で検出した土坑である。平面形状

は不定形で長軸方向に約2.9m,短軸方向に約0.9w!三10m

阻を測る。深さは約0.5mで ある。断面は逆台形

をし,埋土は上層に暗褐色 (7.5YR 3/3)シ ル

ト質極細砂,下層に黒褐色 (7.5YR 2/2)シ ル

ト質極細砂等が堆積する。所属時期は埋土の特

色から弥生時代前期と考えられる。

第102図  SK一 Bl-14断面図

L=51m
s               N

7 5Y R2/2黒掲色シルト質極細砂

0        1m

第101図  SK― Bl-13断面図

① 75Y R2/3暗掲色シルト質極細砂
② 75Y R2/2黒褐色シルト質極網砂
③ 75Y R4/1褐 灰色粗砂混リシルト

7 5YR2/2黒褐色シルト質極細砂

0        1m

第103図  SK― Bl-15断面図

SK一 Bl-15

Bl区南部で検出した土坑である。平面形状は不定形で長軸

方向に約1.7m,短軸方向に約0.8mを測る。深さは約0.lmであ

る。断面は逆台形をし,埋土は黒掲色 (75YR 2/2)シ ルト質

極細砂の単層である。所属時期は埋上の特色から弥生時代前期

と考えられる。

SK― Bl-17

Bl区東部で検出した土坑である。平面形状は不定形で長軸方向に

約2.2m,短軸方向に約 lmを 測る。深さは約035mである。断面はV

字形をし,埋土は黒褐色 (7.5YR 3/2)シ ルト質極細砂の単層である。

所属時期は埋土の特色から弥生時代前期と考えられる。

S K一 B 2--06

B2区北端部で検出した土坑である。平面形状は不定形で長軸方向

に約1.8m,短軸方向に約1.5mを 測る。深さは約0.2mである。断面は

逆台形をし,埋土は黒褐色 (2.5Y3/1)砂 礫混 じリシル ト堆積する。

所属時期は,埋土の特色及び周囲の遺構から弥生時代前期 と考えられ

る。

L=50m
W―一

7 5Y R3/2黒褐色シルト質極細砂

0        1m

第104図  SK― Bl-17断面図

L=52m
w        E

25Y3/1
黒掲色砂礫混リシルト

0        1m

第105図  SK一 B2-06断面図

L=50m
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SK― B2-07

B2区北部で検出した土坑である。平面形状は不定形で長

軸方向に約1.5m,短軸方向に約0.5mを 測る。深さは約0.2m

である。断面は船底形をし,埋土は黒掲色 (2.5Y3/1)砂

礫混じリシルト堆積する。所属時期は,埋上の特色及び周囲

の遺構から弥生時代前期と考えられる。
25Y3/1黒褐色砂礫混リシルト

0         1m

第106図  SK― B2-07断面図

溝状遺構

SD一 B5-20

B5区の南部で検出された溝状の遺構である。検出レベルは標高4.9m前後で,底面のレベルは標高4.72
～4.81mで 緩やかに北東へ下る。平面の形状はほぼ直線状であるが,南西端で途切れる。断面は船底状

であり,埋土は褐灰色 (10YR 5/1)シ ルト質細砂の単層である。出土遺物から弥生時代後期～古墳時

代にかけて埋没したと考えられる。

SD― B5-20出土遺物

1は土師器甕の回縁部片である。 2は弥生土器甕の底部片である。

L=52m

W

L=50m
W―一

10Y R5/1褐 灰色シルト質極細砂

0        1m

第107図  SD― B5-20断面図

71

Ⅵ /
第108図  SD一 B5-20

出土遺物
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古代～中世の遺構・遺物

BI区清跡

SD― Bl-03

Bl区北東隅において検出された溝跡である。検出レベルは

標高4.69～ 4,76m,底面のレベルは標高4.55～ 4.68mを 波1る 。方

位は南北方向でN-17° 一Eを示し,東西方向に直交する箇所

とSR― Bl-01に 下る流路が見られる。検出幅0.5m前 後で,

断面はU字形をなす。埋土は仄褐色 (75YR 4/2)シ ルト質極

細砂の単層である。遺物は出土していない。所属時期は埋上の

7 5Y R4/2
褐灰色シルト質極細砂

0       50cm

坤

L=50m
s―       一一―N

甥
0        50cm

中
7 5YR4/2
灰褐色シルト質極細砂

第110図  SD一 Bl-04断面図

L三 50m
W―――             一一―E

7 5YR4/1褐灰色シルト質極細砂

第111図  SD― Bl-05断面図

-1
‐ l r2

L=50m

第109図  SD一 Bl-03断面図

特色と周辺の遺構・遺物からすれば古代末～中世前半と考えられる。

SD一 Bl-04

Bl区中央部において,断続し検出された東西方向の溝跡である。

検出レベルは標高4.85～4.89m,底面のレベルは標高4.75～ 4.85mを減1

る。方位はE-13° 一S前後を示す。検出幅0.5m前後で,断面はU字

形をなす。埋土は灰褐色 (7.5YR 4/2)シ ルト質極細砂の単層である。

遺物は出土していない。所属時期は埋上の特色と周辺の遺構
。遺物か

らすれば古代末～中世前半と考えられる。

SD一 Bl―-05

Bl区東半部において検出された南北方向の溝跡である。検出レベ

ルは標高4.83～ 4.92m,底面のレベルは標高4.75～ 4.85mを 測る。方位

はN-17° ―Eを示す。検出幅約0.5～ 1.6mで ,断面は逆台形をなす。

埋土は掲灰色 (7.5YR 4/1)シ ルト質極細砂の単層である。遺物は土

師質土器片に混じり出土した10世紀代の 2点 を図化 した。10世紀頃に

開削され,中世前半に埋没したものと考えられる。

SD一 Bl-05出土遺物

1は緑柚陶器椀の底部。貼付け高台で,畳付と高台裏を除き施釉さ

れている。また見込みには凹線による圏線が 2条巡らされる。 2は土

師器不の底部である。
0                10Cm

第112図  SD― Bl-05出土遺物

SD― Bl-06

Bl区東半部において検出された東西方向の溝跡である。検出できなかつた部分があるが, SD一 B

l-05～ SD一 Bl-08間 を直交するものと考えられる。検出レベルは標高4.93m前後,底面のレベル

は標高4.90m前 後を測る。方位はE-13° 一Sを示す。検出幅約0.lmで ,断面は船底形をなす。埋土は

灰褐色 (75YR 4/2)シ ルト質極細砂の単層である。所属時期は埋上の特色と周辺の遺構・遺物からす

-95-



れば古代末～中世前半と考えられる。

SD― Bl-07

Bl区東半部において検出されたSD― Bl-06と並走する溝
跡である。 SD― Bl-06と 同様に, SD― Bl-05～ SD一 B

l-08間 を直交するものに考えられる。検出レベルは標高4.93m

前後,底面のレベルは標高490m前後を測る。方位はE-13° ―

Sを示す。検出幅約02mで ,断面は労合底形をなす。埋土は灰褐色

(7.5YR 4/2)シ ルト質極細砂の単層である。所属時期は埋土の

特色と周辺の遺構・遣物からすれば古代末～中世前半と考えられ

る。

L=50m

一
N

SD一 B]-07 SD― Bl-06
0        1m

7 5YR4/2灰掲色シルト質極細砂

第113図  SD― Bl-06,07断面図

SD一 Bl-08

Bl区中央部において検出された南北方向の溝跡である。検出レベ

ルは標高4.93m前後,底面のレベルは標高4.86m前後を測る。方位はN
-12° ―Eを示す。検出幅約0.2mで ,断面はU字形をなす。埋土は褐

灰色 (7.5YR 4/1)シ ルト質極細砂の単層である。所属時期は埋土の

特色と周辺の遺構・遺物からすれば古代末～中世前半と考えられる。

SD― Bl-10

Bl区南部において検出された溝跡である。平面が L字形をなし,
南北及び東西方向の溝が交差する箇所に考えられるが,延長部は未検

出である。検出レベルは標高4.93m前後,底面のレベルは標高4.73～

4.84mを測る。検出幅約0.2～ 0.4mで ,断面はU宇形をなす。埋土は灰

褐色 (7.5YR 4/2)シ ルト質極細砂の単層である。所属時期は埋土の

特色と周辺の遺構 。遺物からすれば古代末～中世前半と考えられる。

SD― Bl-11

Bl区南東部～B2区北東隅において検出されたL字形の溝跡であ
る。検出レベルは標高4.91～ 5.03m,底面のレベルは標高4.84～ 4.96m

を測る。方位は南北方向ではN-15° ―Eを示し,東西方向へほぼ直

角に折れる。またSD― Bl-08の ほぼ延長上に南北方向に分岐した

溝が見られる。検出幅約0.2～ 0.4mで ,断面は船底形をなす。埋土は褐

灰色 (7.5YR 6/1)シ ルト質極細砂の単層である。遺物は10～ 12世紀

頃の杯,椀が出土している。

0        50cm

中

7 5Y R4/1
褐灰色シルト質極細砂

第114図  SD一 Bl-08断面図

wL=50m __E

%

0       50cm

7 5Y R4/2
灰褐色シルト質極細砂

第115図  SD― Bl-10断面図

7 5Y R6/1 褐灰色シルト質極細砂

第116図  SD― Bl-11断面図
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SD― Bl-11出土遺物

1は須恵器杯の口縁部である。2,6,71よ 土師器

不の底部。このうち6,7は平底高台をもつもの。

3は黒色土器椀の底部である。 4は土師器椀の底

部。平高台で回転ヘラ切りがされる。 5は土師器

杯口縁部である。

Bl区土坑,井戸跡

SE一 Bl-01

Bl区北東隅で検出された井戸である。直径約
1.7mの円形をなすものと考えられるが,半分は調

査区外となり未検出である。検出レベルは標高約

4.7～ 4.8mで ,深 さは約0.6mで ある。埋没した自

然流路上に掘削され,ま た底面の掘削が砂礫層を

超えて見られることから素掘りの井戸と考える。

坦土は 2層 に分割される。時期の特定できる出土

遺物はなく,堆積関係から中・近世の所産と考え

られる。

1 0cln

第117図  SD― Bl-11出土遺物

25Y6/]粗砂混リシルト
10G Y5/1シ ルト

0         1m

第118図  SE一 Bl-01断面図

L=50m
W一―

灰褐色シルト質極細砂

0        50cln

呻

第119図  SK一 Bl-01断面図

L=50m
S――一

灰褐色シルト質種組砂

0       50cm

坤

第120図  SK― Bl-02断面図
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L=49m
W――

SK― Bl-01

Bl区北部で検出した土坑である。平面形状は楕円形で長軸方向

に約1.4m,短軸方向に約0.6mを測る。深さは約0.15～ 0.2mで北端の

底面が窪む。断面はU字形をし,埋土は灰褐色 (7.5YR 4/2)シ ル

ト質極細砂の単層である。所属時期は埋上の特色から古代末～中世

前半と考えられる。

SK― Bl-02

Bl区北部で検出した土坑である。平面形状は隅丸方形で長軸方

向に約1.lm,短軸方向に約0.7mを測る。深さは約0.25mで ある。断

面は逆台形をし,埋土は灰褐色 (7.5YR 4/2)シ ルト質極細砂の単

層である。所属時期は埋土の特色から古代末～中世前半と考えられ

る。
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SK― Bl-03

Bl区北部で検出した土坑である。平面形状は隅九方形で長軸

方向に約1.2m,短軸方向に約0.9mを測る。深さは約0.25mで ある。

断面は船底形をし,埋土は灰褐色 (7.5YR 6/2)シ ルト質極細砂

の単層である。所属時期は埋土の特色から古代末～中世前半と考

えられる。

SK一 Bl-11

Bl区南部で検出した土坑である。平面形状は楕円形で長軸方

向に約1.lm,短軸方向に約0.4mを 測る。深さは約0.15mで ある。

断面は船底形をし,埋土は灰褐色 (7.5YR 4/2)シ ルト質極細砂

の単層である。所属時期は埋土の特色から古代末～中世前半と考

えられる。

L=50m
W――

―
E

7 5YR6/2灰掲色シルト質極細砂

0        1m

第121図  SK一 Bl-03断面図

L=50m
S―       

一
N

7 5Y R4ノ /2

灰褐色シル ト質極細砂

0        50cm

中

第122図  SK一 Bl-11断面図

SK― Bl-16

Bl区東部で検出した土坑である。平面形状は

隅九方形で長軸方向に約3.3m,短軸方向に約1.8m

を測る。深さは約0.4mで ある。断面は船底形をし,

埋土は灰黄色 (2.5Y6/2)シル ト質極細砂の単

層である。所属時期は埋上の特色から中世後半～

近世と考えられる。

L=50m
W一 ―

第123図  SK一 Bl-16断面図
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Bl区包含層出土遺物

Bl区で遺構検出面までの掘削中に出土し

た遺物である。

1は青磁碗の口縁部。蓮弁文は簡略化され

ており,線刻により弁の先端を連続し描き,

境界線を任意に分割するもの。16世紀前半の

ものである。 2は須恵器杯の口縁部である。

3は唐津灰釉皿の底部。16世紀末～17世紀初

頭と考えられる。4,5,6は土師質土器碗の底

部。 6は焼成不良の須恵質土器にも考えられ

る。 7は管状の土錘。 8は土師器甕である。

9は銅銭,洪武通宝である。明決武元年 (1368

年)の鋳造。

B2区 ピット出土遺物
1は土師器羽釜である。北端中央部の柱

穴より出土した。

5

~6

一

ｎ

ｌｌｌｌ

ｕ
一

@ 7

⑬ ⑬9 0                1 0cm

第124図  Bl区 包含層出土遺物

B2区 ピット及び土坑群

B2区北東部において,ピ ット及び土坑がまとまって検出された。建物跡等に復原できなかったが ,

10世紀代の日用品が出上しており居住地もしくはその近接地と考えられる。柱穴は深さ10cm未満の浅い

ものが多く,埋土は褐仄色あるいは灰白色シルト質極細砂の単層である。以下,土坑については各々報

告する。

2m」 〓５

一
　

Ｓ
フ

rl
0                    1 0Cln

第125図  B2区 ピット出土遺物

SK一 B2-01

B2区北東部で検出した土坑である。平面形状は不定形で長軸方

向に約1.lm,短軸方向に約0。9mを測る。深さは約0.2mで ある。断

面は船底形をし,埋土は褐灰色 (7.5YR 6/1)シ ルト質極細砂及び

灰白色 (2.5Y8/1)シ ルト質極細砂が堆積する。所属時期は埋土

の特色から古代末～中世前半と考えられる。

① 25Y3/]灰 白色シルト質極細砂
② 75Y R6/]掲灰色シルト質極細砂

lm
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SK― B2-02

B2区北東部で検出した土坑である。平面形状
はほぼ円形で長軸方向に約1.9m,短軸方向に約1.8

mを測る。深さは約0.35mで あり,中央部が1.2m

の円形状に窪む。浅い縁辺部に埋め戻しの痕が見

られ,遺物が炭,焼土粒の混じった灰責褐色 (10YR

4/2)シ ルト質極細砂より出土している。出土し

た土器片は10世紀代のものである。

SK― B2-02出土遺物
1～ 5は土師器杯の回縁部で直線的に体部が開

くもの。 6～ 9は土師器杯の底部である。 7は平

底の高台をもち,その他も底部はやや段状となる。

10,11は土師器甕である。胎土はきめ細かく,刷

毛目調整も丁寧にされている。

―
l―/]

― /

(ミ

＼

L=51m

半 引 ノ 6 ~l」  7

｀ヽ
、、
=と==!_五百■D""″ 8

0                 10cm

第128図  SK一 B2-02出土遺物

SK― B2--03

B2区北東部で検出した土坑である。平面形状は楕円形で長

軸方向に約0.8m,短軸方向に約0.5mを測る。深さは約0,15mで

ある。断面は船底形をし,埋土は褐灰色 (7.5YR 6/1)シルト

質極細砂の単層である。 SD― Bl-11に切 り合いで先行する。

所属時期は,埋土の特色及び周囲の遣構との関係から10世紀代

と考えられる。

0

第127図  SK― B2-01平 。断面図

L=52m

W              E

7 5Y R6/1掲灰色シルト質極細砂

0                    1m

第129図  SK― B2-03断面図
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SK一 B 2-04

B2区東端部で検出した土坑である。平面形状

は楕円形で長軸方向に約0.8m,短軸方向に約0,3m

を沢1る。深さは約0.2mで ある。断面はU字形をし,

埋土は褐灰色 (7.5YR 5/1)シ ルト質極細砂の単

層である。所属時期は,埋土の特色及び周囲の遺

構との関係から10世紀代と考えられる。

SK― B2-05

B2区北部で検出した土坑である。平面形状は

楕円形で長軸方向に約1.2m,短軸方向に約0.6mを

測る。深さは約0.2mで ある。断面はU字形で,西

側の縁辺に段が見られる。埋土は褐灰色 (7.5YR

6/1)シ ルト質極細砂及び,灰白色 (2.5Y7/1)

シルト質極細砂が堆積する。所属時期は,埋土の

特色及び周囲の遺構との関係から10世紀代と考え

られる。

SK一 B2-08

B2区東部で検出した土坑である。平面形状は

楕円形で長軸方向に約2.2m,短軸方向に約1.3mを

測る。深さは約0.4mで ある。断面は逆台形をし,

埋土は褐灰色 (7.5YR 6/1)シ ルト質極細砂等の

自然堆積物である。所属時期は,埋土の特色及び

周囲の遺構との関係から10世紀代と考えられる。

SK一 B2-09

B2区東部で検出した土坑である。平面形状は

不定形で長軸方向に約12m,短軸方向に約0.8mを

測る。深さは約0.3mで ある。断面はU字形で,埋

土は褐灰色 (7.5YR 6/1)シ ルト質極細砂等の 4

層に分割される。所属時期は,埋土の特色及び周

囲の遺構との関係から10世紀代と考えられる。

第130図  SK― B2-04断面図

① 75Y R5/1
褐灰色シルト質極綱砂

② 75Y R6/1
褐灰色シルト質極細砂

(SD― Bl一 ]]埋土)

~①
75Y R6/1

N  ②仮蹄ンィ
レト質極細砂

灰白色シルト質極細砂

(地山を含む)

~~①
75Y R6/1

E ②想径亀監歩占写冴督愁

~① 75Y R6/1
N 
② 仮示舟ンイ

レト質極細砂

灰白色シルト質極網砂
l   ③ ②に地山をブロック状に含む
l  ④ 25Y7/2
ク   灰黄色シルト質極細砂

L=52m

W          E

L=52m

L=52m

第131図  SK― B2-05断面図

第132図  SK― B2-08断面図

第133図  SK― B2-09断面図

L=52m
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SK― B2-11

B2区中央部で検出した土坑である。平面形状は楕円形で長軸方向に

約0.9m,短軸方向に約0.6mを測る。深さは約0。 lmである。断面は逆台

形で,埋土は褐灰色 (7.5YR 6/1)シ ルト質極細砂の単層である。所属

時期は,埋土の特色及び周囲の遺構との関係から10世紀代と考えられる。

SK― B2-10

B2区中央部で検出した土坑である。平面形状
は隅九方形で長軸方向に約1.2m,短軸方向に約 1

mを浪1る 。深さは約0.35mで ある。断面は逆台形

で,埋土は自然埋没 したと考えられる褐灰色

(7.5YR 6/1)砂礫混じリシルト質極細砂等,3
層が堆積する。所属時期は,埋土の特色及び周囲

の遺構との関係から10世紀代と考えられる。

SK― B2-12

B2区東部で検出した土坑である。平面形

状は楕円形で長軸方向に約1.4m,短軸方向に

約0。9mを浪1る。深さは約0.25mである。断面

は船底形で,埋土は褐灰色 (7.5YR 6/1)シ

ル ト質極細砂等の自然堆積物である。所属時

期は,埋上の特色及び周囲の遣構との関係か

ら10世紀代と考えられる。

第134図  SK― B2-10断面図

L=52m

L i5 2m

① 75Y R6/]
褐灰色砂礫混リシルト
② 75Y R5/4
にぶい掲色シルト質極細砂
③ 10Y R5/]
掲灰色シルト質極細砂

sL=50m

W%E

7 5YR6/1褐 灰色シルト質極細砂

0        1m

第135図  SK一 B2-11断面図

① 75Y R6/1
褐灰色シルト質極細砂
② 10Y R6/4
にぶい黄橙色シルト質極細砂

第136図  SK― B2-12断面図
SK― B2-13

B2区南部で検出した土坑である。平面形状は楕円形で長軸方向に約1.2m,短軸方向に約0,7mを測る。

深さは約0.2mで ある。断面はU字形で,西側の縁辺に段が見られる。埋土は褐灰色シルト質極細砂(7.5YR

5/1)の単層で,10世紀代の土師器が出土している。
SK― B2-13出土遺物

1は土師器杯の口縁部。直線的に開き体部で,口縁部は外反する。 2は土師器杯の底部で,ヘラ切り

がさ才化る。

導

=2

0                10cm

第138図  SK― B2-13出土遺物

L=52m

W斡 E

7 5YR5/1褐灰色シルト質極細砂

0        1m

第137図  SK一 B2-13断面図
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SK― B2-14

B2区中央部で検出した土坑である。平面形状

は不定形で長軸方向に約 2m,短軸方向に約1.4m

を測る。深さは約0.45mで ある。断面は逆台形で,

埋土は灰褐色 (7.5YR 4/2)シ ルト質極細砂等の

3層 に分割される。所属時期は,埋上の特色及び

周囲の遺構との関係から古代末～中世前半と考え

られる。

L=52m                         _

w                     E

① 75Y R4/2灰褐色シルト質極網砂
② 10Y R6/2灰 黄褐色シルト質極細砂 (地山ブロック状に含む)
③ 10Y R6/2灰 黄褐色シルト質極細砂

第139図  SK一 B2-14断面図

L=52m

S蒻

蒻 蒻

N

10Y R7/1
灰白色シルト質極細砂

o         50

呻

第140図  SD― B2-01断面図

B2区溝跡

SD― B2-01

B2区東半において検出された溝跡である。検出レベルは標高5.0

m前後,底面のレベルは標高4.95m前後を測る。方位はE-14° 一

Sを示すが,西端において北方向へ直角に折れ曲がりL字形となる。

検出幅約0.25mで ,断面はU字形をなす。埋土は灰白色 (10YR 7/

1)シ ルト質極細砂の単層である。所属時期は埋土の特色と周辺の

遺構・遺物からすれば古代末～中世前半と考えられる

B2区柵列状遺構

SA― B2-01, SA― B2-02

B2区西端部で検出したI「U列状の遺構であ

る。埋没した自然流路上で,柱穴が南北方向

と東西方向に並ぶものだが,南北方向のもの

は北面が調査区外となり未検出である。柱穴

間の距離は,0.7～0.8mと 1.2～ 1.4mの ものが

ある。柱穴の深さは浅く,3cm前後である。埋

土は褐灰色 (7.5YR 5/1)シ ルト質極細砂の

単層で,10世紀代の所属時期が考えられる。

―◎一◎一◎ ―

L=52m

第141図  SA― B2-02
平・断面図

ミ

氏
氏
岨
＼
大

ヽ

第142図  SA一 B2-01
平・断面図
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B3区褐灰色砂質シルト屠出土遺物
B3区の第 2遺構面精査中に出土した10世紀代の遺物である。1,2は須恵器杯の回縁部及び底部であ
る。3,4は土師器杯の底部。 3は平高台をもつもの。 5は須恵器奏の口縁部である。

＼  | ヌ > ~3

＼` 1 了 4
― 剰       JttJ″ 2 0                    1 0cm

第143図  B3区 褐灰色砂質シル ト層出土遺物
B3区清跡

SD― B3-05

B3区第 2遺構面において検出された溝跡である。検出レベルは標
高5.01～ 5,07m,底面のレベルは標高4.96～ 5.01mを測る。方位はやや

蛇行ぎみだが,N-13° ―E前後を示す。検出幅約0.4～ 0,8mで ,断面

は船底形である。埋土は掲灰色 (7.5YR 6/1)シ ルトの単層である。

上記の包含層出土遺物から10世紀代の埋没時期が考えられる。

第144図  SD一 B3-05断面図
B4区清跡

SD一 B4-01      ・

B4区の東半で検出した溝跡である。検出レベ

ルは標高4.53～470m,底面のレベルは標高4.25～

4.60mを 測る。幅は合流部分で約1.5m,検出延長

は約1lmである。溝は一旦,分岐してまた合流す

るもので,合流する南部において幅と深さを増す。

平面の形状と検出した位置関係からすればSD一

A2-01,04に 繁がるものと考えられる。断面は

分岐箇所でU字形をなし,合流箇所においては中

位に段の付いた逆台形状となる。埋土は 3層 に分

割できる。時期の特定できる出土遺物はないが,A

w壁 ぎ 8m

3m
呻一　
鴎

① 25Y4/1黄灰色シルト質極綱砂
② 25Y6/2灰黄色シルト質極細砂
③ 75Y R4/1掲灰色シルト

第145図  SD― B4-01断面図
2区からの繋がりから13世紀代と考えられる。

SD― B4-02(第  図土層図)
B4区北半で検出した東西方向の溝跡である。検出レベルは標高4.62
～4,73m,底 面のレベルは標高4.54～ 4.65mで,東方向に下る。幅は0.5m

前後,検出廷長は約 5mである。E-9° 一Sの方位を示し,ほぼ条里

方向をなす。断面は船底形で,埋土は灰黄褐色 (10YR 6/2)シ ルト質

極細砂の単層である。切り合い関係でSD― B4-01よ り後出するが,

時期の特定できる出土遺物はない。埋上の特色及び周囲の遺構から,中

世の所産と考えられる。

N壁望 8m  __s

10Y R6/2灰黄褐色シルト質極細砂

0       50cm

中

第146図  SD― B4-02断面図

7 5Y R6/1褐 灰色シルト
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B5区建物跡

SB― B5-01

B5区中央部で検出された掘立柱建物である。西

面は調査区外となり東西方向の柱穴数が確定せず ,

建物全体の規模は不明である。南北方向に4間 (7.15

m),東西方向は 2間 (4.2m)分である。柱穴間の

距離は東西方向で平均2.07m,南 北方向で平均1,775

mである。主軸方位はN-12° 一Eを示し,条里方

向にほぼ合致する。東面には建替え以前の柱穴が 4

つ並ぶ。 S P10に は根石と考えられる石が敦かれて

おり,あ るいはSP9-10間 にも同様の柱穴があっ

たのかもしれない。また近接するSD― B5-04か

ら中世瓦が出土しており,瓦葺であつた可能性も推

察される。所属時期は柱穴より出土した遺物,及び

周辺の遺構との関係から12～ 13世紀を中心に考えら

れる。

SB一 B5-01出土遺物

1,2は黒色土器椀A類,土師質土器鍋の回縁部で

ある。3,4は土師質土器皿,土師器杯の底部。

5は土師質土器の脚部である。 6は電の焚口部。

SB――B5-02

B5区南半で検出された掘立柱建物である。西面

の柱穴が未検出であり,ま た調査範囲の制約のため

建物全様は不明である。柱穴間の距離は東西方向で

2.3m,南北方向で 2mである。主軸方位はN-9°

―Eを示し,条里方向にほぼ合致する。柱穴より遺

物が出土しており,所属時期は12世紀後半以降と考

えられる。

SB― B5-02出土遺物

1は土師質土器杯である。佐藤編年の杯DⅡ -2

に該当し,12世紀後半のものである。

0                 10cm

第149図  SB― B5-02出土遺物
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第147図  S

0                10cm

B― B5-01出土遺物

第148図 SB一 B5-02平 。断面図 (1/80)
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維
tu0 9=¬
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0
Щ09=¬

柱穴の埋土 :10YR6/2灰 黄褐色
シルト質極細砂

第150図  SB― B5-01平・断面図 (1/80)

%
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自然流路

SR― B-01

B区の北東部において検出された自然流路である。地形に沿いA-3区 より下るもので,南側の上端

部は現在の地割にもその影響が見られる。流路上には溝跡が掘削されており,古代～中世にかけての主

要な用水路として利用されたと考えられる。遺物はB4区において土師器片,サヌカイト片等が出土し

ている。

出土遺物

1は黒色土器椀の底部。 2は土師器奏の回縁部である。

一

]

0                1 0cm

第151図  SR一 B-01出土遺物

SR― B-01内溝跡

SD一 B5-01～ 04

SR一 B-01内 で検出された溝跡である。B5区 において4本に分  w幽 8m
岐して検出されたもので,こ の内SD― B5-04が最大の規模をもち,

検出幅約 3m,深 さ0.6mを測る。堆積状況から,ほぼ同時期に機能し

てい た もの と考 え られ , SD― B5-04が 最 後 に埋 没 した こ とが 窺 え  ① 75Y R5/1褐灰色シルト質極細砂
② 5Y R5/1褐灰色シルト

る。遺物は古代～中世前半のものが SD― B5-04よ り出土している。    o  50帥

自然流路と判別が困難であるが,長期間にわたり使用されたものと推

察される。                             第152図

中

SD一 B5-03断面図

W L=48m

SD一 B5-01

第153図  SD一 B5-01,02断面図

第154図  SD― B5-04断面図

① 10Y R6/2灰黄掲色シルト質細砂
② 10Y R5/1褐灰色シルト質極網砂
③ 10Y R4/]掲灰色シルト
④ ①と同じ
⑤ ②と同じ

w L=50m

① 25Y6/1黄灰色シルト質極網砂
② 75Y R6/1掲灰色シルト質細砂
③ 75Y R5/1掲灰色シルト
④ 25Y5/1黄灰色シルト質極網砂
⑤ 25Y6/2灰黄色粗砂
⑥ 5Y R5/1褐灰色シルト

SD― B5-02
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SD― B5-04出土遺物

1は土師質土器皿の回縁部。 2及び5～ 9は土師質土器杯である。El径の小さいものは,佐藤編年の

郭DⅡ -4, 5に該当し13世紀の年代が,日径の大きい8., 9は杯DⅡ -1, 2に該当し12世紀前半に

考えられる。3.4は須意器椀,杯の底部。枕は12世紀代,杯は8世紀代のものと考えられる。10は黒
色―土器椀と考えられるが|,高台が貼付けられていなぃ。11は竃の焚口部。12は土師質の平瓦である。凸

面に縄日「き痕が,凹面に布目痕が見られる。以上から平安時代後期～鎌1倉時代初頭の年代が考えられる。

―

/1

2

~3

4

▼

~]

瓦

第155図  SD一 B5-04出上遺物

擁 11

鞘難翰

-108-





B5区清跡 (第 156図参照)

以下は,B5区の中央部において検出した溝跡である。小規模な区画溝が多いが,鋤痕状となるもの,S

D一 B5-04へ と繋がり用水・排水を担ったと考えられるものも見られる。遺物が見られるものは少な

いが,埋土及び切 り合い関係からすればほば 3時期にわたる溝跡群と考えられる。

SD― B5--05

途切れる箇所があり部分的に検出された溝状の遺構である。方位は,

ほぼ条里方向となるN-10° ―Eを示す。検出レベルは,標高4.81～

4.86m,底面のレベルは標高4.74～ 4.82mで ある。幅約0.35mを測り,

断面はU字形である。埋土は灰黄色 (2.5Y6/1)シ ルト質極細砂の

単層である。埋上の特色より12世紀～13世紀前半の所属時期が考えら

れる。

L=50m
lA/―一―     

一
E

甥
25Y6/2
灰黄色シルト質極細砂

0       50cm

中

第157図  SD― B5-05断面図

s吐 ±
Om __N

甥
10Y R4/]
褐灰色シルト質極細砂

0       50cm

中

SD― B5-06断面図

SD― B5--06

北半において平面 L字形となり,南半でT字形に区画された溝跡。

南北方向でN-10° 一Eを示し,ほ ぼ条里方向をなす。検出レベルは,

標高4.80～ 4.85m,底面のレベルは標高4.77m前後である。幅約0.3mを

測り,断面はU字形である。埋土は褐灰色 (10YR 4/1)シルト質極

細砂の単層で,溝群の中で切 り合い関係において最も先行するもので

ある。南接して検出されたSD― B5-09,10と 同じく,その方向及

び埋上の特徴からSD― Bl-11に繁がるものに想定される。出土遺

物はないが,10～ 12世紀の所属時期が考えられる。         第158図

SD― B5-07

東西方向,E-15° ―Sを示す溝跡である。検出レベルは,標

高4.71～ 4.80m,底 面のレベルは標高4.84m前後である。幅約0,9m

を測るが,分岐した箇所が見られる。断面は船底形をする。埋土

は灰黄色 (2.5Y6/1)シ ル ト質極細砂の単層である。埋土の特

色より12世紀～13世紀前半の所属時期が考えられる。

SD― B5-08

東西方向の溝跡が合流し,溜 り状となるものである。検出レベル

は,標高4.82～ 4.90m,底面のレベルは標高4.75～ 4.85mで ある。幅

約0.9mを測るが,分岐した箇所が見られる。断面は船底形をし,埋

土は暗灰黄色 (2.5Y5/2)シ ルト質細砂の単層である。切 り合い

関係においてSD― B5-07に 先行し, SD一 B5-06よ り後出す

るものである。

sL=50m

25Y6/1
灰黄色シルト質極細砂

0        1m

第159図  SD一 B5-07断面図

sL=50m

25Y5/2
暗灰黄色シルト質組砂

0       50cm

中

第160図  SD― B5-08断面図

-111-



T字形に検出された溝跡である。東西方向にSD― B5-09と並走し, SD― B5-06の 延長上で南

北方向に掘削される。検出レベルは,標高4.81m前後,底面のレベルは標高4.75～ 4.79mで ある。幅は約

0.3mを測る。断面は船底形をし,埋土は褐灰色 (10YR 4/1)シ ルト質極細砂の単層である。

SD― B5-09

E-7° ― Sの方位を示す東西方向の溝跡である。検出レベル

は,標高4.82m前 後,底面のレベルは標高4,75～ 4.78mで ある。幅

は約0.35mを測る。断面は船底形をし,埋土は褐灰色 (10YR 4/

1)シ ル ト質極細砂の単層である。

SD― B5-10

s吐 ±
Om  __N

SD― B5-10 SD― B5-09

%
10Y R4/]
褐灰色シルト質極細砂

0        50cm

中

第161図  SD― B5-09,10断面図

w吐 ± Om    __E

10Y R4/2
灰黄褐色シルト質種細砂

0       50cm

増

第162図  SD― B5-11断面図

s吐萱Wm __N

易
10Y R4/2
灰黄褐色シルト質細砂

0       50cm

中

第164図  SD― B5-14断面図

WS          

轟,すルト質極細砂
0   50cm  灰黄色シルト質極細砂

中

第163図  SD― B5-12,13断 面図
SD― B5-13

N-5° ―Eの方位を示す南北方向の溝跡である。検出レベルは標高4.90m前 後,底面のレベルは標

高4.83m前後を測る。幅は約0.3mで ある。断面はU字形をし,埋土は灰責褐色 (10YR 4/2)シルト質

極細砂の単層である。埋上の特色より12世紀後半の所属時期が考えられるが,切 り合いでは, SD― B

5-12に先行している。

SD― B5-11

南方向から緩い弧を描き北西方向へ延びる溝跡である。検出レベルは

標高4.82m前後,底面のレベルは標高4.74～ 4.76mで ある。幅は約0.5mを

測る。切り合い関係ではSD― B5-09,10よ り後出するものと考えら

れるが,以北においては検出できなかった。断面は船底形をし,埋土は

灰責褐色 (10YR 4/2)シルト質極細砂の単層である。埋上の特色より

12世紀後半の所属時期が考えられる。

SD― B5-12

N-4° 一Eの方位を示す南北方向の溝跡である。検出レベ

ルは標高4.90m前 後,底面のレベルは標高4.84m前後を測る。幅

は約0.3mで ある。断面はU字形をし,埋土は灰責色 (2.5Y6/

2)シ ルト質極細砂の単層である。埋土の特色より12世紀～13

世紀前半の所属時期が考えられる。

SD― B5-14

SD― B5-13に ほぼ直交する東西方向の溝跡である。検出レベルは標

高4.88m前後,底面のレベルは標高4.82～ 4.88m前後を浪1る。幅は約0.25m

であるが,交差箇所においては0,6mを 測る。断面は船底形をし,埋土は灰

黄褐色 (10YR 4/2)シ ル ト質極細砂の単層である。切 り合いで SD― B

5-12,15に 先行する。埋上の特色より12世紀後半の所属時期が考えられ

る。
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SD一 B5-15

SB― B5-01東面に沿い検出された

溝状の遺構である。N-10° ―Eを示す

南北方向のものだが, SB― B5-01の

北縁付近でクランク状となりその後,北

へ廷びる。断面は船底形であり,埋土は

黄仄色 (2.5Y6/1)シ ルト質極細砂の

単層である。 SB一 B5-01と 切り合い第165図  SD一 B5-15断面図

関係は不明瞭だが,遺物はほぼ同時期の土師質土器,黒色土器等が出土

している。

SD― B5-15出 土遺物

1,2は土師質土器杯である。佐藤編年の」TxD Ⅱ-2,3に 該当し,12世

紀後半～13世紀初頭のものと考えられる。3,4は黒色土器椀である。 3

は器形からすれば12世紀後半～13世紀前半に考えられる。 4は佐藤編年

の椀AⅡ -4に該当すると考えられ12世紀前半のものである。

s壁萱
Om

25Y6/1
黄灰色シルト質4EX細砂

0       50cm

0                 10Cm

第166図  SD一 B5-15出 土遺物

SD― B5-16

東西方向 (E-13° ―S)と それにほぼ直交する南北方向 (N-7°

一E)の溝状遺構である。南北方向には 2～ 3本の溝となり並走する

が,そ の廷長部は未検出である。検出レベルは標高4.95m前後,底面

のレベルは標高4.88m前 後を潰1る。幅は約0.3mで ある。断面はU字形

をし,埋土は灰責褐色 (10YR 4/2)シ ルト質細砂の単層である。切

り合いで SB― B5-01の柱穴に先行する。

SD一 B5-16出土遺物

1は土師質土器郭の口縁部である。口径,器形からすれば佐藤編年

の邦DⅡ -2に該当し12世紀後半のものである。

SD― B5-17

東西方向,E-13° 一Sを示す溝跡である。検出レベルは標高4.88

～4.98m前 後,底面のレベルは標高4.90m前後を沢1る 。 2本に分岐する

のが見られるが,幅は最大で約0.7mで ある。断面はを船底形をし,埋

土は灰黄褐色 (10YR 4/2)シ ルト質細砂の単層である。切り合い関

係ではSD― B5-15に先行するが, SD一 B5-16間では不明瞭で

ある。12世紀後半の所属時期が考えられる。

―
E

甥
10Y R4/2
灰黄掲色シルト質細砂

0       50cm

中

第167図  SD一 B5-16断面図

1

0                10Cm

第168図  SD― B5-16出土遺物

L=50m
Sレ

10Y R4/2
灰黄掲色シルト質綱砂

0       50cm

中

第169図  SD一 B5-17断面図
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SD― B5-18

やや蛇行ぎみだが,東西方向 (E-11° 一S)を示す溝状の遺構

である。検出レベルは標高4..90m前 後,底面のレベルは標高4.90m

前後を測る。幅は約0.4m。 断面は船底形をし,埋土は灰色 (5Y6
/1)シ ルト質細砂の単層である。

SD― B5-19

南北方向,N-15° 一Eを示すを示す溝跡である。検出レベルは

標高4..83～4.99m,底 面のレベルは標高4.84～ 4.95mを 測る。幅は約

0,3m。 断面はU字形をし,埋土は灰黄褐色 (10YR 4/2)シ ルト質

極細砂の単層である。切り合いで SD― B5-18に 先行する。埋土

の特色より12世紀後半の所属時期が考えられる。

B5区南半鋤溝群出土遺物
1は瓦器椀の底部。底径及び断面三角形の高台より,森島編年で

楠葉型のⅡ期が考えられ12世紀代のものである。 2は須恵器杯の底

部である。 3は 白磁碗の底部。見込み部の柚を輪状に掻き取ったも

ので,森田編年のMll類 に該当し12世紀代に考えられる。

5Y6/1灰色シルト質極細砂
(黄褐色土まじり)

0        50cm

中

第170図  SD― B5-18断面図

E� W

10Y R4/2
灰黄掲色シルト質細砂

0    50cln
中

第171図  SD― B5-19断面図

ヽ   | 夕づ
1

週 エ

第172図  B5区南半鋤清群出土遺物

B5区南半鋤清群
B5区南半には黒褐色 (10YR 3/2)シ ルトの土壌化層が認められ,その上面において溝状遺構を検
出した。平面の形状はほぼ条里方向を示し,断続して東西に延びる。深さ3 cm程で,埋土は褐灰色 (10YR

6/1)シ ルト質細砂である。所属時期は出土遺物から12世紀代に考えられる。

L=50m
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近世以降及びその他の遺構・遺物

自然流路

SR― B-02

Bl,2区 において北端部に沿って検出された自然流路である。南岸部のみが検出されており,遺物が

見られた黒褐色 (7.5YR 3/2)シ ルト,灰黄褐色 (10YR 4/2)砂混じリシルトの堆積後,深 さ約0.2

mで砂層となる。またB3,Cl,2区 においてもSR― B-02に繋がると考えられる流路の堆積があり,
この後は南東方向に曲行していたものと推察される。出土遺物には混入品と見られる土師質土器片等も

あるが,弥生土器及び須恵器片が中心に出土しており,古代にはほぼ埋没したものと考えられる。
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第173図  SR― B-02出土遺物

0                    1 0cm
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SR― B-02出土遺物

1,2,3,19,20,21は 中期後葉～後期の弥生土器壷及び甕の口縁部である。3,20,21は 口縁端部を

肥厚させ 2～ 3条の凹線文が,21の頚部には押圧の突帯文が施されている。10～ 12は弥生土器壺及び甕

の底部。 4と 5は 7世紀後半,7は 9世紀前半の須恵器郭口縁部。6,8,9は 土師質の杯,皿である。 9

は13世紀のもので,底部は糸切りがなされている。13,14,16は 土師器,土師質土器杯の底部である。

15は須恵器椀の底部。13世紀のものと考えられる。17,18は土錘で管状と棒状のもの。22,23,24は土

師器羽釜の回縁部。頚部が外反するものと直立するものがある。25は土師質土器の回縁部。把手付鍋で

16世紀のもの。26は土師質土器悟鉢の底部である。

SD― Bl-01

Bl区北東隅において検出された溝状の遣構である。現耕作土及び近世の堆積物直下よ

幅約0.6m,深 さ約0.15mを測るが,南方向で幅,深さを減じる。埋土は灰白色 (10YR 7/

層である。遺物は出上していない。所属時期は堆積関係より近世の所産と考えられる。

SD一 Bl-02

Bl区北東隅において検出された溝状の遺構である。平面形状はL字形もしくはクラン

2本に分岐する箇所がある。幅0.2m,深 さは0.05mと 浅い。堆積状況及び埋土はSD― B

で,近世の所産と考えられる。

り掘削される。

1)細砂の単

ク状となり,

1-01と 同様

SD一 Bl-09

Bl区南部において検出された東西方向の溝跡である。検出レベル

は標高4,91m前後,底面のレベルは標高4.88m前後で残存度が悪い。方

位はE-12① ―Sを示し,検出幅約0.6mで ある。埋土は灰責色 (2.5YR

6/2)シ ルト質極細砂の単層である。所属時期は埋上の特色と周辺の

遺構 。遺物からすれば近世と考えられる。

L=50m
S一――          

一
N

25Y6/2灰黄色シルト質極細砂

第174図  SD― Bl-09断面図

SD一 Bl-12

Bl区において検出された暗渠排水の溝跡である。掘削溝の内部に石組がされたものである。平面で
はL字形をし,東西及び南北方向とも現有コンクリート壁等の土地区画に合致する。現耕作土直下から

掘削されていることから近代の所産と考えられる。

SD― B2-02

B2区 において検出された暗渠排水の溝跡である。溝の内部に石組がされたもので,方位N-13° ―

Eを示し現有の土地区画に合致する。他の暗渠排水溝跡と同様に現耕作土直下から掘削されていること

から,近代の所産と考えられる。
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SK一 B2-15

B2区南端部で検出された土坑である。南半は

調査区外となり未検出の箇所がある。ほぼ現耕作

土直下から掘削される。深さ0.8mを測り断面は方

形状である。埋土はにぶい赤褐色砂礫の単層で鉄

分の沈着が認められる。 SD― B2-03に繁がつ

ており,南接する居住区からの排水を行つたもの

と考えられる。

L=52m
E

5Y R4/3に ぶい赤掲色砂礫

0        1m

第175図  SD一 B2-15断面図

SD一 B2-03

B2区 において検出された暗渠排水の溝跡である。 SK― B2-15よ り北方向に伸び,途中西方向ヘ

屈曲し,平面 L宇形となる。他の暗渠排水溝跡と同様に溝の内部に石組がされたもので,近代の所産と

考えられる。

坪界清跡

SD― B3-01

B3西端で検出された南北方向の溝跡である。

香川郡10条 18里 20。 21坪界にあたる現有道路に L=
52m

沿って検出されたもの。検出レベルは5.07～ 5。 16五

「mで ,底面レベルは4.80～ 4.84mで北方向に下る。

方位はN-10° 一Eを示す。検出延長は22m,

検出幅は最大2.5mを測るが,西側の上端部が調

査区外となり未検出である。断面は東側上端部
①5G Y5/1毯

焔5ブ
灰色シルト質
 8:f渉ィ決各9抒健諮継汁

質極細砂

及び底面からすれば,逆台形】犬をなすと′思われ
§斧う ?毯許抒

砂

る。埋上の堆積状況から近世～近代にかけて埋

没が認められ,現有の道路側溝に付替えられた
0         1m

ものと推察される。なおB3区の南端及びCl 第176図  SD一 B3-01断面図

区の北端が,香川郡10条 18里 16・ 21坪界にあたる東西方向の現有道路に接するが溝跡等の条里遺構は検

出されなかった。

屋敷跡 (第 179図参照)

以下は,B3区 の第 1遺構面において確認された近世～近代の屋敷跡である。敷地の範囲は東西では

西のSD― B3-01か ら東のSD― B3-06間 であつたと考えられる。また南北の境は不明瞭であるが ,

北を現有の境界となるコンクリート壁か或はSD一 B2-03が東西に折れるライン上に,南を現有の道

路或は道路状遣構としたSD― B3-02,3に推察される。付随して確認された遺構は,先述のSK一 B

2-15, SD一 B2-03の他建物跡,井戸,溝状遺構,土坑等がある。遺物は幕末～明治期を中心に出

土している。
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道路状遺構 (SD― B3-02～ 4)

B3区南部において側溝と考えられる東西方向の溝跡 SD一 B3-02,03が平行して検出されており,
溝跡間の距離からすれば幅約 2mの道路状遺構に復原される。方位はE-10° 一Sを示し,推定坪界線
上となる現道より約 8m北に位置する。断面において凸面は確認できなかった。また溝跡は残存状態が

悪 く断続的に検出されており,居住地南面の境とするには,やや脆弱に思える。SD― B3-04は ,集
石がなされておりSD一 B3-01方向に排水する暗渠と考えられる。

SD― B3-04出土遺物
1は明石産の構鉢で18世紀後半～19世紀初頭のものである。

‖ヽいヽ|

ⅢⅢⅢ
l

litl● ||!‐

峰と

第177図  SD― B3-04出土遺物

SD一 B3-06

B3区北東隅で確認された溝跡である。平面において検出していないが,調査区の北壁及び東壁の土

層堆積状況より南北方向の溝を確認した。条里区画に合致するものと考えられ,幅約 2mに推定される。

断面は東壁で逆台形をなし,北壁にお

いて中央部が凸状となることから,北  L=52m

「写
:::二:々

2!:全邑l:∴吾:W~影%蒻影彦易易易易蒻彦蒻蒻彦彦場諺易易珍診診珍夕
~E

世～近代の所産で,当地区が現有の耕
① 25Y4/2暗灰黄色シルト質細砂

作地 となった際に廃絶 したと考えられ  0      1m  ② 5Y5/1灰色シルト質極細砂

る。

第178図  SD― B3-06断面図
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第179図  B3区 第 1遺構面遺構配置図 (1/100)



@

③一―一―一◎―一―__〇

―
J
言

第180図  SB一 B3-01平・断面図 (1/80)

◎

③

◎

◎

◎

◎
　

　

　

　

③

③

◎

◎

d

Ｅ
留

い
＝

コ

o          2m

-121-



SB― B3-01

B3区北半で検出された掘立柱建物跡である。 2× 6間 (梁間4.5m,桁行12m,床面積54♂ )で,主
軸方位はN-10° ―Eを示す。柱穴はほぼ直線上に並び,柱穴間の距離が桁方向で1.85～ 2.lm,西面で

柱穴が 1個欠落するが,梁間では2.25mと なる。柱穴はすべて円形だが,深 さは一定ではなく根石の見

られるものが浅い。

SB一 B3-02

B3区北半で検出された掘立柱建物跡である。 1× 3間 (梁間約3.1～ 3.2m,桁行約7.2～ 7.4m,床面
積約23♂)で,主軸方位はN-7° 一Eを示す。平面の形状は南側の桁行が北側より2m長 く,台形状

を呈する。柱穴はすべて円形だが,西列のものが大きくまた深くなっている。埋土の特色からすれば近

世以降の所産に考えられるが, SB― B3-01と の前後関係は明確ではない。

tuぞ O=]

③______◎ ―一_一一一◎

③        ◎              ◎

0          2m

第181図  SB一 B3-02平・断面図 (1/80)

SE― B3-01

B3区北端部で検出された井戸である。掘 り方の形状は,平面が径1,45mのほぼ円形で,断面が長方
形で上部がやや開くものである。確認できた深さは約0,9mで ある。石積みがされたものだが底面に崩落

した石が多くみられ,遺存状況は良くなかった。残存する石積みの状況からすれば,井側の平面形状は

隅九方形状をなすものと推祭され,ま た断面において少なくとも垂直となる箇所については石が積まれ

ていたものと考えられる。堆積状況等から,住居と同時期に廃絶したと考えられる。
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第182図  SE― B3-01平・断面図 (1/20)

SK― B3-01

B3区東端部で検出された土坑である。平面形状は長方形状のものが 2つ重なる形となり,主軸方向

が条里地害1に合致するものである。東面が未検出であるが, SD一 B3-06と 平行に接していた位置関

係と推察される。断面は逆台形状で,掘削は柱穴及び土坑等と同じほぼ旧耕作土直下からなされている。

埋上の堆積状況は下層部に瓦等の遺物を大量に含んだ砂泥層が見られ,上部に砂礫が傾れ込んだ状態で

堆積している。以上の状況からすれば居住地内で池等の施設が想定され,廃絶時に建材及び日用品を破

棄し埋め戻したと考えられる。

SK― B3-01出土遺物

出土遺物には,土師質及び瓦質土器片,陶磁器片,木製品,金属製品,瓦がある。

1～ 7は土師質土器である。1,2,3,5,6は 小皿で底部は回転糸切りがされる。4,71ま杯及び椀で器

形からは12～ 13世紀に比定され,混入した可能性も考えられる。

8,11は陶器盃及び碗である。

9,10,12～ 18は肥前系磁器・碗 (9,12,13,14,16,17,)。 皿 (10)。 鉢 (15)・ 蓋 (18)で ある。

碗,皿はコンニャク印判や見込み五弁花の見られない装飾や器形からすれば,18世紀末～19世紀代のも

-123-
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第183図  SK一 B3-01遺物出土状況図 (1/20)
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のと考えられる。10の皿には口紅装飾がされる。15の鉢は回縁部を外反させる角鉢で,蛇の目凹形の高

台をもつもので,大橋編年のV期 (1820年代)に該当する。18の蓋は回縁部内面の雷文や高台内銘款か

ら1780～ 1860年代のものに考えられる。

19は橋鉢。明石産で18世紀後半～19世紀初頭のものと考えられる。

20は鉄製の鎌。先端部が欠損し,柄の取り付け部が穿孔されている。

21は土師質の奏。口縁下部の文様は,斜格子状に押圧されたもの。

22～29は焙烙。土師質のもの (24,26)と 瓦質のもの (22,23,25,27～29)がある。器形からは佐

藤編年の b～ c形式に該当すると考えられ,18世紀後半～19世紀前半の年代が想定される。 (佐藤1994)

30は鳥型の土製品で,合わせ型により成形される。31は焙烙鍋の把手部。32は竃である。 2箇所の焚

口があり,各々円筒形の燃焼部をもつ。また内面に粗い刷毛目調整がなされている。薬王寺遣跡 (高松

市檀紙町)に類例が見られるものである。

瓦

大量に見られたが,代表的なものを取 り上 tデ図化した。

33～ 39はすべて瓦質のものである。33は軒平瓦。蓮 (華文)を 中心飾りとした文様が見られる。34,39

は九瓦。34は ,凸面には刻印がなされ「飯田惣冶」と読める。「飯田」は地名を示すと考えられ,今 も高

松市飯田町がある。凹面はコビキB及び筵目が見られる他,凹線状の工具痕 (?)が 3条見られる。39

には2箇所の釘穴がある。凹面は筵目が見られ,削 り及びナデにより調整される。35,36,37は軒九瓦

である。すべて三巴文だが,尾の長さ,珠文の数にばらつきがある。

木製品

出土した木製品は, 日用の生活用具と建材に大別される。生活用具としては折敷,椀,結桶,曲 げ物 ,

履物等が考えられる。建材には杭や束に使用されたと考えられる棒状の加工木がある。

Wlは漆塗り膳底板と考えられ,脚部接合のための溝が見られる。W2,3は結桶の側板である。W4
は籠等の把手部と考えられる。W5は漆器椀である。W6は加工木で桶等の側板と考えられる。W7も

桶側板。W8は橘等曲げ物の底板と考えられる。側面に釘穴が見える。W9は曲げ物。内面に縦方向の

切れ込みをいれ,丸めて樹皮で綴じたもの。W10は加工木で側面に釘穴が見られる。Wll,12,13は 加

工木。桶等の側板か。W14の加工木は折敷等の箱材。W15は折敷。漆塗りがされる。W16,17は加工木。

箱材か。W18は杭である。W19,20は加工木。棒状のもので,垂直に切断した鋸引きの痕が見られる。

W21は用途不明の部材。頭部を持ち先端部を尖す釘状の形態をなすもの。W22は杭である。W23は加工

木で棒状のもの。W24は部材で先端部に隣状の突起を持つ。W25,27は加工木。切断面に鋸引きの痕が

見られる。W26は履物で草履状の形態である。W28,29は両端部を垂直に切断された棒状の加工木。建

材 (束等)と しての使用が考えられる。W30は先端部に謄が作 り出された建築部材。W31は杭である。

中位の削り痕が顕者に見られる。W32は加工木。櫂状をなすもので,断面三角状に成形する削 り痕が顕

著に見られる。
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第185図  SK一 B3-01出土遺物 2

-127-



0                       20cm

第186図  SK一 B3-01出土遺物 3
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0                 10cm
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第190図  SK一 B3-01出土木製品 3
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第191図  SK― B3-01出土木製品 4
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第192図  SK― B3-01出土木製品 5

-135-

0                1 0cr4



SK― B3-02

B3区北東隅で検出された土坑である。平面形状はU字形状となっており,深 さ約0.5～ 0.6mを 測る。
埋土は概ね上層部に灰色シルト質粘土層,下層部に砂質土の堆積が見られた。遺物が出上したが,破棄

土坑として考えるには出土量に対し規模が大きく性格は不明である。一応,北接するSK― B2-15,

SD― B2-03が排水施設に考えられることから風呂等の施設があったものと推定される。

SK一 B3-03 第193図  SK― B3 -02出土遺物

短径約1.2mを測る。深B3区北東部で検出された土坑である。平面形状は楕円形状で,長径約2.4m,

さは 5 cm前後と浅い。埋土は黄灰～黄褐色シルト質細砂の単層である。

SK― B3-04

B3区北東部,SK― B3-02に 接 して検出された土坑である。平面形状は隅九方形状で,長径約 1.4

m,短径約1.2mを測る。深さは約10cmで ,埋土は青灰色でグライ化 したシル ト質細砂の単層である。

SK一 B3-05

B3区北西部で検出された土坑である。西側の掘 り方で SD一 B3-01の 上端部を壊す。平面形】犬は

不定形で,長径約3.2m,短径約2.2mを 測る。深さは約0.5mで,埋土は責灰色シル ト及び砂が堆積 して

いる。

SK一 B3-06         .

B3区西部で検出された土坑である。平面形状は不定形で,長径約1.lm,短径約0.8mを測る。深さは

約0.3mで ,埋土は灰黄色粗砂シル ト及び褐灰色シル トが堆積 している。

SK一 B3-07

B3区西部で検出された土坑である。平面形状はほぼ円形で,径約1.lmを測る。深さは約0.5mで ,埋
土は灰色砂質上が堆積 している。

SK― B3-08

B3区南部で検出された土坑である。平面形状はほぼ円形で,径約1.5mを測る。深さは約0.5mで ,埋
土は灰色砂質土が堆積 している。

SK一 B3-02出土遺物

1～ 4は 肥前系の磁器。 1は 盃。 2は 碗。

3,4は皿である。
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SK――B 3-09

B3区南部で検出された土坑である。平面形状はほぼ円形で,径約1.5mを 測る。深さは約0.5mで ,埋

土は灰色砂質上が堆積している。

SK一 B3-10

B3区南部端で検出された土坑である。平面形状はほぼ長方形をなすが,南側は未検出である。深さ

は約0.5mで,坦土は灰色シルト及び砂質土が堆積している。切り合い関係ではSK― B3-10よ り後出

するものである。

SK― B3-10出 土遺物

1は瓦質焙烙である。口縁部の特徴から佐藤編年の c形式に該当する。

0                 10cm

第194図  SK一 B3-10出土遺物

SK― B3-11

B3区南部端で検出された土坑である。南側は未検出であるが,約 4m四方のほぼ方形状をなすと考

えられる。深さは約0.5mで ,埋土は灰色シルト質極細砂及びグライ化した砂質土が堆積している。

SK― B3-11出 土遺物

遺物は肥前系磁器,碗 (1,2,4)。 皿 (3),土師質混炉 (5),瓦質焙烙 (6)等が出土している。

範

0                 10cm

第195図  SK― B3-11出土遺物
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B3区ピット群 (第 179図参照)
B3区 において建物等に復原できなかったものを一括する。調査区南端部に見られる小規模なものは,
杭状に加工された木製品が出土していることから柵列等の杭掘 り方と考えられる。一方で柱跡と考えら

れる敷石をもつピットは掘削深度が浅く,削平されて検出できなかったものもあったと考えられる。ま

たSB一 B3-01の 北面,南面から約 2m外側で検出された柱穴等は,む しろSB― B3-01を構成す

るものとも考えられ,本来 4× 6間相当の建物規模であったのかもしれない。

B3区 ピット群出土遺物
W33,34,36は 柱材である。W33,34は遺存状態が悪いが底都は平坦に加工される。W36は片側の側

面に工具痕が顕者に見られるもので,断面は楕円形状となる。W35は先端部を尖らし杭状に仕上げたも

のである。

W33

第196図  B3区 ピット群出土木製品
0               1 0cla

-138-



第 3節  C調 査区
概要

現況と調査区の分割 (第200図参照)

C区は当遺跡の中央部に位置し,条里呼称では香川郡10条18里16坪内に位置する。地図上で示される

当地区周辺部は現地表面の標高はおよそ6mを測る。現況は一部の宅地等を除き条里型に区画された水

田等の耕作地として利用されている。

C区は現有道路,線路,コ ンクリート畦畔等により5分割される。調査時においては調査範囲を東西

に分断する」R予讃本線を境に東側を3-②～④区,西側を7区 として調査を行ったが,本報告にあた

りCl～ C5区に再編した。

調査期間

C3～ 5区は一部D区 と調査を平行しながら平成 9年 6月 11日 ～8月 19日迄,Cl区 はB,D区 と調

査を平行しながら平成 9年 11月 11日 ～平成10年 1月 29日 迄で行った。C2区は平成10年 3月 17,18日 で

調査を行った。

調査の工程

調査は平成 8年度に行った試掘により得られたデータを基に,概ね遺構面の上面までを重機により掘

削しその後遺構の検出及び掘削を人力により行つた。遺構等の測量はC2～ C5区 については本体工事

の測量図等を基準に,調査員及び補助員が測量を行った。またCl区については航空測量を行つた。

主な遺構 (第200図参照)

Cl区では,香川郡10条 18里 16・ 17坪界上に溝跡を検出している。近世～近代において廃絶されたも

のだが,下層より出土した遺物は10世紀代,13～ 14世紀代のものがある。またこの坪界溝跡に沿うよう

にCl及びC4区で13～ 14世紀代の道路状遺構が検出されている。

C4区では調査範囲が幅狭いため不明な個所もあるが,12世紀代及び13～ 14世紀代を中心に掘立柱建

物跡 7棟分を検出している。この他小規模な溝跡を多数検出しているが,10世紀代と考えられるSD―

C3-01, SD― C4-01等は条里方向とはやや異なる方向を示している。

近世・近代ではCl区において掘立柱建物跡,井戸跡を確認している。

堆積状況 (第201,202図参照)

Cl～ 3区北半は本来低地であつたと考えられ,礫及びシルト層が凹凸をなして堆積しているのが見

られた。中世の遺構検出面付近においてほぼ水平な堆積層となり,中世には耕作地等として整地されて

いたことが窺える。C4区は微高地となり,現耕作土のほぼ直下で遺構が検出されている。安定した地

盤となるC4区では前述のような掘立柱建物跡群が検出され,古代～中世の居住地であつたことが分か

る。
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古代～中世の遺構・遺物

SD― Cl-01

Cl区西端で検出された南北及び東西方向の

溝跡である。南北方向においては香川郡10条 18

里16・ 17坪界上となる現有道路に沿い検出され

たもので,16・ 21坪界となる東西現道を挟み S

D― B3-01へ繁がる。検出レベルは5.11～ 5.20

mで ,底面レベルは4.70～ 4.87mで緩やかに北方

向に下る。方位はN-10° 一Eを示す。検出廷①

長は約34m,検出幅は最大2.3mを測るが,西側 8
の上端部が調査区外となり未検出である。断面

④

は東側上端部及び底面からすれば,逆台形状を

なすと思われる。埋土の堆積状況からSD― B

L=55m

W

75Y5/2灰オリーブ色粗砂
2 5GY6/1オ リーブ灰色シルト質細砂
5G Y7/]明オリーブ灰色粗砂
N7/ 灰白色シルト質極細砂

3-01と 同様に近世～近代にかけての埋没が認められ,現有の道路側溝に付替えられたものと推察され

る。図化したような土師器片も見られたことから,開削の時期が古代に遡るものと考えられる。

SD― Cl-01出土遺物

1は土師器羽金の回縁部で,10世紀頃

の年代が考えられる。 2は土師質土器皿。

底部は回転ヘラ切 りがされたもの。口径

より佐藤編年BⅢ -4形式に該当するも
ので,13世紀前半～14世紀前半と考えら

れる。 3は須恵器椀の底部。高台が矮小

化し,内面の調整は板ナデのみである。

高台の法量より佐藤編年のAⅡ -8形式
に該当し,13世紀のものである。

くモ三三三三三]~「三Ξ呂巨″
1

~2

~~2

@
0                 10cm

第198図

第197図  SD― Cl-01断面図

⑥ 25Y7/3浅責色砂
⑥ N5/ 灰色シルト質極細砂

0        1m

予
Ｌ

ー

SD一 Cl-01出 土遺物

SD― Cl-02～ 04

Cl区において南北方向に並走 して検出された 3条の溝跡である。検出レベルは標高 5。 13～ 5.26m,底

面のレベルは標高5.08～ 5.20mを測 り北方向に下る。方位は概ねN-10° ―Wを示す。検出幅約0.3～ 0.9

mで平面ではほぼ同規模だが,中央のSD― C3-03は 断面U字形

をなし,遺存する深度も深い。埋土は灰黄色シルト質極細砂 (2.5YR

6/2)の単層である。所属時期は出土遺物から13世紀前半～14世紀

前半と考えられる。

SD― Cl-02～ 04出土遺物

1は土師質土器皿。口径より佐藤編年BⅢ -4形式に該当するも
ので,13世紀前半～14世紀前半と考えられる。2,3は土師質土器郭

の底部である。

0                1 0cm

第199図  SD― Cl-02～ 4出土遺物
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拠 ガ

業 業が

o                          15m

SD― C3=02
SB一 C4-03

SB一 C4-05

|

第200図 C区遺構配置図 (1/300)
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N

L=55m

③

｀｀｀
()

S

L=55m ① 花南土
② 現耕作土
③ 25Y5/1黄灰色シルト質極細砂
④ 25Y6/1黄灰色シルト質極細砂

⑤ 25Y6/2灰黄色シルト質極細砂
⑥ 10Y R5/1 褐灰色シルト質極細砂
⑦ 75Y R3/2黒褐色粗砂混リシルト
③ 10Y R6/1掲 灰色砂混リシルト
◎ 25Y6/6明黄褐色シルト

ナ
◎

⑩ (SD― C]-03)

⑤

⑥

10Y R6/1シ ルト質極細砂 Y R6/1褐灰色細砂

第201-1図  C2区 東壁土層図 (1/40)

10Y R4/2灰 黄掲色粘質シルト 10Y R5/1褐 灰色礫混リシルト質細砂

⑩ (SD― Cl-02)

7 5Y R4/1褐灰色シルト質極細砂

L=55m

L=55m

=55m
10Y R5/3に ぶい黄掲色シルト質極綱砂

25Y7/3浅黄色粗砂

10Y R5/2灰 黄掲色砂混り粘土

こここ三二IIIIIIIIIIΞΞIII三二   【   【)        |

⑩ (SD― Cl-04)

① 現耕作土
② 75Y6/8橙色シルト
③ 10Y R6/2灰 黄褐色粗砂混リシルト
④ 10Y R6/3に ぶい黄橙色シルト質極細砂
⑤ 10Y R4/2灰 黄褐色シルト

⑥ 25Y4/2暗灰黄色シルト質極細砂
⑦ 5Y R5/1褐灰色シルト質極細砂
③ 75Y R6/1褐灰色シルト粗砂
◎ 7 5Y R4/2灰褐色砂混り粘土

25Y6/2灰黄色シルト質極細砂
10Y R6/6明 黄褐色礫混リシルト質極細秒
10Y R6/4に ぶい黄橙色礫混リシルト
10Y R6/6明 黄掲色礫

⑩
①
⑫
⑬

第201-2図  Cl区 東壁土層図 (1/40)
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L=55m

5Y R7/1明褐灰色シルト (SD― C3-02)

L=55m

10B G6/1
青灰色シルト質細砂 (SD一 Cl-01)

① 花南土
② 現耕作± 5Y4/1灰色礫混リシルト質細砂
③ 25Y5/1黄灰色シルト質細砂
④ 10Y R6/1掲 灰色シルト質細砂
⑤ 10Y R6/2灰 黄掲色粗砂混リシルト質細砂
⑥ 10Y R5/2灰 黄褐色シルト
⑦ 10Y R3/2黒褐色シルト
⑥ 25Y5/2暗灰黄色シルト
◎ 25Y6/4にぶい黄色シルト

第202-1図  C3区 東壁土層図 (1/40)

L=55m
ノ ⑦三ミ ____皇

10Y R4/2灰 黄褐色シルト質細砂
10Y R4/2灰 黄褐色砂礫

オ

~~~~~~~ ~~

10Y R6/2灰黄掲色シルト質細砂7 5YR5/2灰褐色シルト質細砂
(SD― C4-01)

10Y R4/1褐 灰色粗砂
(SD― C3-01)

一 ヽ 一 一再
25Y5/2暗灰黄色砂礫

L=55m

① 現耕作土
② 10Y5/1灰色シルト質極細砂
③ 25Y7/6明黄褐色シルト質極細砂
④ 25Y7/6明黄掲色シルト質細砂
⑤ 75Y R6/1褐灰色砂礫

⑥ 10Y R6/4にぶい黄橙色シルト質種細砂
⑦ 10Y R7/2にぶい黄橙色シルト質細砂
③ 10Y R6/2灰黄掲色シルト質細砂
◎ 7 5YR5/1掲灰色シルト質極細砂

第202-2図  C4区 東壁土層図 (1/40)
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25Y6/2灰貴色シルト質極細砂

SD― Cl-03  sD一 C]-04ESD― Cl-02

笏

0        1m

第203図 SD一 Cl-02～ 4断面図

道路状遺構

Cl,C5区において検出された。Cl区ではSD― C3-02～ 04検出の際,溝跡のベースとした灰褐

色 (10YR 4/2)シ ルト層がやや暗く粘性をもった帯状 (検出廷長約25m,幅約 1～ 1.5m)を 呈する形

で確認された。溝跡に平行するもので,ほぼ条里方向となるN-8° ―Eを示す。断面では約 5 cm程の

凸状をなすが,南部において削平の影響が大きい。C5区 においてもほぼその延長上に検出 (検出延長

約4.5m,幅約0.8m)さ れている。所属時期は堆積関係から13世紀前半～14世紀前半と考えられる。

C3区包含層出土遺物

C3区の灰黄褐色 (10YR 5/2)シ ルト層より出土した遺物である。遺物包含層直下に土壊化層 (黒

褐色シルト層)が堆積しており,耕作地と考えられる低地で出土する遺物の様相は,北部のA区 と同じ

である。遺物より10～ 12世紀頃の堆積物と考えられ,南接する居住区より破棄されたものに推定される。

1,2は土師質土器杯口縁部である。 3は黒色土器椀の底部。4,91よ土師質土器椀の底部。 6は須恵器

椀底部。 5は緑釉陶器椀の底部で,高台畳付部には圏線が見られる。10,11は須恵器然の底部。7,8は

土師器杯の口縁部。13は須恵器壺の口縁部。12は須恵器蓋のツマミ。14は土師質土器甕。15は東播系須

恵器捏鉢の口縁部。16は土師器羽金,17は土師質土器鍋の回縁部である。

罵 〒 ア 一

~l~/2

~3

-L74

準 ~5

＼＼〔____七日■■J″″11

普 9

_ヽ剰 Jr10

第204図  C3区 包含層出土遺物

＼
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SD― C3-01

C3区南部からC4区北端部において検出された溝跡である。検出
レベルは標高5。 19～ 5,54m,底面のレベルは標高5.15～ 5.25mを測り,

北方向に下る。C3,C4区 の境界上において東西方向SD― Cl-01
と交差するが,切 り合い関係は明確ではない。方位はN-15° ―Wを

示す。検出幅約0.4～ 0.6mで ,断面は船底形をなす。埋土は褐灰色

(7.5YR 4/1)砂質シルトの単層である。所属時期は埋土からすれば

10世紀代と考えられる。

SD一 C3-02

C3区中央部において検出された溝跡である。南部の微高地から下
る低地に設けられたもので,検出レベルは標高5.00m前後,底面のレ

ベルは標高4.84m前後を測る。方位はE-23° 一Sを示す。検出幅約0.6

mで ,断面はU字形をなす。埋土は明褐色 (5 YR 7/1)シ ルトの単

層である。掘削が後述の遺物包含層の上面より及ぶことから,13世紀

以降の所産と考えられる。

L=53m
WttE

10Y R4/1
褐灰色粗砂

図面断０‐『〕一
Ｓ図５０２第

L=53m

N/s

5Y R7/1明掲色シルト

０ ５０

〕

第206図  SD― C3-02断面図

C4区建物跡

SB― C4-01

C3区北部において検出された掘立柱建物跡で

ある。東面が調査区外となり東西,南北方向の柱

穴数が確定せず,建物全体の規模は不明である。

確認できた範囲では2× 2間分である。柱穴間の

距離は東西方向で平均約1.58m,南 北方向で平均

約1.68mである。柱穴の掘 り方は円～楕円形をな

し,長径約0.4～ 0,7mを測る。主軸方位はN-10°

一Eを示し,条里方向にほぼ合致するものである

柱穴の埋土は概ね褐灰色 (7.5YR 5/1)シ ル ト質

極細砂の単層であった。所属時期は柱穴の埋土及

び周辺部との関係から12世紀代を中心とする頃と

考えられる。

庁
＝
仰

∞
３

○―
◎
― (

◎
‐

第207図  SB― C4-01平・断面図 (1/80)
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SB一 C4-02

C3区中央部において検出された掘立柱建物跡である。東面が調査区外となり東西方向の柱穴数が確

定せず,建物全体の規模は不明である。確認できた範囲では 2× 2間分である。柱穴間の距離は東西方

向で平均約1.58m,南北方向で平均約1.8mである。柱穴の掘り方で円或は隅丸方形をなし,長径約0.6～

0.8mを測る。主軸方位はN-10° 一Eを示し,条里方向にほぼ合致するものである。柱穴の埋土は概ね

褐灰色 (7.5YR 5/1)シ ルト質極細砂の単層であった。所属時期は柱穴の埋土及び周辺部との関係から

12世紀代を中心とする頃と考えられる

Lu8 9=¬

―③―鮭汁
Ｆ
＝
銅
∞
∃

Ｎ

Ａ
Ａ
＝
�
ふ
ャ

⑪―

L=58m

0          2m

第208図  SB一 C4-02平・断面図 (1/80)

SB― C4-03

C3区南半において検出された掘立柱建物跡である。東面が調査区外となり東西,南北方向の柱穴数

が確定せず,建物全体の規模は不明である。確認できた範囲では 1× 4間分である。柱穴間の距離は東

西方向で約1,9m前後 (推定),南北方向で平均約 2mである。柱穴の掘り方は円形をなし,径約0.3～ 0.4

mを 沢1る 。主軸方位はN-10° 一Eを示し,条里方向にほぼ合致するものである。柱穴の埋土は概ね灰

責褐色 (10YR 4/2)シ ルト質極細砂の単層であつた。所属時期は柱穴より出土した遺物より13～ 14世

紀前半と考えられる

-149-



甥
tu9 9=¬

⑨

げ
＝
仰

∞
３

£
＼
＼
＼
＼
ヽ

-1
0      1 0cln

中

ドＡ
出
＝
諷
ホ
キ

o          2m

第209図 SB― C4-03平・断面図 (1/80)

SB― C4-03出土遺物

1は土師質土器皿である。外反する短い口縁をもつもので口径か

ら,佐藤編年の皿BⅢ -4に該当し13世紀前半～14世紀前半と考え

られる。

SB一 C4-04 第210図  SB一 C4-03出土遺物
C3区南半において検出された掘立柱建物跡である。東面が調査区外となり東西の柱穴数が確定せず ,
建物全体の規模は不明である。確認できた範囲では 2× 2間分である。柱穴間の距離は東西方向で約1.48

m,南北方向で平均約2.07mで ある。柱穴の掘り方は円形或は楕円形をなし,径約0.2～ 0.4mを測る。主

軸方位はN-7° 一Eを示し,条里方向にほぼ合致するものである。 SB一 C4-03と 切り合い関係に

おいては先行するものと考えられる。柱穴の埋土はlRAね褐灰色 (10YR 4/1)シ ルトの単層であった。

所属時期は周辺の遺構との関係から12世紀代を中心としたものに考えられる。
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o         2m

第211図  SB一 C4-04平・断面図 (1/80)

SB一 C4-05

C3区南半において検出された掘立柱建物跡である。西面 1間分のみの検出で,他は調査区外となり

建物全体の規模は不明である。柱穴間の距離は約1.9mである。柱穴の掘 り方は隅丸方形状もしくは円形

をなし,径約0.6mを測る。主軸方位はおよそN-10° ―Eを示すもので,条里方向にほぼ合致する。柱

穴の埋土は概ね掲灰色 (7.5YR 5/1)シ ルト質極細砂の単層であつた。所属時期は出土遺物及び周辺部

との関係から12世紀代を中心とする頃と考えられる。

SB― C4-05出土遺物

1は移動式竃の回縁部である。外面に粗い刷毛目が見られ,ま た焚田部の接合をナデにより仕上げて

いる。
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0                1 0Cm

第212図  SB― C4-05出土遺物
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SB― C4-06

C3区南端において検出された掘立柱建物跡である。西面 1間分のみの検出で,他は調査区外となり
建物全体の規模は不明である。柱穴間の距離は約2.4mである。柱穴の掘 り方は円形をなし,径約0.2～

0.3mを 測る。主軸方位はおよそN-10° 一Eを示すもので,条里方向にほぼ合致する。柱穴の埋上が灰

黄褐色 (10YR 4/2)シ ルト質極細砂の単層でSB― C4-03と 同様であることから,所属時期は13～
14世紀前半と考えられる

SB一 C4-07

C3区おいてSB― C4-01に並び,検出された掘立柱建物跡である。柱穴の特徴及び配置から, S
B― C4-01を構成するものとも考えられるが,西面 1間分のみの検出であり全様は不明である。柱穴
間の距離は約3.3mで,SB― C4-01西面のほぼ 2間分に相当する。柱穴の掘り方は円形,若 しくはや
や歪な方形】犬で長径約0。7mを測る。主軸方位はおよそN-10° ―Eを示すもので,条里方向にほぼ合致

する。柱穴の埋土は掲灰色 (7.5YR 5/1)シ ルト質極細砂の単層であつた。所属時期は柱穴の埋土及び

周辺部との関係から12世紀代を中心とする頃と考えられる。

SD― C4-01

C4区北端部において検出された溝跡である。検出レベルは標高
5.50～ 5.54m,底 面のレベルは標高5.42m前後を測る。方位はN-10°

―Wを 示す。検出幅約0.5mで ,断面は船底形をなす。埋土は仄褐色

(7.5YR 5/2)シル ト質極細砂の単層である。所属時期は出土遣物か

らすれば10世紀代と考えられる。

SD一 C4-01出土遺物

1,2は土師器JTX,羽釜の口縁部である。

第214図  SD― C4-01出 土遺物

SD― C5-01

C5区 において検出された溝跡である。検出レベルは標高5.55m前

後,底面のレベルは標高5.47m前後である。方位はN-11° 一Wを示

し,ほぼ条里地割に合致する。検出幅約0.2～ 0,7mで ,断面は船底形を

なす。埋土は灰黄褐色 (10YR 4/2)シ ルト質極細砂の単層である。

所属時期は埋土の特徴からすれば13～ 14世紀前半と考えられる。

L=56m
S珍
″ 蒻 多

N

7 5YR5/2
灰掲色シルト質tta細砂

0       50cm

第213図  SD一 C4-01断面図

L=57m

EttW
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図面

卜
　

　

　

断
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近世以降の遺構 。遺物

SB一 Cl-01

Cl区北半で検出された掘立柱建物跡である。 1× 3間 (梁間3.98m,桁行6.3m,床面積約25ポ )で ,

主軸方位はN-10° 一Eを示す。柱穴は円形をなすもので,ほぼ直線上に並ぶ。柱穴間の距離が桁方向

で1.9～ 2.lmと なっている。所属時期は,周辺に瓦質瓦等の遺物が見られたこと及び埋上の特色から近世

以降の所産に考えられる。
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L=56m

SE一 Cl-01

Cl区西部で検出された井戸で, SD― Cl-01東端部に設けられたもの。掘 り方は上部に開く段掘

りがなされ,平面形状が径約 3mのほぼ円形を呈する。下部の井側は平面隅丸方形状に,断面がほぼ垂

直に石積みがされている。深さ約 lmの砂層に達した所で安全確保のため確認作業を停止した。出土遺

物は井側より瓦,焙烙等があり,19世紀頃の埋没時期が考えられる。

SE一 Cl-01出土遺物

1は瓦質焙烙である。口縁部の特徴から佐藤編年の c形式に相当し,19世紀の年代が考えられる。

0                1 0cm

第217図  SE― Cl-01出土遺物

＼
＼
＼
＼

0 %
第216図  SB― Cl-01平・断面図 (1/80)
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r

L=54m

0              50cm

第218図  SE一 Cl-01平・断面図 (1/20)
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第 4節   D調 査区
概要

現況と調― 区
の分割 (第227図参照)

D区は禦 遺跡では南部に位置し,条里呼称では香川郡10条18里 8坪内に位置する。地図上で示される

当地区周型 部は現地表面の標高およそ6,7m,現況は宅地,水田等の耕作地や呆樹園として利用がなされ

ている。

D区は瑚 有道路,線路,コ ンクリート畦畔等により3分割される。調査時においては調査範囲を東西

に分断す導 」R予讃本線を境に西側を6区,東側を3-① N区及び3-① S区として調査を行ったが,

本報告に蒻 たりDl～ D3区に再編した。

調査期間

D2,3 1区はC区 と一部調査を平行しながら平成 9年 6月 5日 ～8月 13日 迄,Dl区 はB,C区 と調査

を平行し ながら平成 9年 12月 1日 ～平成10年 1月 29日 迄で行つた。

調査の工  程

調査は 平成 8年度に行つた試掘により得られたデータを基に,概ね遺構面の上面までを重機により掘

削しその 後遺構の検出及び掘削を人力により行つた。遺構等の潰1量はD2,3区 については本体工事の測

量図等を 基準に,調査員及び補助員が測量を行った。またDl区については航空浪1量 を行つた。

主な遺樟   (第227図参照)

D区肢二 古墳時代～近代の溝跡が検出されている他,Dl,2区において中世～近世の耕作痕が見られた

が全体と して遺構密度は低い。これは当地区が低地にあたり耕作地として主に利用されためと考えられ

る。本津 西の山麓より下る埋没自然流路が存在したと考えられ,Dl中 央及びD3南端部は遺構検出面

の下部イエニ おいて窪地状を呈する堆積が認められ,ロ ーリングを受けた古墳時代初頭と考えられる土師器

片が出士 している。

Dl,Lム )3にかけて検出されたSD― Dl-01(SD― D3-01)は ,断面の形状がV字形若しくは段

の付 く塵 台形状となる堅固なもので出土遺物,堆積関係から古墳時代に所属するものである。

中・J序王世では,D2区 の北及び東面が各々坪界線に近接しており, SD― D2-01は ほぼその交点と

なる個刃F〒で検出されている。その他,条里方向を示す溝跡は上記のような状況からすれば灌漑用として

使用さ― たものと推察できる。SD― Dl-05(SD― D2-02)は近代の暗渠排水溝で,現況の区画

にほば 一一致するものである。

堆積状1声軋 (第228,229図参照)

Dl, 2区 には旧耕作土直上部に現況の呆樹園等のため厚い盛上がなされている。その下位は中世～近

世の耕T~F土 と考えられる堆積層がほぼ水平に見られる。Dl区中央部及びD3区南半においては上述の

ように孝=易
灰色及び暗灰黄色シルトが堆積する窪みが見られ,その上面が遺構検出面となっている。Dl

区の南斗 以南は安定した微高地となっており,調査区南側においては現況で宅地となっている。
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SD― Dl-01

Dl区中央部において検出された溝跡である。窪地の

北側縁辺部に設けられたもので,検出レベルは標高6.02

～6。 12m,底面のレベルは標高5。8m前後を測る。方位は

N-38° ―Wを示す。検出幅約1.4mで ,断面は逆台形状

だが中位に段が見られる。埋土は黒褐色 (10YR 3/1)

シル トの単層である。時期の特定できる遺物が出上して

いないが,後述のSD一 D3-01と 同一の遺構と考えら

れることから,古墳時代の所産と考えられる。

SD― D3-01

D3区南端部において検出された溝跡である。検出レ
ベルは標高5,96～ 6.1lm,底面のレベルは標高5.65m前後

を測り,西のSD一 Dl-01か ら緩やかに下る。方位は

N-16° 一Wを示す。検出幅約1.5mで ,断面はV字形で

ある。埋土は黒褐色 (10YR 3/1)シルト及び砂混じり

シルトが堆積する。 4世紀初頭には埋没したと考えられ

る窪地の埋土をベースに掘削されていること,ま た 6世

紀後半の遺物が出土していることから古墳時代の所産と

考えられる。

SD― D3-01出土遺物

1は須恵器杯。 6世紀後半のものである。

SD― Dl-03

Dl区南部において検出された東西方向の溝跡である。

窪地の南上端に設けられたもので,検出レベルは標高6.11

～6.17m,底面のレベルは標高6.07m前後を測る。方位はE

-4° 一Sを示し,ほぼ条里方向に合致する。平面の形状

は直線的であるが,西端において溜り状となる。検出幅約

0.4mで ,断面は船底形をなす。埋土は掲灰色 (10YR 5/

1)シルトの単層で,切 り合い関係でSD― Dl-02,03
に先行する。出土遺物から10世紀頃の所産と考えられる。

10Y R3/1

0

第219図  SD― Dl-01断面図

L=52m
W_

① 10Y R3/1
② 10Y R3/1

第220図  SD一 D3-01断面図

第221図  SD― D3-01出土遺物

L=62m
s多
彩笏物

N

10Y R5/]
褐灰色シルト

0       50cm

夕

‐
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SD― Dl-03出 土遺物

1は土師器杯の底部である。体部が開きぎみで底部との境に段が見

られる平高台状のもので,10世紀の年代が考えられる。
＼_J ノ 1

＼
て =望 石 J′ 3

第223図 SD― Dl-03出土遺物

SD― Dl-02

Dl区南東部において検出された東西及び南北方向の溝跡である。中央部窪地の埋没後に掘削された

もので,検出レベルは標高6.23～6.27m,底面のレベルは標高6.11～ 6.18mを測る。方位はN-10° 一E

及び,E-10° 一Sを示し,条里方向に合致する。検出幅約0.4m前後で,断面は船底形をなす。埋土は

灰責色 (2.5YR 6/2)シ ルト質極細砂の単層である。所属時期は出土遺物より13世紀の所産と考えられ

る。

SD一 Dl-02出 土遺物

1～ 3は土師質土器郭の回縁部,底部である。13世紀代のものと考えられる。

〈ミξ
;iEEE=EEEEEE三

F[[[[[[キ

‐~~~~~~~―一――――――「
;i'''Pl

＼   | /2
25Y6/2灰黄色シルト質細砂

0        1m

第224図  SD― Dl-02断面図

「一　Ｓ．

0         1 0cm

第225図  SD― Dl-02出土遺物

SD― D3-02

D3区 において検出された溝跡である。検出レベルは標高6.04～ 6.09m,底面のレベルは標高5.95m前

後を測る。方位は E-10° ― Sを 示 し,ほぼ条里方向に合致する。検出幅約0.5～ 1.5mで ,断面は労合底形

をなす。埋土は灰黄色 (2.5Y6/2)シ ル トの単層である。位置関係及び埋土からSD― Dl-021こ 繋

がる同一の溝跡 と考えられる。

SD― D2-01

D2区北東隅で検出された香川郡10条18里 8,9坪 界上にあたる溝跡である。検出レベルは5。90m前

後で,底面 レベルは5,40m前後を測るが,片側上端部が調査区外に広がるため全容は不明である。平面

で南北方向から西への屈曲が見られ,調査区の北面についても 8。 17坪界上に相当することから,ある

いは東西 と南北方向の坪界溝が交差する箇所とも考えられる。土師質土器片,須恵器片等が若干出土 し

ている。
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SD― Dl-04

D3区南東部において検出された溝跡である。南部のSK一 Dl-01か ら発するもので,検出レベル

は標高6.26～ 6.32m,底面のレベルは標高6.24～ 6.28mを測り北へ下る。方位はN-11° 一Eを示す。検

出幅約0.2～ 0,4mで ,断面はU字形をなす。坦土は浅黄色 (2.5YR 7/3)細砂の単層である。埋上の特

色から近世の所産と考えられる。

SK一 Dl-01

Dl区南東部で検出した土坑である。 SD― D

l-04等溝の底面に掘削されたもので,平面形状

は隅丸方形である。長軸方向に1.15m,短軸方向

に1.05mを 測る。深さは溝底面より約0.2mで ある。

断面は台形状で,埋土は浅責色 (2.5Y7/3)細

砂,責掲色 (2.5Y5/3)シル トがラミナ状に堆

積する。周囲が耕作地に想定されることから,灌

漑用水を一時溜置くものと考えられる。所属時期

は埋土及び周囲の遺構との関係から近世の所産と

考えられる。

L=65m

埋土は全て25Y7/3
浅黄色網砂と25Y5/3
黄掲色シルトのラミナ状堆積

0       1m

第226図  SK― Dl-01平・断面図 (1/40)

SD― Dl-05, SD― D2-02

Dl,2区 において検出された暗渠排水の溝跡である。掘削溝の内部に石組がされたもので,平面では

T宇形をなし東西及び南北方向に見られた。東西方向ものは現在の土地区画に一致するものである。

旧耕作土直下から掘削されており,近代の所産と考えられる。

Ｆ
＝
ρ

い
３
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―ペーーー
25Y6/1黄灰色粗砂

L=63m

(上坑埋上)

L=63m

L=63m

L=63m

― 一
イ

卜学
7 5Y R3/′ 2 黒褐色シルト (SD― Dl

L=63m

10Y R4/1褐 灰色シルト 25Y6/2灰黄色シルト質極細砂
(SD― Dl-02)

① 盛上
② 現耕作土
③ 5Y5/1灰色礫混リシルト質極細砂

10Y R5/]掲 灰色シルト質極細砂
(SD― Dl-03)

④ 25Y4/2暗灰黄色シルト
⑤ 25Y5/2暗灰黄色シルト

第228図  Dl区 東壁土層図 (1/40)

⑥ 10Y R6/2灰 黄掲色シルト質細砂
⑦ 75Y6/1灰色シルト質極細砂
③ 25Y8/6黄色シルト質極細砂

25Y5/3黄褐色シルト

-161～ 162-



L=62m

十

~~~

10Y R6/1掲 灰色砂礫
一

″ 7 5Y R5/1褐灰色シルト

L=62m

L=62m

① 盛土 (花南土)
② 現耕作土
③ 10Y R7/2に ぶい黄橙色粗砂混リシルト質極網砂
④ 25Y7/2灰黄色シルト質極細砂
⑤ 25Y5/2暗灰黄色シルト
⑥ 10Y R6/1褐灰色シルト
⑦ 10Y R7/2にぶい黄橙色粗砂
③ 10Y R6/1掲灰色シルト質細砂

⑨ 10Y R6/1掲灰色シルト
⑩ N5/ 灰色粗砂混リシルト
① 5B G7/1明青灰色粗砂混リシルト (グライ化)
⑫ 25Y6/2灰黄色シルト質極細砂
⑬ 25Y6/2灰黄色シルト質極細砂
⑭ 10Y R4/1褐灰色シルト
⑮ 10Y R7/6明黄褐色シルト (ベース)

掲灰色シルト

10Y R6/2灰黄掲色シルト質極細砂

L=62m

SD― D2-02

第229図  D2区 東壁土層図 (1/40)
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L=S2ml

乞5漕

`生

晉憲皇認レ
ト

L■a2m

一 ― 一 ― 一 一 -7二 _

1:現耕作土
2:10V R7/2旧耕作と にない黄橙色糧砂混シルト質極細砂
3:25Y7/2床上 灰黄色シルド質種細砂
4:2 5YS/2暗医黄色シルト
S:19V Re/1掲灰色シルト
6:10Y R4/1褐灰色シルト
7:19Y R7/6明黄掲色シルト (ベース)

――___r_二 、三

2m

10Y R3/1黒褐色シル ト (SD― D3-01)

第230図 D3区東壁土層図 (1/40)
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第 5節  E調 査 区

概要

現況と調査区の区分 (第231図参照)

E区は,当遺跡の南部に所在する。勝賀山東麓に形成された扇状地の末端付近に当たっており, 」R

予讃線の線路敷東側に沿い,南南西～北北東にのびる幅約 7m,長 さ102mに亘る範囲である。海抜約 7

mを測り,本津川の氾濫を免がれた条里地割がかなり明瞭に残る一帯で,旧香川郡条里10条 18里 5坪

(東南隅から西行の千鳥式なら)と 想定される。

現存畦畔で区分し,南から北へEl～ E4区を設定した。レベル差により土地利用に違いがある。El区=

148.3ポ ,E2区 =79.0ポ ,E3区 =43.6♂ ,E4区 =184.8♂ で,El～ E4区通算調査面積は455,7∬ である。

調査期間

調査は,平成 9年 3月 14日 ～4月 25日 に亘って実施した。

主な遺構と遺物 (第231図及び第237,238図参照)

El区では,南端に近世に再掘削された東西方向の条里坪界相当の溝 SD― El-118があり,中 ほど

で北から東へと湾曲して掘られた弥生中期までとみられる溝を介したやや疎らな柱穴群がある。北寄り

では「下川津型
*1」 とみられる弥生後期頃の建物跡 SH― El-201を 検出した。

E2区では,全域で,南北のほぼ同一方向に延びる古代～中世に属する複数の溝がある。E2区の北寄り1こ

は,これらの溝と重合・接続する中世の素掘り井戸 SE― E2-201,SE― E2-202の 2基がある。これに接

続,又はこれらを切つて,暗渠排水の機能を持つものを含めた中世以降の溝が繰り返し開 。改削されている。

E3区では,断面逆台形を呈する中世の南北方向溝 SD― E3-301が 目立つ。周辺からピット群を検

出したが,明確なプランを確認するには至っていない。E3区北端からE4区 にまたがって,古代以降

の遺物を豊富に出土する東西方向に狭長な土坑 SK― E4-101がある。屋敷を区画する塚としての役割

を持つ可能性についても検討する余地があろう。

E4区では,E3～ E4区に亘る土坑 SK― E4-101以南を除き,大半は中世以前からの耕作域とみられ

る部分で,条里の方位にほぼ正確に沿う東西および南北の用つ,水溝もしくは畝間溝が直交して掘られている。

なお,南北方向の柱穴列 2条がみられ,敷地境界を示す柵もしくは塀であろうと考えられる。このE

4区は,ほぼ全域に亘リー見「地山」とみられる層厚数10cm以上のよく緊った黄掲色シルト混じり粘質

土⑨層が広がり,古代末～中世にかけて安定した立地条件にあったと推測される。一方,E3区 以南は

素掘 り井戸の存在や暗渠施設の重複が示すようにかなり低湿であつたものと考えられる。

主な遺構には,柱穴・溝・土坑・井戸等がある。「溝」は,大別して開水面をもつ用排水用の通常の

「溝」のほか,礫・瓦礫・籾殻等の透水性の材料や,土管を充填した「暗渠」の二つの態様がみられる

が,記述の便宜上,と もに “SD― ・・・"と して,溝の範囲に収めている。

出土遺物は,土師質土器杯・椀類が多く,青・白磁片,須恵器,須恵質・土師質・瓦質土器,土鍋 ,

羽釜,土錘,砥石,小児下駄等がみられた。一部の溝遺構・包含層で,摩耗が強いが焼成・胎土・色調

等から弥生時代と判断される土器片も出土した。輸入陶磁器も所有・使用した階層の存在が確認される

13～ 14C頃 を盛期として,古代～中世を中心に弥生～近代に亘る複合遺跡といえよう。軒平瓦片 1点を

含んだ布目瓦の出土も注目されるが,直接これに関連するとみられる遣構は未確認である。

近世以降は,南北方向を主としながら部分的に東西に走行する例も含む暗渠網をほぼ全域に配して,

湿潤な立地ながら二毛作も可能とする農耕域であったものとみられる。
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堆積の状況 (第232～ 234図参照)

調査区は,高低差のある地形に応じた旧水田の区画によりEl～ E4の分区を設けたが,各分区が在

来のコンクリート畦畔で隔てられており,こ の畦畔の設置に当たってはその両側に各々幅約50cm,深 さ

50～ 100cm程度の掘削工事が施されており,土層の直接の連続は確認できない。

またこの区画は近世以前の土地利用区分のそれを踏襲しているもののようであり,往時からの上層の

形成・堆積状況には,各分区それぞれに若干ずつの差異が窺われる (なお,E3区 〈亘長10余 m〉 土層
の断面については,E4区の南辺部分を平行移動した位置関係にあたり,両者はほぼ相似した層相をみ
せている)。

第 1層 :現水田耕作土である。基本的に調査区全域の現地表面を覆う。但し,El区 の現況は稲作転
換による畑地としての利用がみられた。なお,E2区 東端部では,約 2m以上に亘り近時充填された40
cm厚の花筒土層がみられてこの層が失われているが,El区 には及ばない局部的なものである。

第 2層 :い わゆる床土を形成する層である。位置により差があるが灰オリーブ (5Y5/3)も しく
は類似の色調を呈する中礫混り細砂～砂質シル トである。土壌化の傾向が窺われるがさほどに著しいと

はいえない。 El区 では,北辺約 7mの範囲でこの第 2層 を切る攪乱土層が広がっているが,第 1層形
成時に第 2層 と同一面で削平されている。

E4(E3)区 については,南寄り15mの範囲に亘って,最大層厚20cmを 測る中礫混りで黒褐色の土

壌化顕考な砂質土層が伸びている。本来この層はさらに広がって近世以降に耕作土層として形成されて

きたものであろうが,近現代の深耕によっても削平されず第 2層 と同一面に頂部を残したものとみられる。

またこの層によって,E4区南端 6m以上に亘り第2層 (及び第 3層 )を切る層厚約40cmの青灰色礫
混り砂質土層が第 2層 と同一面で覆われている。

第 3層 :暗褐色中礫混り砂質シルトで,総 じて層厚は薄いめで遺構の遺存が少ないという様相をみせ

る。但し,El区南端では,条里型地割の坪界に相当するSD― El-118北岸に接する幅 6m余の範囲
で,層厚が50cm以上に達し南へ傾斜するとみられる凹部があり,以北の全域とイよ異なる地形に遷移している。

第 4層 :層厚約10cm,暗褐色細礫混り砂質シルトである。第 3層により所々で削平されながら断続的

にEl～ E4区全域に広がる。土層の性状・層厚 。遺構の密度等,見かけ上は第3層 にかなり類似する

ものの,包含層の遺物等からはかなり先行する時期からの層と推測される。

第 5層 :責褐色粘土質シルトで,よ く締まっており「ベース」と考えられる層 (第234図③)である。

E4区に特徴的に広がる土層であって,極めて安定的に長期に亘って存続したものと考えられ,E4
区に所在する遺構の大半がこの層にまで切り込まれている。但し,こ れら遣構は第4層以降の時期に営

まれつつ削平が繰り返されて本層に達し,その後,第 3層 に被覆されたと考えられよう。

第 6層 :拳～鶏卵大の砂岩円礫堆積層で「洪積」礫層の頂部であろう。E4区は,本層 (及び第5層 )
の存在によって以南の低湿なEl～ E3区に比較して高燥であり,除湿のための暗渠施設等は必要とせ

ずに農用地等としての土地利用が可能な立地であった事が窺われる。
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第231図  E区遺構配置図 (1/300)
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⑥

S

L=725m

dr s=礫詰暗渠

dr p=土管暗渠

dr o=籾藁暗渠

El区東壁土層図 (1/40)

① 現耕作土
①'25Y7/2灰黄花南土混り攪乱層
①''5Y5/2灰オリーブ中礫混り細砂 (客土)
② 10Y4/1灰 細礫混り粗砂
②'5Y6/1灰中礫混り粗砂
③ 10Y3/1オ リーブ黒中礫混リシルト
④ 75Y6/2灰オリーブ中礫混り極細砂 (客土)
④'5Y6/2灰オリープ中礫・シルト混り細礫 (客土)
④''10Y R4/1灰掲網礫混り細砂
⑤ 10Y R6/2灰 黄掲色中礫混り細砂 (客土)
⑥ 75Y3/]黒掲中礫混り種細砂
⑦ 10Y R2/]黒 細砂
③ N3/ 暗灰細礫混り粗砂
◎ 10Y R4/2灰 黄褐F e 02混 リシルト
◎'10Y R2/2黒 掲F e 02・ 礫混り中砂

dr o

第232-1図

L=725m

2m

dr

染

＼ /オ
~

(10Y R2/2黒掲粗砂混リシルト)

第232-2図  El区 南壁土層図 (1/40)
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L=715m

7 5Y R2/2黒褐色シルト質極網砂

① 現耕作土
② 5Y5/3灰オリーブ中礫混り細砂
③ 10Y2/1黒細礫混り極細砂
③'75Y3/2オ リーブ黒細礫混リシルト
④ 25Y5/3黄褐シルト
④'5Y4/1灰極細砂
⑤ 5Y4/2灰オリーブ細礫混リシルト
⑥ 25Y3/1黒褐シルト

dr s=礫詰暗渠

第233-1図  E2区 東壁土層図 (1/40)

⑥ N3/ 暗灰中礫・シルト混り中砂
⑥'7 5Y R7/1明褐灰砂質シルト
⑦ 25Y6/1黄灰細礫混り中砂
③ 25Y4/1黄灰粗砂
③¬OY R3/3暗灰極粗砂
⑨ 10Y R5/6黄 褐シルト

dr s=礫 詰暗渠
第233-2図  E3区 東壁土層図 (1/40)

W

L=700m

L=700m

S

L=700m

① 現耕作土
② 75Y R3/3暗褐中礫・シルト混り極粗砂
②'7 5YR3/3暗 褐網礫混り中砂
③ 75Y R7/1明褐灰細礫混り中砂
③'7 5YR5/]掲 灰中礫・シルト混り中砂
④ 75Y R4/2灰褐中礫混り砂質シルト
⑤ 25Y6/1黄灰細礫混り粗砂 鶴塞

第233-3図  E3区 南壁土層図 (1/40)
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L=700m

＼ ③
ン
~~

① 現耕作土
② 25Y3/1黒褐中礫混り砂質土
③ 5B G6/]青灰中礫・シルト混り砂
④ 75Y R4/2灰褐中礫混り砂質シルト
⑤ 10Y R4/2灰 黄褐細礫・シルト混り中砂
⑥ 75Y R4/2灰掲細礫・シルト混り中砂
⑦ 75Y R3/3暗褐砂質シルト
◎ 7 5Y R3/3暗掲細礫混り砂質シルト
◎ 10Y R5/8黄褐粘土質シルト
⑩ 礫層 (大礫。和泉砂岩?)

第234図  E4区 東壁土層図 (1/40)
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弥生時代の遺構・遺物

遺 構
El区

SD― El-201・ 203は ,調査区北西端でごく一部を検出した。E2区 SD― E2-3031こ類似し,断

面V字形を呈するもので機能を同じくする可能性があろう。遺物は僅少・細片であるが弥生時代後期～

末期のものとみられる。

本調査区中ほどで,北から南東へとやや弯曲して掘られた溝が検出された。検出面での幅約2.Om,深

さ約1.Omで カマボコ形断面を呈するSD― El-301で ある。遺物は,摩耗し図化できない重・甕の小

破片であり厳密な時期比定はできないが,胎土・焼成や埋土の性状等からおおまかに弥生時代中期まで

とみられる。

L=710m

0        1m

第235図  SH― El-201平・断面図

Ｆ
＝
却

３

∃
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3回以上の浚渫ないし再掘削がおこなわれており,一度廃絶・埋没してから一定の空白期を経て,後

代に至り同じ流路を踏襲して一まわり規模を縮小した溝 SD― El-207が敷設されている。
SD― El-301埋没の後に10cm内外の堆積層を介してSD― El-207が掘削されているところから,
この間の地形環境には極端な変容は見られなかったと推測できる。

この溝 SD― El-207を介し,調査区北半部には柱穴群がみられる。北寄りの一角で検出した建物址
の可能性が考えられる遺構 SH― El-201である。「下川津型」との類似点もみられ,弥生時代後期～

終末期頃かと考えられるが定型的とはいえず,東半部は調査区外にのびて未検出である点もかかわって,

全容は未詳である。下川津遺跡第 1微高地にみられ「竪穴住居壁溝様の規模と断面形態を持つ幅0.2m,

深さ0.lm程度の小溝を,概ね「日」字状に配する遺構で…中程に南北辺を繁ぐ間仕切 り状の小溝が走

る
*2」
,「長方形周溝状遺構J(「 日」字形遺構)と 称される「SX 105・ 06・ 08・ 09」 と類似点がみられ

るものである。但 し,例示の遺構が隅九方形状であるのに対して,本例平面は円ないし長円形を呈して

いる。なお東側には未調査部分が延びており,細長い小判形を示す可能性も皆無でなかろう。加えて外

周には垂木跡とも考えられる柱穴列がめぐり,「下川津型Jにみられない炉跡状の窪みも確認されている。

炉跡状遺構の埋土やその周辺には火の作用をうけた形跡はなく,炉 とは考えにくい。

外周柱穴列は,何 らかの覆屋をもった家屋の存在を推測させ, SHP― El-201,202が出入口柱穴
にあたるとも考えられるが,遺構の床面には出入りに伴う土の汚れや凝結等は窺えず,居住用の可能性

は低いのではなかろうか。現況では「用途不明建屋跡で,下川津遺跡「日」字形遺構 S X 105他 と一部

類似点を持つ遺構」としておく。

「下川津型」以外に,類似点が窺える例は未見である。ただ,時期・地域からみれば直接に関連すると

も考えられない例ではあるが,青銅器時代前期,朝鮮半島京畿道披州郡交河里にみられる次のような竪

穴式住居が想起される。これは約 4m× 10余 mの狭長な平面形プランで,垂木跡状の小振 りなピットが

かなり密に外周をめぐって,短辺側の一部を低い畦で区画して,第三画が一方に偏した「日」字形を呈

するものである
半3。

本遺構の遺物は皆無に近く,摩耗した土器細片数点のみである。 SD― El-301と の先後関係や下川

津例との類似からみて,弥生時代後期～終末期のものと考えられる。

SXP― El-201～ 216の柱穴列は,列の内外の遺構面には埋土その他での差具はみられず,列内側
に特段の遺構も認められない。柱穴径はSHP― El-203～ 216よ りもやや小振 りではあるが,楕円形
の配列である点や長軸の方位が SH― El-2011こ ほば重なる点で,両者の関連性を推定できなくもない。
SD― El-301の 南縁沿いにあって,そ れに切られる径1.5m前後,0.5m以上の上坑 SK一 El―
301,302が ある。遺物はみられず性格不明であるが,井戸の可能性があろう。

E2区

複数の断面V字形の溝があり切 り合い等から若干の時期差がみられる。

SD一 E2-301,302,303等 である。明確な遺物には乏しく厳密な時期決定は出来ないが,少量の土

器細片の性状から,弥生時代にさかのばる可能性が考えられる。

ほぼ南北に延びており自然の地形による傾斜に応じた方位をとるが,時期的に先行する E2-302,303

の方に,む しろ規格性が窺われる。

＼＼＼、______――十日日:Illllll''レ
1

遺 物
El区 第236図 1(SHP一 El-213)は ,弥
生土器壼底部片である。石央・長石粒を多く含む。

0                 10cm

P― El-213出土遺物
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第237-1図  El区 弥生時代 (前半期)

ゞ

す
卸
善 ォ
′ゥ

晏輩

第237-5図  E2区 弥生時代

第237-6図  E2区 古代～中世 (前半 )

第237-7図  E2区 古代～中世 (後半)

第237-8図  E2区 近世以降  0_中 ______部

第237-2図  El区 弥生時代 (後半期)

第237-3図  El区 古代～中世

第237-4図  El区 近世以降

◎

   寛 :韻

第237図  El・ E2区遺構変遷図 (1/150)
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も
第238-1図  E3区 古代～中世 (前半)

第238-2図  E3区 古代～中世 (後半 )

第238-4図  E4区 古代～中世

第238-3図  E3区 近世以降

第238図  E3・ E4区遺構変遷図 (1/150)
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第239図 1(SD一 El-201)は ,土

師質土器奏口縁部。農耕時等の混入か。

2(SD― El-209)は ,弥生土

器甕底部で,石英 。長石を多く含み

胎土・焼成等第236図 1と 共通する。

古代～中世の遺構・遺物

1 0cln

-201等 出土遺物

]

電 /2
第239図  SD― El

遺 構
El区

ここでは,南端に東西方向の条里坪界相当の溝 SD― El-118が ある。断面は「かまぼこ」形を呈す

る。古代末までに開削された形跡がうかがわれ,中 ・近世に強度の浚渫行為ないし再掘削を行ったとみ

られる。北端近くで SK一 El-101等 に少量の須恵器片を伴う形状。用途不明確な例をも含む土坑が検

出さている。遺物に極めて乏しいが, SD― El-110,1141115,117が層位や遣構埋土の性状,包含

層の出土遺物等から中世までの溝の遺構と考えられる。

方位は条里地割に対応したものであり,ほぼ南北又は東西に延びる直線状である。これら以外には古

代・中世と考えられる特段の遺構・遺物は存在しない。

E2区

南北ないし北北西～南南東に延びる断面船底ないしかまばこ形の溝が重畳している。暗渠排水機能を

持つものを含めた古代以降の溝が繰り返し開
。改削されている。これらのうちには,近世 。近代のもの

L=700m

0        1m

Ｅ

ｏ
ｏ
　
』
＝

コ

第240図  SE一 E2-202導水清
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を含めて,条里と方位が合致する用排水路及び暗渠もみられる。柱穴は認められない。
これらは規模・性状・流路方向等に差異がみられるものの,近世以降にも踏襲されるものである。
これら溝は,前段階で比較的広幅のSD― E2-209/同 -2/同 -3,E2-210/同 -2,E2-211
が見られるが,南北方向の本流を互いに連結する分岐もしくは連結溝が特徴的である。後段階では,全

体として溝幅が縮小する傾向がみられる。前・後段階とも給・排水機能を果たすものであろう。

また,素掘りの井戸 2基が確認されている。時期差が認められるが,それぞれが溝と連接した機能を

持つ関係にあるらしい在り方を示すのは注目すべき点であろう。

先行して掘削されたSE一 E2-202は円形プランを持つ素掘 り井戸であるが,そ の西側を北流するよ

うに設けられた幅 lm弱の溝から受水する導水溝を分岐させている。もともと厚い堆積砂層をそのまま

掘抜いたもので現状でもかなりの湧水がみられるが,さ らに地表水をも集めて貯水したとみられる。

若干後発のSE― E2-201は ,検出面で東西方向に長軸を持つ不整楕円形を示し,中位以下から底部
にかけては長方形からやや隅九の正方形に収敏する掘方となっている。砂層に掘り込まれて深さ2mを

沢1り ,現状でも検出面-20cm程度まで湛水しており,自 噴の湧水量は極めて豊富である。その掘方が楕

円形から長方形に推移する部位の

西側短辺寄りに足場用とみえる簡単

な構造物が設けられている。直径数

cmの 自然木を長さ約120cmに 切り揃

え幅約30cmに並べ渡したものである。

ほぼ満水位に当る位置であろう。

S E― E 2-201イよS E――E 2

-202の ように本流から分岐する一

導水溝は持たず,中央部に並列し

て南北方向に丼戸を横断する細幅

の溝 2条がみえる。完掘状態の遺

構面では,一定量の水が常時流入・

出したことを明示するような形跡

はみられず,溝と井戸の直接の関

連性の有無は確認できなかったが ,

機能的にこれと類似性を持つので 一

はないかと推測される例がみられ

る。おおまかには同時期に属する

高松平野東部の川南 。西遺跡の例

で,円形プランの素掘 り井戸 SE
01と ,これに並列して接続するSD
17/19, S D18/20の 場合

*4で
ぁ

る。

当該期に共通にみられるタイプ

であるか否かについて,さ らに類

例を待ちたい。

E3区 第241図  SE一 E2-201平・断面図
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断面逆台形を呈する中世までの南北方

向の大形溝 SD― E3-301が目立つ。

周辺からピット群を検出したが,明確
~

な建物プランは確認するに至っていない。

E3区北端からE4区にまたがっては,

古代の遺物を豊富に出土する東西方向に

狭長な土坑 SK― E4-101があり,屋敷

を区画する塚としての役割を持つ可能性

についても検討すべき余地があろう。         Cm

第 1遺構面直下の層にかかる遺構は,

直線状に東西方向に掘られた溝が主体で 第242図  SD― E3-301断面上層

ある。 SD― E3-208は ,西から東へ流れる礫詰めの溝で,明 らかに暗渠排水溝であろう。SD一 E3

-204,211も 僅かに前後があろうが,東流する同時期の溝である。SD― E3-208の下層でこれに接し

同じく東流するSD一 E3-207がある。これらに切られSD― E3-213～ 216等のやや幅が細い南北方

向溝の一群がみられる。時間的前後関係と溝の方向性の変化は,地形条件ないしは土地利用の変遷を反

映したものとも考えられる。

これらと同一面で検出された柱穴はSP一 E3-201～ 218である。SP― E3-202,203,206,2121218

が径約30cmであり,他は約20cmである。分布は疎であり掘立柱建物として確認できるものはない。この

うちSP一 E3-213～ 216イよSE― E2-202掘方の北縁ぞいに等間隔で直列しており井戸を区画する

柵跡とも考えられる。また,その類似性を,後述するE4区のSD― E4-106に沿うSP― E4-101

～105,106～ 110等 との関連でも考慮すべきであろう。

調査区南西隅にSX― E3-301が ある。水路の一部分とも考えられるが遺構の一部のみで特段の遺物

もなくて性格は確認できない。

また調査区北端で,現況はコンクリート畦畔で分断されているが,東西方向の土坑ないし溝遺構SK

― E4-101が東西方向に設定されており,当時この部分ではE3/E4区 を一体としての土地利用が行
われていたことを示している。

SK一 E4-101,SD― E3-2011212が それにかかる遺構で,E4区 の範囲にそのまま接続するも

のである。

上記一連の遺構に先行する大形の溝遺構 SD― E3-301の末端部が確認された。検出面の幅約1,3m,

深さ約0.6mで ある。調査区南端で溝の端末となっており,長さ約 5mに亘って舟底形に掘り広げられて

溜池状を呈している。なお,その北側上流部はやや浅くなるが底面東半部のみが掘り下げられ,改削・

拡幅の後に溜池状に整備されたと推定される。地下水の湧出も顕著で,調査期間中でも容易に満水となっ

た。南端に近い掘方の東縁部分で狭いテラス状をなす部分があり,洗場または水汲みの足場ともみられ

る。そのSD― E3-301東縁沿いにSD― E3-302,303がある。溝東側平坦部の集水を意図したのであ

ろう。E3区南東隅部分はE2区 SE一 E2-202の 掘方が切り込んでいる。素掘り施設とはいえ本格的な利水

施設が縁辺部を接した状態で併存するとは考えられず,SE― E2-202は S D 3301埋 没後のものとみられる。

E4区

ここでは,E3～ E4区にまたがる遺構 SK― E4-101で区画される以南を除き,大半はほぼ正確に

条里の方位に沿う東西および南北の用排水路 (も しくは畝間溝)が直交して掘られている。他区に比し

この溝遺構に密集・重畳がさほど見られないのは,暗渠排水の施設を欠いているためかも知れない。

L=700m
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本調査地は,勝賀山の東麓に形成された土石流扇状地帯の末端から移行したばかりの三角洲帯という

地点に立地している。土地利用に上記のような差をみるのは,以下の原因によるものとも考えられる。

即ち,土層観察の壁面では扇状地帯由来の中～大礫砂岩円礫の堆積層がこのE4区 においてのみ見られ ,

耕作土直下に,随所にその頂部が確認される

のである。その上に,ほぼ全域に亘って一見

「地山」風でよく緊った責灰色シルト混り砂

質土が拡がって,古代～中世にかけて安定し

た立地条件にあったと推沢1さ れる。     sP
以南の El～ E3区では素掘り井戸や暗渠

施設の重複がみられ概して低湿であったと考え

薙黎魅望証獣逮寧嬬i⑮
SP― E4-104

的に安定した耕作域として継続したようである。

両者間には,古代～中世において E4区 は

農業専用域であり, El～ E3区では居住も

比嘉博穐ζ晨三哲融馨泉二を3二 liえを性をsP_警7と 103

SP一 E4-110

不唆している。

概ね東西方向をとった溝渠が先行し,南北

の方向性を示す溝渠は,やや後代に属すると

みられる (こ れは, El～ E3区においても

観察される傾向である)。

この他注目される遺構では,敷地境界を示

す柵もしくは塀であろうかと考えられる南北

方向の柱穴列 2条がみられる。

SP一 E4-101～ 105の 5基は,芯～芯間

距離約1.5m,柱穴径35cm前後を測り,北限と

みえる105が SD― E4-106に切られ,先後

があることが示される。更に南へと延びる可

台ヒ性があろう (SA― E4-101)。

これらよりやや規模を大 きくする柱穴列

SP一 E4-106～ 110が ,西側約5.5mに位

置する。これは東のSD― E4-111と西のS

D― E4-116の 中間にあたり2者とはそれぞ

れ等間隔を保つている。時期の先後は確認でき

ない。径約40cmを測り芯～芯間距離は約2.5m

である。柱穴列は,南及び北の調査区外にも

連続する可能性があるう (SA― E4-102)。

次に顕著な特徴を示す遺構としては,土坑

(若 しくは溝)SK― E4-101がみられる。
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条里地割に沿った可

能性が高いと考えられ

る東西方向に直線的に

延び,「溝」状を呈する

遺構である。

しかし,通水を目的

とする施設でなく東側

で端部を半円形に収め

て終結している。検出

上端幅90cm,長 さ4.25

m以上であり西はE3

WL=700m

第244図  SK― E4-101平・断面図

区に跨って更に調査区外に延長する。

或いは,調査区外でL字形に南側へ屈曲し,E3区 SD一 E3-301も しくは類似の「溝」状遺構に接

続する可能性を考慮する余地があろう。

遺構の性格としては,む しろ E3区及びその以南と一体の機能を持つ存在と想定すべきかも知れない。

SK― E4-101は 遺物の量が多く,埋没までかなりの時間経過があったとみられ下層になるに従って古相を

呈する。東寄り約 3mの範囲は船底状の凹部が形成されており,E3区 SD― E3-301南端部を連想させる。

自然湧水で,検出面下部10cmあたりまでの湛水がみられる。耕作域とみられる以北の部分と居住関連区域と

みられる以南の部分との区画及び貯水の機能を兼ねた施設かとも考えられるが ,類例については未確認である。

これより北約 5mに は円形皿状土坑 SK― E4-102が位置する。遺物は皆無に近く,貯蔵の機能は考

えにくい。径約 2mである。 SD一 E4-122,122-2に切られてそれらに先行するものであるが,こ

の溝を虐漑用とみれば,こ のSK― E4-102は溝に先立つ時期の貯水・灌漑用の施設の可能性もあろう。

その他のSD― E4-100～ 128等は,総じて用・排水を目的とし合せて用地の区画を兼ねるものであるう。

遺 物
E2区

第245図 1(SD― E2-201)は ,土師質土器土錘の完形品である。やや偏平な卵形を呈し,5.8cmを

測る。長径方向恨1辺 にえぐりが入り横断面が「分銅」形となる。通例的にみかける筒状のものでなくど

―
(〔3)一①(::)1

＼≧壁ゴ2

ギ 5

SD― E2-201～ 209出土遺物

-187-

第245図



Ｈ
日
――
日
Ｈ
□

一

帝
沖

升

肝
第246図  SE― E2-201出土遺物

-188-



12

Ow
一一―一―一

¬″

■

14

21

5

て 正 雪

~巧
722

導

=26

Λ
刊
引
ｐ
。

フ ニ反
Ξ ≡ ∃ 毛 ≡ 万

724

8

第247図-l SE― E2-201出土遺物

第247図-2 SE一 E2-201,SE一 E2-202導水清出土遺物

-189-



ちらかといえば類例が少ないようである。側辺に溝をもつ石錘で弥生時代の例
+5が
みられるが,遠い系

譜にあたるのであろうか。因みに当遺跡検出土錘 4点のうち,3点 を本タイプが占めている。

2(SD― E2-203)イよ,須恵器の瓶と考えられる底部の破片で,焼成は良好・堅緻である。小片で

確定できかねるが10～ 11世紀のものであろうか。 3(SD― E2-209)は ,土師質土器杯である。破断
面にも摩耗があるが厚手の造りで完形に復元できる状態である。底面はヘラ切離しで,端部がほぼ垂直

に約 3 mm立 ち上った後に器壁が開き,内弯しながら口縁に至る。 4(同 )は,土師質土器羽釜脚部であ
る。 5(同 )は,東播系かとみられる悟鉢底部片である。櫛描条溝は4条 (以上)を単位とする。放射

状に施す条溝の間隔はかなり粗であり,回縁部付近では約10cmに拡がると推定される。

第246図 1(SE― E2-201)イよ,軒平瓦瓦当部片である。上 (凹 )面は布目,下 (凸)面は板ナデ
である。瓦当部に向かって右半分足らずが残されている。扁行唐草文と推定するが,極めて形骸・簡略

化されており,さ らに瓦当面母型の陰刻が l null未 満と極めて浅く,加えて型抜き作業時の押圧も不十分

で文様は不明確で途切れがちである。胎土に径 5硼以上の石英 。長石粒を多く含み焼成は良好である。

2(同)は ,布 目平瓦片である。上 (凹 )面は布目,下 (凸 )面は斜行する縄目である。縄目が側端
にはみ出しており,桶づくりではないことを示している① 3(同 )は,布 目平瓦片である。上 (凹 )面
は布目。下 (凸)面は縄日であるが,対角線の方向に沿い互いに直交しつつ施文されている。縄を捲い

た工具で叩き締めた工程を示すのであろう。

なお。 1～ 3は ,布・縄目の粗・密や細部の調整等には差異がみられるものの,胎土・焼成・色調等

の大要には共通性が窺われる。

4(同 )は,瓦質土器甕口縁である。器表面の格子目叩き痕が顕著である。内面は当て具痕とそれを

覆う板ナデ調整がみられる。器表を黒くする焼成もこの類の特徴である。

5(同 )は ,土師質土器悟鉢の片口部片である。櫛描条溝は4条を単位とする。 6(同 )は ,土師質土

器悟鉢片である。胎土・調整・焼成等は 5にほぼ共通するが,ナデには異なる用具が用いられたようで

回縁端面の成形が平坦である。櫛描条溝は 2条が認められるが器面中位までは4条であった痕跡が残る。

7(同 )は,土師質土器羽釜回縁片である。上方にわずか撥ねて端末とする鍔は短小化がみえる。内

面はナデ,外面は粗いハケ調整である。 8(同 )は,土師質土器羽釜口縁である。内傾する日縁部に短

く厚目の鍔が水平に引き出されている。鍔直下の部位にやや段差を設けて指頭の押圧を二巡させる調整

を施しており爪の痕跡が残される。指によるヨコナデがみられる。 9(同 )は,土師質土器羽径口縁で

ある。08に ほぼ同巧であるが,分厚 くつくられている。鍔上面に指頭痕が連続し,体部器表は縦の粗い

ハケを施した後にナデている。10(同 )は,土師質土器羽釜口縁である。外面の羽下部には煤が顕著で

ある。091こ ほぼ同巧であるが, さらに分厚い。

第247図 -111(SE― E2-201)イよ,土師質土器羽釜口縁である。上述諸例に類似するが,こ れら
に比しては指頭痕が顕著で器壁が薄い傾向がみえる。

12(同 )は,土師質土器奏回縁である。復元口径22.8cmを 淑1る。低火度焼成のため剥落が多く胎土に

径 2～ 3 nlmの 石英 。長石が顕者に含まれる。

13(同 )は,土師質土器鍋口縁である。内外面ともに6条/1 cm程度のハケ調整が施されている。胎

土に l nl14以 下の石英・長石粒を含むがむしろ精良で,焼成も良好である。14(同 )は ,土師質土器鍋口

縁である。13と ほぼ同巧で,やや厚目の器壁をもつ。

15(同 )は,土師質土器鍋脚部である。径約0.5鵬の微細な長石粒が目立ち,全体として比較的細密な

胎土である。16(同)は,土師質土器鍋脚部である。15に近いとみられる胎土を使用。17(同 )は ,土

師質土器鍋脚部である。本例の胎土も上記に近い。18(同)は,土師質土器鍋脚部である。胎土には径
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1～ 211111の石英・長石が含まれる。19(同 )は ,土師質土器鍋脚部である。ナデ調整を施す。20(同 )

は,土師質土器羽釜脚部である。形状は15～ に類似するが,法量が一まわり大きく,「羽釜」とした。21

(同)は,土師質土器杯片である。胎土はやや密で精選され,器壁は薄い。成型に粗放化が窺われる。

22(同 )は,土師質土器lTX片である。体部は厚みのある底面から直線的に斜め上方に向かい,日縁端部

近くで薄くまとめて終結している。23(同 )は ,土師質土器郭である。底部は回転ヘラ切りで,21に類

似する。24(同 )は,土師質土器杯片である。底部から口縁へかけては,体部中ほどで一度内側へ屈曲

して立ち上る。25(同 )は,土師質土器杯片である。ワラ様の圧痕が底面に残る。底部切離し後菰等敷

物の上に仮置きしたか。

26(同)は,須恵器杯底部片である。破断面に僅かに摩耗がある。ほぼ10世紀のものか。

27(同 )は,土師質土器鍋口縁片である。小片で確実な口径復元が難しいが大形に属すると考えられ

る。厚い口縁は外上方に延びたあと立ち上り気味になり肥厚して丸やかな端面をつくる。旧型に属する

のか ?胎土は,15等に類するようである。28(同)は ,土師質土器鍋回縁片である。口縁は上面を殆ど

水平にして外方に拡げている。

29(同 )は,瓦器片である。器種未詳である。盤状容器の脚足部であろうか。

第247図 -21(SE― E2-202導水清)は ,土錘片である。本遺跡で出土をみた計 4点の上錘中唯一

の筒状例で,最大径約 7 cmを 測り大形の部類であろう。長幅比の小さいタイプで焼成良好な灰白色を呈

する。 2(SE一 E2-201)は ,ほぼ完形の断面「分銅」形土錘である。若千欠損部があるが現状での

重量は369gで約百 (98.4)匁 にあたり大形といえる。胎土・焼成は 1に近い。3(同 )は ,完形土錘であ

る。重量は103g・ 三十匁弱 (27.5)でやや小形である。第245図 1も 同型同大である。これらを通じて見

ると2の (約)百匁は各種秤量の指標となる数値であり,3及び第245図 1はその約 1/3であり,こ れら

相互の関係からみれば,土錘の製作にあたリー定の規格が存在した可能性を示唆するとも考えられる。
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第248図  SD― E3-203～ 216出土遺物
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E3区

第248図 1(SD― E3-203)は ,土師質土器杯口縁である。器壁内面に炭化物が付着しており,燈
明皿と考えられる。 2(同 )は,土師質土器杯口縁である。 1に似た付着物が認められる。 3(SD―
E3-205)は ,土師質土器杯の口縁である。前 2者に類似のものである。 4(同 )は ,土師質土器鍋口

縁である。やや弯曲して外上方にのびる口縁は端部を軽く九め上縁を僅かにつまみ上げて収めている。

5(同 )は,土師質土器羽釜口縁である。体部は国縁端部に近くなるにつれて内弯の度が増している。

鍔は幅せまくかなり退化傾向がみられる。 6(同 )は ,土師質土器JTh底部である。復元底径8.8cm,ヘ ラ

切離しである。 7(同 )は ,土師質土器小皿口縁である。復元口径6.8cm,同底径5.6cm,器高0.8cm。 郭・

皿類で最小の 1群に当る規格に属する。 8(同 )は,土師質土器小皿口縁である。法量は 7を僅かに上

回る。 7では底部から口縁への立ち上りに稜を形成するが,本例は緩やかに内弯しながら口縁に至る。

9(SD― E3-206)イよ,土師質土器鍋脚部である。胎土に径 l llnl以 下の石英・長石を顕者に含む。
焼成は良好・堅緻である。表面約 l mm厚は鮮やかな橙 (5 YR 7/8)に発色し,以深は芯部まで暗青灰

(10BG 4/1)を呈する還元状態である。10(SD― E3-209)は ,土師質土器鍋口縁である。日縁
幅約 5 cmを 測り,小片で正確な口径復元は不能であるが大形に属する個体であろう。口縁上面に6条/
cm程度の顕著なハケロで調整する。11(同 )は ,土師質土器杯口縁である。復元口径9.6clllで 胎土は密で

精良,焼成も良好で灰白 (10YR 8/2)で ある。内面と一部器外に及ぶ炭化物の付着がある。12は ,土

師質土器杯口縁である。13(同 )は,土師質土器郭口縁である。復元口径は15.8cmな がら見かけの数値

で,実際は12硼未満か。14(同 )は,土師質土器14X底部である。復元底径は 6 cmである。15(SD― E
3-214)イよ,土師質土器羽釜脚部である。16(同 )は,土師質土器羽釜脚部である。

17(SD― E3-215)イよ,須恵質鉢口縁小片である。東播系か。内・外面ともナデ調整で,内面は口
縁部近くでほぼ垂直に立ち上り,外面は内面の立ち上り部位より約 l cm下部で外反し約1.5cm幅のやや内

傾する口縁端面が形成される。端面は炭素吸着で黒く焼成される。18(同 )は,土師質土器郭口縁であ

る。19(同 )は ,瓦質土器鉢底部である。摩耗が著しく調整等は確認できない。復元底径は16.Ocmで ある。

20(S D3216)は,土師質土器鍋口縁である。10例に近いが全体にやや小振 り。薄手である。口縁上

面のハケロ調整は 5条/cmで顕著である。21(同 )は,土師質土器杯である。摩耗があるが厚手で完形

品である。底部切離し後の板目圧痕がみられる。器の中心線からやや外れて相対する口縁上端の 2点 に,

焼成前の変形又は使用による摩滅かの区別が困難な凹部が生じている。成因,目 的等不明である。

影
1

第249図 1(SP― E3-201)は ,土師質土

器鍋の口縁である。焼成やハケロによる調整法

2       Cm などは第248図 19他の系列に属するとみられる
が,日縁の幅はやや狭く小形化している。

SK― E3-201出土遺物  2(SK― E3-201)は ,土師質土器郭口縁第249図 SP― E3-201.
である。

第250図 1(SD― E3-301)は ,土師質土器羽釜口縁である。水平に伸びた鍔上面と下面基部に強
いタッチのハケロ調整が施される。口縁端面は水平に切断したように稜をなす成型である。 2(同 )は ,

土師質土器羽釜口縁である。体部は回縁に近づくに従い内傾が強くなる。tt l cmに 狭めた鍔に退化傾向

が窺われる。 3(同 )は,土師質土器鍋である。底面中央部を欠くが完形に近い復元が可能である。但

し脚部の有無が確認できない部位である。内面は回縁直下と体部中位をハケ及び指頭で強く押して器壁

を拡張し,上半部で 2～ 3 cn4ご とに横ハケの操作を繰返す。下半面のハケは中心線に斜行する。外面に

は口縁下面から体部上半部にかけて維に4条/cm幅のハケロを2回以上重ねて施す。体部下半～底部は
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約 l c14角 の格子目叩きである。器面調整は外面が先行し,内面からの圧痕で最終的な器形が定まる。

4(同 )は,土師質土器鍋である。脚端部以外は復元してほぼ完形となる。外面全体に煤付着が顕著

で,胎土に径 1～ 3剛の石英 。長石・角閃石を多く含む。焼成は良好で堅緻。回縁は僅かに外反してい

る。 5(同)は,土師質土器鍋の回縁及び体部である。復元回径は20.2cmと ,こ の器種としてはかなり

小さい。内面横ハケ,外面上半横ハケ・下半縦ハケに指頭押さえが覆う。煤の付着は多い。 1～ 2剛以

下の石英 。長石粒の混入が目立ち,内面も全域に浮きだしている。 6(同 )は,土師質土器鍋である。

ややハケロ調整が目立つが,全体に前 4例 に近似している。胎土に径 1～ 3 mmの石英・長石・角閃石を

多く含む。焼成良好堅緻で口縁は僅かに外反する。底面にほぼ 5 mm角 の格子目叩きを施すが,部分的・

散浸であり形骸化が窺える。 7(同 )は ,土師質土器鍋脚部である。

8(同 )は,緑奎瓶の底部片である。無釉の姿器で,自 然釉が底部にまで垂れたものである可能性も

あろうが,僅かではあるが高台内面にも釉がみえ,一応緑盗としておきたい。復元底径10.7cmで ある。

釉はオリーブ黒 (10Y3/2),胎 土は褐灰 (7.5YR 5/1)。 内面は顕者な回転指ナデ調整である。
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第250図  SD― E3-301出土遺物
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9(同 )は,土師質土器小皿回縁である。復元回径7 7cm,同底径6.2cm,器高1.2cmである。内面には

炭化物の付着がみられる。燈火具か。以下の諸例と小異はあるが同一類型と考えられる。10(同)は ,

土師質土器小皿口縁である。前者に比べ底面周縁の稜の形成が鈍い。11(同)は,土師質土器小皿口縁

である。12(同 )は,土師質土器小皿口縁片である。

13(同 )は,土師質土器杯である。完形に復元できる。内外面とも指ナデ調整。底部回転ヘラ切 りで

板目圧痕を残す。口縁の一箇所に横 2c14・ 維 l cmほ どの黒ずみがみられる。炭化物層の付着は認められ

ないが燈志の被熟によるのであろう。口径10.0∽ ,底径6.6cmで ある。14(同)は,土師質土器杯である。

完形に復元できる。器壁が厚手のつくりである。底部はやや粗放な回転ヘラ切りである。器壁は底部か

ら稜を成し数lllal垂直に伸びた後外反する。日径10.5cl14,底径は7.Ocmで ある。15(同 )は ,土師質土器不

口縁である。底部から器壁への境界は曖昧なまま弯曲して立上って,薄手の器壁でほぼ直線的に口縁に

至る。胎土はやや密である。復元口径11.2cm,同 底径6.5cmで ある。16(同)は,土師質土器lTh口縁であ

る。底面中央部を欠き器形が確定できない。仮に芥としたが前 3者 とは規格を異にし,日径は14.Ocmを

測る。器形・調整は端正である。或いは椀とすべき物かも知れない。

17(同 )は,土師質土器杯口縁片である。復元回径12.9cm,同底径8.Ocm,器高2.5cmで ある。

E4区

第251図 1(SD― E4-105)イよ,土師質土器羽釜口縁である。口縁部の内傾が目立って,鍔の幅が
8111111以 内までに退化。内面は板ナデの後に指ナデが重なり,外面は,ナデと指頭圧痕がみられる。

2(SD― E4-100)は ,土師質土器鍋脚部である。残欠端部の最小径は0 6cmを測る。土鍋・羽釜
類の脚部は,出土点数が少なくない割には欠損部のない例は稀である。特に先端部が逸失したものが多

く本例は小形個体の一部分であろうが,先端が確認できる少数例の一つである。 3(SP― E4-107)
は,土師質土器杯である。復元口径9,lcm,同底径5.4cmで ある。完形に復元できる。

@2

一

同
Ｍ
Ｕ
一

0                 10cm

第251図  SD― E4-100.105.SP― E4-107出土遺物
第252図 -11(SK― E4-101-1)は ,須恵質椀であろう。底部を欠き確定的な復元はできない。
器壁は薄手で平均約 2 mmでかなり均―に成型されている。内外面とも回転ナデにより幅 5n4a14前 後の凹線

状の段が形成されている。体部は灰白 (N8/0)で回縁部は 1硼余の幅で炭素を吸着した暗灰 (N3/)
の発色。高度な成形技術をみせるが必ずしも精製の印象を与えるものでもない。

2(同 )は,土師質土器郭である。復元して完形となる。回転ナデによって器表面に顕者な段を形成

している。復元口径12cm,同 底径7.Ocm,器高3.Ocmで あり,一連の「規格」的製品群の 1例である。胎土

に 2 nlm以下の石英・長石を含み,灰白 (2.5Y8/1)で焼成は良である。 3(同 )は ,土師質土器杯口

縁部である。調整・胎土・焼成等,ほぼ 2に類似するが,やや器壁厚目で回転ナデによる凹凸が抑制さ

れる。 4(同 )は,土師質土器杯口縁部である。上記諸例に類似するが,器壁は薄手である。 5(同 )
は,土師質土器杯である。復元して完形となる。器形・法量・調整は上記諸例に共通するが,焼成良好

で堅緻であり,劣化が抑制されて指ナデの調整痕まで明瞭に遺存している。
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6(同 )は ,土師質土器高杯杯部とみられる。通常見かける器形でない。第252図 -2の 15同巧の脚台
部がつくものではなかろうか。極めて小型で特殊な用途が考えられる。

7(同 )は ,土師質土器小皿片である。完形に復元できる。第250図 9他 と同類のものとみられる。口

径7.2cm,底 径6.5cm。 但し,器高が0.7cmに とどまるのは少数例といえよう。 8(同 )は ,土師質土器小
皿である。完形に復元できる。粗野な回転ヘラ切離しが目立つ。法量は第250図 9他に近似し使途も類似

と考えられるものの,調整は明らかに異なっており先行形態とも考えられる。 9(同 )は ,土師質土器
小皿である。完形に復元できる。 7に酷似する。10(同 )は,土師質土器小皿である。完形に復元でき
る。口縁端はやや内弯し端部は九く収められる。 8に次ぐ形態であろうか。11(同)は ,土師質土器小
皿である。完形に復元できる。 8に近い様相を示す。

12(同 )は ,土師質土器鍋口縁である。内面は約 4条/cmの粗い横ハケ調整である。外面は回縁部下

面を横ハケ,体部は縦ハケの後ナデ・指押えが施される。
13(同 )は,土師質土器鍋脚部である。先端部が完存する比較的稀な例である。圧痕等から指頭押さ

えで引伸し気味に成形されたことがわかる。

第252図 -21(SK― E4-101)は ,青磁椀口縁である。龍泉窯であろう。釉色はオリーブ仄 (10YR
5/2)を 呈する。内面 (残存部分)は無文で外面は片刃彫 り鏑蓮弁文である。 2(同 )は ,青磁椀であ
る。回転復元により完形となる。龍泉窯であろう。釉色は明緑灰 (10GY 7/1)に 近似する。外面は回

縁端で1.5cm間 隔の片刃彫り鏑蓮弁文を施す。復元口径14.2cm,底 径4.0酬,器高6.9cm,釉 の層厚 l lllnlで あ

る。淡い鉄漿がみられる「畳付」を残して高台内も施釉されている。

3(同 )は ,須恵質杯である。完形品である。日径14.8cm,底径5.Ocm,器高3.9cmで ある。調整は,内
面ハケである。器体を左手で保持し幅約 3 cmの弾力ある板状のハケロエ具で,器体内面左側口縁下部か

ら器体内面右側にかけて,器壁下半部と底面の半ばを経由するハケロを施し,器壁右側中位の終点で一

旦工具を止めるので,その角で器面に斜行する約 3 cmの直線圧痕が残る。圧痕は平均約 2硼間隔で,12
～ 3回で一周する。この後口縁内面に約 1硼幅の指横ナデで整える。外面は横ナデ。底部はヘラ切離 し

で板目圧痕を残す。胎土はやや密に精選されて,灰白 (N8/)を呈した焼成は良好。堅緻である。全体
として精良・端正なつくりである。魚住系か。 4(同 )は ,須恵質杯である。完形に復元できる。□径
13.2cm,底径7.6cm,器高3,lcmで ある。調整は,内面回転ナデ。外面は,螺旋状に口縁端部から底部にか

けて施される回転ナデである。強い押圧で幅約 l cmの凹線状の段を形成する。口縁部には,端面と外面
口縁端側 1～ 1.5cm幅 で炭素吸着焼成がみられる。同型器の重ね焼きと判断できる。焼成は良好・堅緻で

ある。

5(同 )は,土師質土器杯口縁である。復元回径14.8cm。 内外面とも回転ナデ。焼成良好である。 6
(同 )は ,土師質土器杯完形品である。日径10.9cm,底 径6.2cm,器高3.5cmで ある。調整は内外面とも回

転ナデである。胎土はやや粗であるが,焼成良好 。堅緻である。 7(同 )は ,土師質土器杯口縁細片で

ある。器壁は厚手,胎土はやや密である。 8(同 )は,土師質土器杯完形品。調整は内外面回転ナデ,
底部ヘラ切離しに板目痕。焼成は良好。堅緻。口径11.Ocm,底径6.6cm,器高3.0側。 9(同 )は,土師質
土器杯である。復元口径11.Ocm,底 径6.4cm,器高3.lcm。 器壁薄く焼成堅緻である。10(同 )は ,土師質
土器杯完形品である。口径11.4cm,底径7.Oc皿,器高3.lcmである。胎土はやや密である。灰白 (2.5Y8/
1)を呈し,焼成は良好 。堅緻である。11(同 )は,土師質土器杯である。復元して完形。口径11.2cm,

底径5.8cm,器高3.2cmで ある。内外面回転ナデ①焼成良である。12(同)は ,土師質土器杯である。回転

復元でほば完形となる。復元口径11.Ocm,底 径6.4cm,器高2.7cmで ある。焼成は堅緻。13(同 )は ,土師

質土器杯底部である。底径6.4cm。 内外面回転ナデ。底部ヘラ切り・板目痕。
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14(同 )は ,土師質土器杯である。復元して完形となる。上述諸例と同巧である。

15(同 )は ,土師質土器高lTh脚台部である。あまり類例をみかけない型である。「須恵系土師質土器」

の系列に属するとみられる。胎土・調整・焼成とも精選・精製。何らかの儀式に用いられる物であろう。

16(同 )は ,土師質土器椀底部である。摩耗しており細部は不明である。粘土紐状の高台が貼付けら

れているが偏平な退化したともみえるものである。

17(同 )は ,土師質土器小皿完形品である。底部ヘラ切離し。一度目のヘラ操作で切離せず切口を残

したまま下部 2 almほ どの位置で切離す。量産による粗放化であろう。第250図 13等の系列に属する。

18(同 )は ,土師質土器小皿完形品である。底部ヘラ切離しは底部から口縁への推移が滑らかである。

19(同 )は ,土師質土器羽釜口縁である。鍔は短小化している。

20(同 )は ,土師質土器鍋口縁である。国縁部幅は短小である。21(同 )は,土師質土器鍋回縁であ

る。復元口径26.2cmで ある。口縁部幅は短小である。22(同 )は,土師質土器鍋口縁である。復元口径

は29.2cmで ,残存高10.3cm。 内面横ハケ,外面縦ハケを顕著な指頭押さえが覆う。煤付着が者しい。

23(同 )は ,土師質土器鍋脚部である。

24(同)は ,砥石完形品である。当調査区で該期の石製品としては唯―の出土例である。法量は製品

として切出された状態に近い端都 (縦横比の小さい側)での高さ7.5cm,幅6.8cm,長さ27.7cmである。中

央部の摩耗量は上面1.lcm,下面0。 7cmで ある。上・下両研磨面の使用頻度は等分ではないが,摩耗の程度

からみてほぼ均等に使用しようと意識されていたのであろう。側面も,凹凸の少い片側の一面は一定回

数使用して平滑である。研磨面は弯曲し精度の高いものは扱えない。材質はアルコース砂岩かとみられ

る。「中砥」で家事汎用であろう。重量は現状で3.Okgである。灰白 (7.5Y8/1)を 呈する。

第253図 -11(SK― E4-101-Ⅲ )は,土師質土器杯片である。器壁中位で屈曲している。中心都

の欠損で完形とはならず器形は確定しない。或いは反転して杯蓋とすべきかも知れない。

民三
::二

::::::::::|~~~~~:::;'''''1

~4 ~~5 ~6   ~ 7

第253図 -l SK一 E4-101Ⅲ層出土遺物

SK― E4-101V層 出土遺物
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2(同 )は,土師質土器イの回縁である。復元回径11.2cm。 薄手である。

3(同 )は,須恵器甕回縁部である。復元口径は42.6cmである。やや外反した口縁内面及び器表肩部
には自然釉に近い灰が「ゴマ」状にみられる。

4(同 )は,土師質土器小皿完形品である。回転ヘラ切 りである。本例以下計 4点は,胎土・調整・

焼成等に僅かに差を示すが法量は極めて近似。使途も共通であろう。 5(同 )は,土師質土器小皿完形

品である。 6(同 )は,土師質土器小皿完形品である。 7(同 )は,土師質小皿完形品である。
3(同 )は,土師質土器鍋口縁及び体部である。復元口径は18.4cmと ,こ の種器種でも著しく小さい。

残存高9.7cmで ,約 1/3個体分につき確認できるが,脚部を示す部分は残らない。外面に煤の付着はな
いが内底面は2次的な熱によると思われる黒ずんだ変色部分が拡がる。小振 りの器体である事ととも相

倹つて,嶼火利用による加熟等の場合も想定できよう。 9(同 )は,土師質土器鍋口縁である。復元口

径29。 lcmである。胎土・調整・焼成等でかなり類例がみられるものである。

10(同 )は,土師質土器杯完形品である。口径10.7cm,底径7.lcm,器高3.2cmの 標準的規格品。

第253図 -21(SK― E4-101-V)は ,土師質土器林である。復元し完形となる。類似器型のもの
と大要では共通するが,分厚い原初的ともいえる調整である。この類型の祖型的存在とも考えられる。

2(同 )は,土師質土器鍋口縁小片である。復元口径15.8cmで あり,他に類品を見ない小型個体であ
る。器形・調整その他に差はあるが,法量の近い第253図 -18に 類する用途が考えられる。
第254図 -11(SK― E4-101-Ⅵ )は ,須恵質杯口縁片である。復元口径12.6cm。灰白(N8/)を 呈する。
2(同 )は,土師質土器杯である。完形に復元。口径10。7cm。 この種の「規格」品。 3(同 )は,土
師質土器杯完形品である。口径10.9cm,底径6.5cm,器高3.4cm。 4(同 )は ,土師質土器杯である。焼成

鵡

長三三:::::::]:::::::'テ
''4

~6

5 戸＼

第254図-l SK― E4-101Ⅵ層出土遺物

SK― E4-101底面出土遺物

-198-

第254図-2



良好である。回転復元 して完形となる。復元口径11.Ocmで ,既述諸例の類似「規格」器種である。 5

(同 )は,土師質土器lThで ある。底部の詳細を除き回転復元できる。10.6cmと いう口径は上記諸例の範

疇であるが,器形・調整等は異なる。 6(同 )は,土師質土器小皿である。回転復元で完形となる。小

皿類の中では唯一既述の諸例を上回り,口径8.Ocmを 測る例である。

7(同 )は ,瓦器鉢片口部である。小部分で,且つ摩耗もあり詳細は明確にできない。

8(同 )は ,須恵器甕口縁及び肩部である。復元口径は56 0cmで ある。胎土・調整・焼成等の特徴は

第253図 -13に酷似する。図上復元ではこれと口径差があるが,同一個体の可能性が高いと考えられる。

第254図 -21(SK― E4-101底面)は,須恵器郭である。完形に復元できる。復元口径は13.5cm,

底径7.8cm,器高3.7cmで ある。内外面とも回転ナデ,底部ヘラ切り・板目圧痕。内面口縁寄りの 1～ 2 cm

幅と外面全体に還元色 (灰 N3/～ N6/)を呈する。焼成良好・堅緻である。 2(同 )は,須恵器郭で

ある。完形に復元できる。復元口径15.2cm,底 径7.2cm,器高3.6cmで ある。調整は 1に類似。内面のほば

全域と外面上半部に還元色 (灰 N3/～ N6/)がみられる。焼成良好・堅緻。

近世以降の遺構 。遺物

遺 構
El区

東西又は南北に方位をとって概ね直交した位置関係を示す溝遺構が,ほぼ全域に分布する。給水よりむし

ろ排水を主眼におくとみられる暗渠である。この傾向はE2区にも共通する。遺物から,近世・近代のもの

と分かる。概して近世末以降のものは土管を埋設し東西方向に敷設する傾向がみられる。SD― El―

107,108,1091116等である。土管形式のものよりは先行するSD一 El-114は 同じく近世末に属すると

みられるが,南北方向をとって充填材には炭化した籾殻を用いている。これら以前とみられるものはSD―

El-111,116等 の虫うに幅・深さがやや大ぶりで小児頭大までに至る亜円礫,亜角礫を詰めるものが目立つ。

SK― El-102,103は , 」R予讃線線路沿いに建てた旧国鉄時代通信線電柱 (現在は廃棄)控え支

線用童石の埋設孔跡である。

E2区

礫詰めの暗渠排水溝が特徴的である。溝の掘方内部は拳大前後の円
。亜円礫を主体に瓦・土製品破片

が混入した充填材で満たされ,現耕作土層直下の面を掘削している。出土遺物には,近代以降のものは

みえない。 SD― E2-1011102が この面の遺構である。これと同一の方位をとりながら薄い層厚の堆

積を袂む下位の面で,浅 くて偏平な断面を見せて前 2者よりは一定期間先行する一群が敷設されている。

SD― E2-103,1041105,106,107,108,109,110で ある。このうちSD一 E2-107が礫詰めであ

る。総じて,湿潤な耕地の排水を目的とするものと考えられる。

E3区

第 1遺構面には,i莞い皿状断面の 2条の溝 SD― E3-101,102が南北方向に平行している。給排水

路と考えられるが,境界を画する意味と役割を併せ持つ水路としてその位置が移動したか単なる給排水

路として平行・併存したか,2者間の約1.5m幅の部分が道路として機能したか等,各様の可能性が考え

られるが,壁面土層では同一面で先後関係不明であり判定できない。図化できる遺物はないが,近世後

葉以降のものである①

E4区

SK― E4-103は ,旧国鉄通信線電柱の支線控え用に,枕木状の木材を埋設したものである。
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遺 物
El区

第255図 1(SD― El-108)は ,陶製茶入れ口縁である。口径6.4cm,胴 部残存径9.3cal。 無光沢の釉
は暗赤褐 (5 YR 3/4)。 2(SD― El-101)は ,土師質土器鍋脚部である。 3(SD― El-103)
は,瓦質抱烙口縁である。復元口径28.Ocmである。焼成良・堅級である。 4(同 )は,備前徳利底部で

ある。底径5.8cmで ある。底面に「ヤマ上」の窯印を陰刻。 5(同 )は,土製土管である。完形である。
管内部断面形は正円形である。成形は端部雌型部分を形成する母型を造り出した円筒形木型に,管長×

外周の長方形ハケロ粘土板をやや捩じり気味に捲付け,掌・指頭で圧着・整形後に,木型を引抜いたと

考えられる。 6(同 )は,土製土管である。完形である。 5に比して古相と考えられる。成形は表裏と

もハケロ顕著な長方形粘土板を曲げ,内径よりもかなり小さい棒状当具を内部の合せ目を中心にして当

て,外部の合せ目を指ナデ,その周辺と反対側器表を再度ハケロで整える。雌端部は指で広げヘラ状工

具でラッパ形に削る。管の断面は不整円形。 7(SD― El-109)は ,土製土管である。雌側端部を残
す。近代のもの。

0                1 ocm

第255図  SD― El-101～ 109出土遺物

rヽ

rヽ点
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第256図  SD― E2-102出土遺物
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0                 10cm

第257図  SD― E2-102.102-2出土遺物
E2区

第256図 1(SD― E2-102)イよ,瓦質抱烙の回縁である。第255図 3に胎土・調整・焼成とも近似。
2(同 )は,肥前青磁染付皿である。見込み中心部に五弁花,高台内銘款は崩れた「渦福」である。
3(同 )は,土師質土器杯口縁である。器壁が非常に厚 く,或いは椀とすべきか。
4(同 )は,土製浅鉢である。無文,三足でほぼ完形である。火鉢とすべきであろう。
5(同 )は ,環状土製品口縁片である。 5下部中ほどの「切欠き」は,残存長のみでも25cmを 測る。
口縁端部から下方 5 cm幅 には煤が付着する。「切欠き」部を焚口とする亀の上端部分とみてよかろう。

6(同 )は ,環状土製品口縁部である。無文である。円形電の上端部分か。
7(同 )は,土製大形甕口縁である。

第257図 8(SD― E2-102)と ,9(同 )1よ ,土製甕回縁である。凸帯の有無等相異あるが同一遺構出土。
10(SD一 E2-102-2)は ,左捲三巴文軒九瓦である。12個 (推定)の珠文帯を持つ。下記11と 同
一遺構からの出上である。11(同 )は ,右捲三巴文軒九瓦である。 6個以上の珠文帯を持つ。

包含層の遺物

El区 1面

第258図 1は ,弥生土器壷底部である。復元底径は10.6cm。 胎土に 3 nlll以下の石英・長石及び少量の角

閃石を含む。摩耗して調整は不明。

2は ,須恵器杯である。回転復元で完形となる。復元口径12.Ocm,同 底径7.4cm,器 高3.3cmである。さ

して摩耗はみられず,焼成良好・堅緻。緑灰 (10Y6/)の器表に灰 (N5/)の「火欅」を生じている。
3は ,土師質土器羽釜口縁である。鍔基部で器壁が顕著に肥大して極めて分厚い口縁をつくり水平に

伸びた鍔を端部で上方へ約 5 nllll択みあげる。例の少ない器形である。4は ,土師質土器羽釜脚部である。硬

い工具によるナデを施す。 5は ,土師質土器甕口縁である。僅かに上向いて外方に張り出した回縁は,
上下に引き出し気味に端部を処理する。 6は ,土師質土器甕口縁である。口縁は,下端部を丸め上部に

引き出し気味にして終っている。

7は ,備前茶入れである。底部を欠く。回径5,4cm,胴部最大復元径9.3cmで ある。
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8は ,瓦質抱烙口縁である。復元口径は38.6cmである。内・外面ともナデ。胎土は精選,焼成良好。

9は ,サヌカイト打製刃器である。一部欠損。刃部,側縁部に摩耗がある。

旦ヽ イ1

2

~r~5

呉一―一――一召      狩

第258図  El区 1面包含層出土遺物

El区 2面

第259図 1は ,須恵器杯蓋小片である。摩耗があり「かえり」はかなり退化していると考えられる。

2は ,須恵器郭蓋である。復元口径は16.2cmと なる。つまみの有無は確認できない。胎土密である。

3は ,須恵器郭底部である。底面は回転ヘラ切りの後,貼 り付け ,回転ナデによる断面逆台形の高台

を端正に造り出す。胎土密,焼成良好である。

4は ,須恵器14X底部である。器形,調整等 3に近似。胎土密である。焼成はやや低火度で軟質である。

5は ,須恵器杯底部片である。復元底径は10.4cm。 高台はない。胎土密。やや軟質ながら焼成良。

6は ,須恵質郭底部である。復元底径は12.Ocmで ある。調整では 5に類似するが,胎土やや粗で l aln

以内の石英 。長石を含み,焼成低火度で軟質である。

7は ,土師質土器郭口縁小片である。器壁は厚 く,推定口径は10数cmの大ぶりなものであろう。胎土

には石英 。長石粒を多量に含む。

8は ,土師質土器甕回縁である。復元口径24.6cm。 内外面ともナデ。口縁端上部を僅かに択上げ。

9は ,土師質土器甕口縁である。やや薄手の器壁であるが 8に近い様相で,復元口径24.6cmである。

10は ,土師質土器甕口縁小片である。8,9等と近似の一群に属する。□径はやや上回るか。

11は ,土師質土器甕口縁である。上述諸例に類似する。

12は ,土師質土器甕口縁である。上述の諸例類似する。

13は ,器種不明の上師質土器片である。日縁部に不均―な弯曲がみられ,或いは器高の低い鉢状土器

の片口部分でないかとも考えられる。径 3 1ml以内の石英・長石を多量に含む胎上で焼成良好,堅緻。

14は ,土師質土器鍋脚部である。

∧
削
レ
。
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第259図  El区 2面包含層出土遺物
E2区 1面

第260図 1は ,須恵器甕口縁である。器形,胎土,調整,焼成等は,第253図 -1 3,第 254図 -1
8と 殆ど差異はなく,回縁の玉縁が僅かに偏平で頚部高がやや低い。工房を同じくするか。

2は ,須恵質秦口縁である。口縁は体部から立上って頚部に当る部分は殆ど形成せず外上方にのびて,
やや外反し厚みを減じながら伸張方向と直角に切断して端面をつくる。器表には顕著な叩き目を施す①

3は ,備前重底部である。復元底径は13cmである。

4は ,土師質土器鍋口縁である。復元口径26.Ocm。 5は ,土師質鍋脚部である。体部接着に意を用い

る。 6は ,土師質鍋脚基部である。

7は ,陶質の灯蓋式灯火具受皿脚台部である。受皿部は欠失している。脚部は回転ナデ調整,底部は

糸切離しである。焼成良く堅緻である。施釉はない。

8は ,磁器井底部である。形態・胎土・焼成とも現用品に近い。施文は印刷。近代のものであろう。
9は,丸瓦片である。建物都材との固定用孔 (径約1.5cm,間 隔 9 cm)一対がある。外面には刻印が押
捺されている (「香川郡檀紙村辰□□」)。

E2区 2面

第261図 1は ,須恵器杯片である。回転復元して完形となる。調整・焼成等からみて数m離れた隣接調
査区第259図 3と 同一個体の可能性が高い。 2は ,須恵器片口鉢口縁部である。推定復元口径力認Ocm未満

で器壁も薄く華奢な造りの小型品である。

3は ,瓦質奏口縁及び肩部である。外面は約 4 mm方角の格子目叩きを全面に確実に施す。口縁は体部
からほぼ水平にそのまま外反して約 4 cm幅 に形成される。この際屈曲部器表側を指頭で支え内面側から

ナデ調整を施すので口縁下面と屈曲部の叩き目は殆ど消失する。体部器壁は強いヘラ削りが施されたと

考えられ,約 511m厚 に調整されている。 4は ,瓦質甕回縁である。焼成はやや低火度ながら調整等に 3
との類似が窺われる。日縁は体部から直ちに外上方に屈折して直線的に延びて端部となる。
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第260図  E2区 1面包含層出土遺物

5は ,土師質土器悟鉢口縁である。櫛描条溝は4条。焼成が低火度のためか内面の摩耗・剥落が目立つ。

6は ,瓦質福鉢口縁である。条溝は 3。 焼成良好・堅緻で器表は確実な燻し加工で保全されている。

口縁端面の凹凸以外に器形の差は殆ど認めがたい。

7は ,内面黒色土器椀底部である。摩耗がみられる小片である。厚さは控え目ながら外側にしっかり

踏出す輪高台がつく。復元底径 6 cmである。

8は ,土師質土器羽釜口縁である。摩耗大。鍔の幅は狭く,日縁は内傾し鍔上部に僅かに延びる。

9は ,土師質羽釜脚部である。付根下部が底部とほぼ同位置から横に大きく張出してから下に伸す。

E3区 1面

第262図 -11は ,青磁杯底部片である。釉は明緑灰 (10GY 7/1)に発色。内外面に疎らな貫入があ

る。器壁立上りは稜をなす。断面が鋭角三角形をなす高台の先端部のみ無釉。底径4.2cm。 龍泉窯である。

2は ,白磁杯口縁である。明緑灰 (7.5GY 8/1)で ある。 3は ,青磁皿口縁である。輸入品であろう。

4は ,サヌカイト石鏃である。縄文時代のものか。

E3区 2面

第262図 -21は ,自磁椀口縁である。明緑灰 (7.5GY 8/1)である。仮に椀とするが鋭角に成形され

た回縁端部は釉を施していない。或いは倒立すべき器形かも知れないが,類例を未確認である。

2は ,備前甕口縁である。日縁外縁下部に稜が残るが限りなく玉縁に近いといえる。内外面ともナデ

調整である。復元口径35.Ocm。 口縁周辺は灰 (5Y6/1)を 呈する。焼成は良好・堅緻である。

3は ,土師質土器鍋口縁である。内面ナデ,外面ハケの後ナデ。幅広い口縁は外上方にのびて著しく

-205-



1

一

フ

戸三司
~~ャ

8 の

欝

0         1 0cln

第261図  E2区 2面包含層出土遺物
内弯 し端部を狐み上げてまとめる。復元口径34.4cm。 焼成は良好 。堅緻である。

4は ,土師質土器小皿口縁である。この種の「規格」品。内面は灯火用油煙ふうの炭化物が顕著。 5

は,土師質土器小皿口縁である。器壁の傾斜強く,完い器形で内面に炭化物。 4と 同器種である。
6は ,小児下駄である。完形に復元。隅丸長方形の一木造り。小型品の通例として,歯 を前後の両端
に寄せ,それぞれ先端まで延長している。露地下駄・庭下駄等と呼ばれる形式である。
E3区 3面

第262図 -31は ,須恵質鉢口縁である。東播系捏鉢であろう。復元口径24.9cm。

2は ,土師質土器羽釜口縁である。鍔は薄く短く形骸化。口縁端へ向け内傾著しい器形。 3は ,土師

質土器羽釜口縁である。日縁がほぼ直立。鍔は形骸化。 4は ,土師質土器羽釜脚端部である。
E3～ E4, E4区

第262図 -41は ,青磁椀口縁である。外面に簡略・象徴化した線描蓮弁文を施す。釉は緑灰 (5 GY
6/1)で貫入が著しい。 2は ,染付皿口縁である。内面に草文らしい染付施文の一端が残る。線↓苗文様
の発色はオリーブ灰 (10Y5/2)で 「青花」の紺青色ではない。 3は ,青磁椀体部片である。釉は明オ
リーブ灰 (5 GY 7/1)に 発色し,貫入に富む。鏑蓮弁文椀の体部下半部にあたると推定される。
4は ,土師質土器甕口縁である。僅かに外傾した器壁が口縁部でやや内傾し端部を斜内方に撫であげ。

本調査区で一点のみの器種である。灰白 (10YR 8/7)で ,焼成良好である。川南・西に類品がみえる。
5,6,7は , ともに土師質土器鍋脚部である。 8は ,土師質土器羽釜脚部である。
9は ,サヌカイト石鏃である。無茎で,長五角形の形態をとる。弥生時代であろう。

(う り
(⊃ 《⊃〔
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第 6節  F調 査区
概要

現況と調査区の分割 (第270図参照)

F区は当遺跡では南端部に位置し,条里呼称では香川郡10条 17里30坪内に位置する。地図上で示され

る当地区周辺部は現地表面の標高およそ9.5～ 10m,現況は宅地,水田や畑の耕作地として利用されてい

る。

F区 はコンクリート畦畔等により2分割される。調査時においては調査範囲を北側を1-N区 ,南側
1-S区 をして調査を行ったが,本報告にあたりFl,2区 に再編した。

調査期間

F2区は高松港頭地区再開発関連事業に伴う当遺跡及び香西南西打遺跡の試掘調査と平行し,平成 8
年12月 11日 ～平成 9年 3月 31日 迄,Fl区 はB4区 と調査を平行し平成10年 5月 25日 ～平成10年 7月 6
日迄で行った。

調査の工程

調査は平成 8年度に行った試掘により得られたデータを基に,概ね遺構面の上面までを重機により掘

削しその後遣構の検出及び掘削を入力により行った。遺構等の測量は本体工事の測量図等を基準に,調

査員及び補助員が測量を行った。

主な遺構 (第270図参照)

Fl区は近世 。近代の遺構が中心であり掘立柱建物跡 1棟 (SB― Fl-01),香川郡10条 17里 30・ 31
坪界溝跡,暗渠排水溝等を検出した他,同時期と考えられるビット,土抗が多数見られた。

F2区は微高地上に位置し,掘立柱建物跡とも考えられるSA― F2-01や 堅固に段掘 りがなされた
SD― F2-04,05が確認された他,東西条里方向の溝跡が多数検出されている。これらF2区検出の
遺構は概ね中世に比定されるが,遺物が希少でまた調査範囲の制限もあり詳細は不明である。

堆積状況 (第271,272図 参照)

F区は北半が低地となっており,遺構検出面の下位には西から東へ下る自然流路が想定される。Fl
区北部に堆積する黒褐色砂層等には流入品と考えられる弥生土器片が見られた。Fl,2区 の遺構検出面

はほぼ洪水層と考えられる砂礫混じリシルト層上面であり,Fl区 においては遺構検出面より下位の堆
積層が凹凸をなし複雑な層位となっている。旧耕作土面ではFl,2区 を境に約0.5mの段差が認められ,
Fl区では現況の樹木畑のため厚い盛土がなされている。
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SB― Fl-01

Fl区中央部に検出された掘立柱建物跡

である。調査区が幅狭いために東西の柱穴

数が確定せず,建物全体の規模は不明であ

る。確認できた範囲では 1× 2間分である。

柱穴間の距離は東西方向で1.78～ 2m,南

北方向で3.88mを 測る。柱穴は径約0,25～

0.35mの ほぼ円形で,根石が敷かれたもの

がある。主軸方位はN-13° ―Eを示し,

条里方向にほぼ合致するものである。また

東面の柱穴はほぼライン上に径0.8～ lm

の上坑が 2基並ぶ。掘削の深度や埋土が類

似するが,建物との関連は不明である。柱

穴より出土した遺物には,中世と考えられ

る皿が出土しているが遺構検出時に瓦片 ,

陶磁器片が見られたこと等から所属時期は

近世以降と考えられる。

tu0 6=¬

|  |
⑤   ⑤ ―

⊆
」
ｏ
　
ｏ
＝

コ

SB一 Fl-01出土遺物

1,2は土師質土器皿である。外反する短い口縁部をもつもので ,

日径からは12～ 13世紀の年代が考えられる。 3は土師質土器の口

縁部。器種は不明だが胎土及び焼成からすれば,近世の所産と考

えられる。

L=90m

SK― Fl―-01

Fl区北部で検出した土坑である。平面の形状

はやや不定形な隅九方形で,長軸方向に約 2m,

短軸方向に約1.7mを 測る。深さは約4.5mで ある。

断面は逆台形をし,段が見られる。埋土は3層 に

分割でき,概ね上層に砂礫層が,下層部にグライ

化したシルト質極細砂層が堆積する。土坑とした

◎
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＼
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|

L=90m

第263図  SB― Fl-01平・断面図 (1/80)

― -1

寺 2

第264図 SB― Fl-01出 土遺物

① 5Y5/2灰 オリーブ色粗砂混リシルト質細砂
② 75Y5/1灰 色砂礫
③ 5B5/]青灰色シルト質極細砂

0        1m

第265図  SK― Fl-01
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が, SD― Fl-01の 南端部に位置することや現在も近接して井戸が存在することから,現存する井戸

が SK― Fl-01よ り移し替えられた可能性が考えられる。所属時期は染め付け等の磁器片が見られた

ことから近世以降と考えられる。

SD― Fl-01(第 271図土層図参照)
Fl北端で検出された東西方向の溝跡である。香川郡10条17里29,32坪界にあたる現有道路に沿って

検出されたもの。検出延長は約 4m,検出幅は最大1.2mを測るが,北側の上端部が調査区外となり未検
出である。断面は南側上端部及び底面からすれば,逆台形状をなすものと思われる。旧耕作土直下から

掘削が認められることから,近代以降まで使用されたと考えられる。埋土は陶磁器片等を含む近世の堆

積物で充鎮されていた。

SD――Fl-02

Fl区西端において検出された溝跡である。 SB― Fl-01南面付近より発するもので,検出レベル

は標高8.72～ 8.82m,底面のレベルは標高8.50～ 8.76mを 測り南に下るが,西へ屈曲する箇所から急激に

底面が下がり,西端においては土坑状となる。方位はほぼ条里方向を示す。検出幅約0,3～ 0.85mで 断面

はU字形をなすが,南半において段掘り状となっている。埋土は暗灰黄色 (2.5YR 5/2)砂 混 じリシル

ト質極細砂の単層である。所属時期は出土遺物より18世紀後半～19世紀前半と考えられる。

SD一 Fl-02出土遺物
1は焙烙である。内耳の穴が貫通していないことから,佐藤編年のb形式に該当し18世紀後半～19世

紀前半の所産と考えられる。

第266図  SD― Fl-02出土遺物

SD一 Fl-03

Fl西端区において検出された暗渠排水の溝跡である。掘削溝の内部に石組がされたもので,石積み
された上端部のレベルからすれば,南方向に下るものと考えられる。調査区中央部において途切れるが ,

SD― Fl-02の 南端部で土坑状となる箇所まで石が散在しており,東へほぼ直角に屈曲していたもの

と推察される。出土遺物より18世紀後半～19世紀初頭と考えられる。

SD一 Fl-03出土遺物

1,2は器種不明の土師質土器口縁部。羽釜,火鉢等と考えられる。 3は備前系陶器橋鉢。18世紀後半

～19世紀初頭のものである。 4は焙烙である。
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第267図 SD一 Fl-03平・断面図 (1/20)

-211-



0               1 0cln

第268図  SD一 Fl-03出土遺物

SD一 F l -04, 05

Fl区中央部において並走して検出された溝状の遺構である。幅15～25cn4,深 さが 5 cm程で,方位は
N-10° ―E前後を示す。埋土は灰黄褐色 (10YR 5/2)砂混じリシルトの単層で,切 り合い関係にお

いてSD一 Fl-03に先行する。鋤溝等の耕作痕に考えられるが,位置関係から幅0.5m程 の道の可能性
も考えられる。周辺の遺構・遺物及び埋土の特色から近世の所産と考えられる。

SD― Fl-06(第271図土層図参照)
Fl区南端部において検出された東西方向の溝跡である。検出レベルは標高8.82～ 8.90m,底面のレベ
ルは標高8.75m前後を測る。方位はE-7° ―Sを示し,条里方向に合致する。検出幅約0.3mで ,断面

はU字形をなす。埋土は黒褐色 (10YR 3/2)シルト質極細砂の単層で,ま た切り合い関係においては

SD― Fl-05に先行する。出土遺物はない。所属時期は,周辺に古代の遺構・遺物が見られないこと

や埋上の特色が近世以降のものと異なることから中世の所産と考えられる。

Fl区ビット及び土坑群

Fl区で検出されたピット及び土坑群を概括する。出土遺物及び埋土の特徴からすれば,所属時期の

大半が近世・近代と考えられる。ピットは調査範囲の制限等のため建物跡に復原できなった。土坑は石,礫

層が堆積する大型のものが多く見られた。
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SA― F2-01

F2区南半部で検出した柵列状の遺構である。 4間分に相当する掘立柱建物の西面とも考えられるが ,

調査区に制限され東の柱穴が未検出であることから,柵列状の遺構とした。柱穴間の距離は南北の両端

が1.38mと 狭 く,中央の 2間分は2.06～ 2.22mを 潰1る。柱穴はほぼ円形で,深 さは約25～42cmを 測り,真

中のものが浅くなっている。遺物は出上していない。所属時期は堆積関係及び周辺部の様相から中世の

所産と考えられる。

―
′

◎十
~~O    ③   建)~~~°

L=95m

第269図  SA― F2-01平・断面図 (1/80)

SD一 F2-01(第 272図土層図参照)

F2区北端部において検出された溝跡である。検出レベルは標高9。45～ 9.51m,底面のレベルは標高

9。28～ 9。40mを 測る。方位はE-11° ―Sを示し,条里方向に合致する。検出幅約0.3～ 0.5mで ,断面は

U字形をなす。埋土は黒褐色 (10YR 3/1)礫混じリシルトの単層である。時期の特定できる遺物は出

上しなかった。埋土及び周辺部の様相から中世の所産と考えられる。

SD― F2-02(第 272図土層図参照)

F2区北部において検出された溝跡である。検出レベルは標高9。45m前後,底面のレベルは標高9.31～

9,36mを波1る。方位はE-6° 一Sを示し,条里方向に合致する。検出幅約0.45～ 0.65mで ,断面は船底

形をなす。埋土は黒褐色 (10YR 3/2)礫混じリシルトの単層である。時期の特定できる遺物は出土し

なかった。埋土及び周辺部の様相から中世の所産と考えられる。
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SD― F2-03(第272図土層図参照)
F2区北部において検出された溝跡である。検出レベルは標高9。44m前後,底面のレベルは標高9.39～

9。41mを 測る。方位はE-10° 一Sを示し,条里方向に合致する。検出幅約0,15～ 0.25mで ,断面はU時

形をなす。埋土は褐灰色シルト (10YR 4/1)の単層である。時期の特定できる遺物は出上しなかった。

埋土及び周辺部の様相から中世の所産と考えられる。

SD― F2-04(第 272図土層図参照)
F2区中央部において検出された溝跡である。検出レベルは標高9.37～ 9.42前後,底面のレベルは標高
9,07～ 9。 10mを測る。方位はE-3° ―Sを示す。検出幅約0.55～ 1.5mで ,断面は逆台形状をなすものだ

が,西半については南側へ幅が広くなり段掘 りとなる。埋土は黒褐色 (10YR 3/1)礫混じリシルトの

単層である。時期の特定できる遺物は出土しなかった。埋土及び周辺部の様相から中世の所産と考えら

れる。

SD一 F2-05(第 272図土層図参照)
F2区中央部においてSD― F2-04と並走して検出された溝跡である。検出レベルは標高9,37～ 9.42

前後,底面のレベルは標高9.04～ 9.13mを測る。方位はE-2° ―Sを示す。検出幅約0.6～ 1.05mで ,断

面は逆台形】犬をなす。埋土は黒褐色 (10YR 3/1)礫混じリシルトの単層で,北側の上端部はSD― F

2-04に繋がる。時期の特定できる遺物は出土しなかった。埋土及び周辺部の様相から中世の所産と考

えられる。

SD一 F2-06(第272図土層図参照)
F2区南部において検出された溝跡である。検出レベルは標高9.37～ 9.44m,底面のレベルは標高9。 18
～9.27mを 測る。方位はE-1° ―Sを示す。検出幅約0,36～ 0.55mで ,断面は逆台形状をなす。埋土は

仄責褐色 (10YR 4/2)～ 褐色 (10YR 4/4)礫混リシルトの堆積が見られる。 SA― F2-01に切り

合い関係で先行しするが,時期の特定できる遺物は出上しなかった。埋土及び周辺部の様相から中世の

所産と考えられる。

SD一 F2-07(第 272図土層図参照)
F2区南部において検出された溝跡である。検出レベルは標高9.42～ 9.49m,底面のレベルは標高9.33
～9,36mを 測る。方位はE-9° 一Sを示し,条里方向に合致する。検出幅約0.4～ 0.5mで ,断面はU字

形をなす。埋土は上層部に黄仄色 (2.5Y6/1)砂礫が,下層部には黒褐色 (10YR 3/2)礫 混リシル

トの堆積物が見られる。時期の特定できる遺物は出土しなかった。埋土及び周辺部の様相から中世～近

世の所産と考えられる。
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第270図  F区遺構配置図 (1/300)
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10Y R3/2 黒捐色シルト質極細砂
(SD― Fl-06)

L=900m

L=9 00m

≠
Ｍ
黄灰色粗砂

11

、 _″ タ
ノ

10Y R2/2黒 褐色シルト

L=9 00m

25Y6/2灰黄色極細砂

25Y7/2灰黄色砂

25Y6/1黄灰色極細砂

一一一~~~― ―~~― 中――_一 / /_/25Y6/1黄
灰色粗砂

1:花南岩
2:現耕作土
3:25Y5/2暗 灰黄色シルト質極細砂
4:25Y6/4に ぶい黄色シルト質極細砂

5:25Y6/2灰 黄色砂
6125Y6/3に ぶい黄色極細砂
7:25Y6/3に ぶい黄色
8:9Y R4/2灰 黄掲色砂礫まじリシルト

9:10Y R3/2黒褐色粗砂まじリシルト
10:25Y4/2暗灰黄シルト質極細砂
11:10Y R3/2黒褐色砂
12:7 5Y R6/1褐 灰色粗砂

25Y7/2灰黄色砂礫

25Y7/3浅黄色砂礫

SD― Fl-01

第271図  Fl区 西壁土層図 (1/40)
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SD― F2-07

L=97m

SD一 F2-06

10Y R6/1掲 灰色粗砂混リシルト

L=97m

L=97m

褐灰色シル ト

SD一 F2-04
SD― F2-05

L=97m

10Y R3/1黒 褐色礫混リシルト
(SD― F2-01)

① 現耕作± 10Y R4/1捐 灰色シルト
② 10Y R5/2灰 黄褐色礫混リシルト
③ 10Y R7/4に ぶい黄橙色礫混リシルト
④ 25Y7/6明黄掲色礫混リシルト
⑤ 25Y6/1黄灰色砂礫
⑥ 10Y R3/2黒 掲色礫混リシルト
⑦ 10Y R4/2灰 黄掲色礫混リシルト
③ 10Y R4/4掲 色礫混リシルト
◎ 10Y R3/1黒 掲色礫混リシルト
⑩ 10Y R5/3に ぶい黄掲色礫混リシルト
① 25Y5/3黄褐色砂礫混リシルト
⑫ 10Y R4/2灰 黄掲色礫混リシルト

F区

SD一 F2-02

第272図  F2区 西壁土層図 (1/40)
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第 3章 まとめ





第 1節 遺構 の変遷

≪縄文時代以前≫

本遺跡より北約300mの地点 (香西南西打遺跡 (1))で は,AT包 含層及び中世堆積物よりまとまって

旧石器の出土が見られた。当調査においては旧石器に類する風化したサヌカイト片が僅かに旧河道より

出土したのみで,西からの流入品と考えられる (図未掲載)。 本遺跡の方がより本津川や西の山麓に発す

る1可川の影響が大きく,調査にあたり地山としたシルト質土或いは砂礫層は新しく沖積された堆積物と

推定される。縄文時代では草創期に属する有舌尖頭器が香西南西打遣跡
(1)で
,前期に所属する遺構・

遺物が西打遺跡
(ワ )で
確認されているが本遺跡では当該期のものは見られず,晩期中葉に至り土器片が

SR一 A-01よ り採取されており,その流域で土坑状の不明遺構も (SX― Al-01～ 03)検出されて

いる。また同堆積物については検討を要するものであるが稲のプラント・オパールが一定量検出された

ことが指摘されており (第 4章参照),後出する弥生時代前期集落を暗示させる。

≪弥生時代・古墳時代≫

前期では遺跡北部となるA区で環濠を確認し,その内部において検出されたピット及び土坑等から住

居址,掘立柱建物跡を復原した。谷状の地形 (SR― B-01)を挟むBl区微高地上では環濠と並存し

たと考えられる土坑が多数検出された。環濠外部に位置しながら,細長い楕円形のものが多く墓域等が

想起されるが出土品によりその性格を明確にできない。前期以降では空白を生じ,後期末～古墳時代初

頭においても遺構・遺物とも希薄で,土器片が出土したSD― B5-20や D区に見られた浅い窪地を確

認したのみである。検出状況からは濯漑用水路及び耕作地に類推され香西南西打遺跡
(1)で
確認された

溝跡等と同じ様相を示す。またこのD区の窪地埋没後となる古墳時代には断面V字形を呈するSD― D

l-01(SD― D3-01)が 開削されており,規模から主要な用水路であったと考えられる。またE区

においても後期末に比定される規模及び形状の類似した溝跡が確認されている。これらは当該期の地形

に沿った幹線用水路が検出されたものと考えられるが,前期環濠を更に外周するものとして想定される

SD― Al-01も 同様の形態,規模を示しており同遺構については現時点でその性格は不明である。

≪古代≫

本遺跡において古代前半に該当する遺構は検出されていないが,Al区 で検出された水田跡等低地に

おいて一定量の遺物が見られ周辺部での遺構の存在は窺える。10世紀頃になるとB及びC区で遺構が散

見されるようになる。B2区北半においてはピット,土坑群が出現し,建物跡等には復原できなかった

が遺物の出土状況から居住区の一角をなしていたものと推察される。また当該時期にまで遡ると考えら

れるSD― Cl-01等南北方向の坪界線上に位置する条里遺構が検出されている。同坪界線上にはB3,

Cl,D2区 で検出され,香西南西打遺跡 (1)|こ おいてその延長部が確認されている。現況において推定

される香川郡10条18里 ,19里内の条里地割にあって南北方向では際立って直線】犬をなし,調査結果から

もほぼこの現況に沿って確認されている。その一方では居住地周辺で検出された当該期の溝跡 SD一 B

l-05, SD― C4-01等条里方向と異なるものが見られ,B,C区 にあたる坪内の土地利用について

は条里による制限が少なかったものと窺える。同じ状況は香西南西打遺跡においても見られ
(3),ま た既

に正箱遺跡等でも指摘される
(4)ょ
ぅに当地区に限らずある程度普通性を持つものとして理解されよう。

これら坪内の比較的小規模な区画溝とは別にA3区からB区の北部にかけて自然流路 (SR― B-01)

内に複数の溝が開削されている。谷状の地形に沿って取り付けられたもので,各々溝は堅固な規模を示
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しまたその交差箇所が溜池状を呈することから広範にわたる灌漑を担っていたものと考えられ,調査結

果からすれば13世紀代に至るまである程度の規模を有する幹線用水路であったことが窺える。

≪古代末～中世初頭≫

中世初頭ではB5,C4区の坪を異にした2箇所において集落の様相をなしている。C4区については

掘立柱建物跡群を検出している。調査区が狭小のため居住域の全容及び詳細は不明であるが,12世紀を

中心とした複数の建物が存在していたと推定される。また当地区は切 り合い関係で後出するSB― C4
-04や 13～ 14世紀の所属時期が考えられるSB― C4-03,06が検出されたことからすれば比較的長期
に継続 した居住域と推祭される。10世紀頃の居住域 (B2区)に近接するB5区では12～ 13世紀におい

て掘立柱建物跡 2棟を検出した。このうちSB― B5-01は未検出箇所を残すがある程度規模をもつも
のと推定され,周辺で出土した白磁,瓦片等はその性格を暗示するものかもしれない。また当地区周辺

では小区画の溝跡や鋤溝が検出されていることから耕作地としても利用されていたと推察される。その

他,耕作地としてはA区北端部において12世紀前半に埋没した水田跡が検出されており,包含された遺

物より香西南西打遺跡
(1)で
確認された水田層と並存するものと考えられる。

≪中世前半≫

当該時期では本遺跡のほぼ全域において条里方向を示す溝跡が多数検出されるようになり,13～ 14世

紀にかけて条里地割が顕著となる点で周辺部の本津川扇状地に位置する西打遣跡や筑城城跡の状況と合

致したものとなっている。この中でSD― A2-01,04等は条里方向を示すものの上述したSR一 B一
〇1流域付近で大きく蛇行し流路内の溝跡を避けるように掘削されており,その状況からは両溝間でその

使用にあたり何らかの差異が推察されるものである。また遺跡南部に位置するE区では区画溝とも考え

られるSK― E4-101や井戸跡 (SE― E2-201,202)が検出されているが,布 目瓦,青磁碗等遺物
量が豊富なもので近隣にはこれらを所持できる居住者層が類推される。この他 SD― E3-301からは県

内において類例の乏しい脚が付けられた土師質土器鍋 (第250図弘,06)が 2点見られる。

埋没したSD一 A5-01に おいて出土した人骨は,集石等が上部に存在した塚に類すると思われ周辺

域に点在する伝承塚の一端が窺えられる。

≪中世後半≫

当該期に所属する遺構・遺物は僅かでA5区において条里溝 (SD― A5-02～ 4),掘立柱建物跡 1

棟が堆積関係により比定されたに留まる。このうちSD一 A5-02～ 04は Al区検出のSD― Al-02
～ 4の示すライン上に位置し,ま たこれは現況において推定される香川郡10条18里28・ 29坪界上にあた

り,古代末～中世初頭に遡る坪界溝に想定されるものである。

≪近世・近代≫

遺跡の南部において当該期の遺構・遺物が,ヒ較的多く,E,F区 において建物跡,井戸跡等が検出さ
れている。B3区では, SB― B3-01を 母屋とし, SD一 B3-01,06及 び現有の境界付近を区画す
る幕末～明治期の屋敷跡が確認され,SK― B3-01に は当時の日用品等がまとまって見られた。また
遺跡全般にわたり石組がなされた暗渠排水溝が見られ,現況の水路に繋がる箇所もあることからある程

度旧耕作地の区画を反映したものと考えられる。

-222-



第 2節 鬼無藤井遺跡 の前期弥生土器 と環濠集落

鬼無藤井遺跡の調査により二重の環濠集落の存在を確認した。集落東側半分の状況のみの確認ではあ

るが,環濠を含めた規模は直径60m強の楕円形に近い集落形態を持ち推定面積は約1900♂ を誇つており,

当該期の環濠集落としては日本列島において標準的な規模を保持しているといえる。高松平野の環濠集

落は汲仏遺跡 (二重環濠・多肥下町),天満・宮西遺跡 (一条環濠・松縄町)が確認されており,環塚集落と

して可能性のあるものとして諏訪神社遺跡 (一条環塚 。東山崎町),光専寺山遺跡 (一条環塚・池田町)が存

在している。また高松平野以外の讃岐地域において龍川五条遺跡・五条遺跡 (二重環濠・善通寺市),中 ノ

池遺跡 (三重環濠+外環濠帯付属・丸亀市),鳴部・サII田遺跡 (一条環濠・志度町)が認知されており,単条

から多重環濠構造をもつ集落モデルが普通化して讃岐全域に多数散在している。

<前期弥生土器>

鬼無藤井遣跡の調査で出上した前期弥生土器は実測を可能にした約150点 (コ ンテナ10箱弱分)であり,

他地域の環濠集落出土土器と比較すると量的頻度が追かに低いといえる。これらは内環濠・外環濠
。S

K― A2-05出上の上器群を中心に小規模土坑に散在している。内・外環濠資料は比較的短期間に堆積

したと考えられる溝の最下層のシルト質極細砂に集中し,それより上層部は環濠廃絶以降の自然堆積を

為し,環濠の拡張及び掘 り直し等の再掘削は実施してはいない。そのため一括資料の各土坑資料群をは

じめ両環濠資料も同様に一括性が比較的高いといえ,時間幅が少ない良好な資料群と考えられるもので

あり土器様相がコンパクトに纏まっている。またその反面,短期間の集落存続しかみせていないことか

ら出土遺物からみた環濠集落を考える上で非常に興味深い事例を提供しているといえよう。

内環濠出土土器群と外環濠出土土器群を対比することでその様相差や時間的関係を明確化することを

目的に以下若子の検討を進める。

・壺形土器

中小形三は胴部が扁平なもの(9。 10・ 42),算盤玉状のもの(11),球形のもの (12・ 40)な どが存在し

ており,幾つかのバリエーシヨンがある。IFAね胴部最大径部位から内傾しながらスムーズに窄まりをみ

せる頸部をもった形態である。頸胴部の区画紋様には削出突帯や箆描沈線,列点紋などを採用しており,

特筆されるのが半裁竹管紋を多用している点である。段 +沈線をもつもの(8),削出突帯をもつもの(5。

13・ 41),党描沈線をもつもの(6・ 11,12・ 40・ 42)な どがある。また顎部紋様は段 (1・ 33),箆描沈線

(2・ 3・ 39),削出突帯 (4・ 34・ 86),無紋 (35)な どがあり,こ こでもバリエーシヨンに富んでいる。

段の起用や削出突帯第 I種少条及び箆描沈線は最大 3条を上限とし,依然として少条傾向であるが半萩

竹管紋の採用により多条化の素地を生成しているものと考えられる。 大形重は口顎部のみの残存であ

るが,顎部紋様を段 (43)と 箆描沈線 (14)が存在しており,前者は前段階から続く古い様相を留めている。

・甕形土器

如意形口縁で頸胴部の紋様として削出突帯をもつもの(20,26),箆描沈線間に列点紋をもつもの (19・

46),箆描沈線をもつもの (21～ 25'47～ 50)があり,貼付口縁をもつもの(23)も 存在している。また段を

もつものはSK― △2-05の 1に確認されるのみである。ここでも重と同様に半載竹管紋の多用傾向が

看取され特徴的である。口縁部の外反は概ね緩やかで口縁部先端を尖らせたものより面をもたせたもの

のほうが多く,前段階より刻目施紋の欠落が浸透してきているといえる。また大形甕を除いた中形甕に
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第273図 鬼無藤井遺跡内環濠出―土土器 1
は内・外面ヘラミガキ調整を加えた資料は確認できず,1後出する属性と考えられる。

・鉢形土器

如意形口縁をもち頸1同部境に箆描沈線をもつもの(29。 31・ 52～M),如意形口縁で無紋のもの(27・
28・ 51),回縁部が斜め上方に直線的に開口する形態をもち無紋のもの(30。 32)が存在しており,無紋の

鉢の大半が成形の粗いものであるが,ナデ調整のみで仕上げるものと最終調整にヘラミガキ調整を採用
するものがある。鉢は成形が粗くとも内・外面ヘラミガキ調整を加える属性が存在しており,寄よりも
前段階から内在する要素として認識できる。また甕と―違い貼付口縁形態の鉢は確認されていないが,S

韻ジ♂曜霧
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第274図 鬼無藤井遺跡内環濠出土土器 2
K一 Bl-07の 5の ように口縁部が強く折れ曲がる形態をもった鉢が見受けられることから甕に先駆け

て逆 L字状の折り曲げ口縁を有し,新相属性を部分的に採用していた可能性が高いといえる。

・高lTh形土器

当該期の高jThが一遺跡において4点も確認されることは稀であり,土器総点数において高杯の割合が

高いのも本遣跡の特徴といえよう。やや低脚で脚柱部が比較的高く,杯部が斜め上方に直線的に立ち上

がっているもの(15・ 16。 44)と低脚で杯部が内彎しながら立ち上がる椀形のもの(45)の大別二形態が存
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第275国 鬼無藤井遺跡夕十環濠出土土器
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在しているといえる。バリエーシヨンは少ないといえ,脚柱部に突帯をもつものは確認できない。

以上,内・外環濠出土土器を概観してみたが器形や紋様構成など共通する要素・属性が多分に存在し

ており,両者を時間的な前後関係に導くことはできなかった。ゆえに両者は掘削時期や環濠機能間,廃棄
・

埋没時期が同時進行していたと考えられる。また,比較的良好な土坑資料であるSK― A2-05の 出土

土器を照合してみても,こ こでも明確な差異を確認することはできない。

鬼無藤井遺跡が段階を踏みながら徐々に集落形成を為したのではなく,短期間で環濠集落を構成する

が非常に短命であり,集落の廃絶へ移行していつたことが出土土器から類推されることである。

・龍川五条遺跡 S D49最下層資料との関係

鬼無藤井遺跡出土土器を検討した結果,土器組成,器形や紋様構成,各属性などから龍川五条遺跡 S

D49最下層資料 (1)の様相に近似しているといえる。このことにより鬼無藤井遺跡は弥生前期後半前葉

の範疇に属しており,森下編年 (2)前期Ⅱ―a期に該当している。

鬼無藤井遺跡の壺・甕などの区画紋様を施紋する際に,器表面への沈線施紋を最大 3条 までと原則し

ている点や,粘土帯積み上げ単位が前段階よりも幅が狭 く緊密となり,粘土組作り的な土器成形を実施

していることが本遺跡出土土器の特徴であり,前期Ⅱ―a期の属性とも認識できる。しかし本遺跡出土

土器において瀬戸内型甕を確認できるものの貼付突帯を施した壷形土器は皆無であり,こ の欠落現象が

龍川五条遺跡 S D49最下層資料との相違点でもある。また突帯紋系土器の有無も特筆される。

・瀬戸内型甕の検討

内環濠 (SD一 Al-03+SD一 A5-06)か ら出上した瀬戸内型甕は共伴資料から前期Ⅱ―a期に

属しており,現在瀬戸内地域中心に確認されている瀬戸内型甕のなかで最古段階の資料と位置付けるこ

とができる。ここでは突帯紋系甕との系譜関係を検討していきたい。

前期 I― c期 (下川津第 2低地帯流路 1上層
(3)。 _の谷土器溜まり (4))ゃ前期Ⅱ‐a期 (龍川五条 S

D49最下層)では突帯紋系甕が僅かに含まれているが瀬戸内型甕は組成していない。逆に鬼無藤井内環

濠には後者はあるが前者は含まれていない。こうした関係を整理すると共伴関係は依然として不明では

あるが,ほぼ同時期には突帯紋系甕と瀬戸内型甕が存在していたことになる。鬼無藤井遺跡の瀬戸内型

甕は刻目など突帯紋系土器に影響されたであろう属性を持ちながらもしっかりとした貼付口縁や貼 り付

け位置,器形などが後出する様相に近いため,本地域の前期Ⅱ―a期 には既に出現していた可能性が高

いといえる。このことにより瀬戸内型養の祖形と認知できる資料の存在が前期 I― c期以前に連想され,

系譜関係はそこに求められるべきであろう。瀬戸内型甕の成立は突帯紋系甕や如意形口縁甕をはじめ,

他器種との複合的な影響関係によって出現したと考慮される。しかしながら他地域の初期瀬戸内型甕と

の関係や胎動も併せて検討していくことが必要であり,系譜を明確にできる手続きのひとつといえよう。

<環濠>

微高地を取 り巻くようなかたちでほぼ自然地形に沿い環濠を構成している。遺構上面が削平を受けて

いるが,検出時のデータとして幅 2m前後で内・外環濠間を3m前後に保ちながら溝が緩やかに弧状を

描くものの蛇行気味となり,そのため平面形態は部分的に弧状が歪みをみせながらも楕円形を呈するよ

うに巡らしている。今回の調査では集落内・外部へ行き来する陸橋のような出入口施設の検出及び確認

はされておらず,その存在には注意を要するであろう。

外環濠の北方にSD一 Al-01が存在しており,ほぼ南北方向にその軸を揃えSD― A4-01に続 く
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であろう溝が存在している。 SR― ☆-01埋没後に掘削された溝
であり,二重環濠のさらに外側に構成をみせるしっかりとした溝

であることから,環濠の可能性が高くその評価を積極的に考慮さ

れるものである。しかし遺物量が内・外環濠と比較すると極少頻

度であり,両環濠と併存していた確証が十分でないものの土器小

片の包含が確認されている。一つは前期弥生土器のしっかりとし

た摘み部を作出する奏用蓋である。二つめは埋没したSR― A―

01の遺物を巻き上げて包含されていた精製屈曲型浅鉢であり,縄

0                 1ocm

回 /国
第276図  SD一 Al-01出土土器

紋晩期中葉の居石遺跡 S R03資料 (5)に併行もしくは若干先行する資料である。本資料の取 り扱いには

慎重に成らざるを得ないのが現状であり,弥生前期段階の遺物としては甕用蓋のみの確認であるため積

極的に外周環濠の存否の検討が困難である。しかしながら外周環濠が弥生前期段階に不存であった確証

が無く,その存在は十分に考慮されるものであろう。

<居住域>

遺構上面が削平されているためか遺構密度が希薄であり,遺構は重複しておらず併存していた可能性
が高いと考えられる。住居遺構は竪穴住居 4棟 ,掘立柱建物 1棟が復元されて内環濠に囲まれた範囲の

中央部及び南方に分布しており,ま た幾つかの土坑群が住居跡の西側へ隣接するような配置をとるため,

ある程度の空間利用区分が示唆される遺構分布を示している。しかしながら龍川五条遺跡,鴨部・川田

遺跡
(6),中 ノ池遺跡

(7)で
確認される施設を取 り囲むような方形区画溝などの区画設備は採用していな

ヤヽ。

<周辺集落との対比>

鬼無藤井遺跡の存在時期よりも一段階古い集落が本遺跡と北接している。西打遺跡は前期 I― c期 に

帰属する前期弥生土器と共に少量の突帯紋系土器を共伴 しており
(8),本
遺跡との関係が示唆される集落

である。現時点で遺跡名から窺えるようにこの二追跡は区別されているが,当初は両者を含めた同一集

落として考えるほうが妥当といえる。しかしながら前期 I― c期の西打遺跡の集団が南方に位置する前

期コーa期の鬼無藤井遣跡に環濠集落を構えることにより何らかの相互関係を想定することが可能であ

ろう。これを前提にして考えると,西打遺跡の集団が移動したか分村という選択を為したのか, もしく
は西打遺跡他集団による産物かは検討が必要であるが,鬼無藤井遺跡の外周環濠 (SD― Al-01+S
D― A4-01)は南方には巡らさず西打遺跡方向の北方のみの掘削造作を特徴としていることや環濠内
部の住居をやや南方に位置していることなどから遺跡北方を少なくとも意識した集落構成を採用してい

る。これは共同体意識の結束性を維持し誇示したか,或いは防御機能の保全を意図したものと類推する

ことができる。さらには同時期掘削の環濠をもち,土器―型式のみの存続しかみせない集落であること

や,環濠集落という集落形態からも少なからず緊張的状態を反映しているものと想定されるであろう。

また鬼無藤井遺跡とほぼ同時期併存で同質性格をもつ集落が存在しており,高松平野中央部の環濠集

落形態を採った前期 I― c期から前期Ⅱ―a期の天満・宮西遺跡を挙げることができる。当遺跡は一条環

濠であるが集落立地や出土土器の少量頻度状況,存続期間の比較的短命さが共通頂として指摘できる。

天満・宮西遺跡の周辺にも前段階の集落であろう大池遺跡
(9)や
林・坊城遺跡・

°,やや距離をとる汲仏

遺跡 °
いなどが既に存在しており,高松平野西縁部以上に様々な集落展開が予想される。しかしこれら

も集落間の影響関係から導かれる動態であると解釈することができよう。
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第 4章 自然科学的分析





高松港頭地区再開発関連事業に伴う埋蔵文化財発掘調査事業

鬼無藤井遺跡における樹種同定

環境考古研究会

1. はじめに

木材は,セ ルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり,その構造は年輪が形成され針葉樹材や広

葉樹材で特徴ある組織をもつ。そのため,解剖学的に概ね属レベルの同定が可能となる。木材は大型の

植物遺体であるため移動性が少なく,堆積環境によっては現地性の森林植生の推定が可能になる。考古

学では木材の利用状況や流通を探る手がかりになる。

2. 言式米半

試料は,鬼無藤井追跡の第Ⅷ調査区より検出の住居跡等遺構 (幕末から明治期)に伴う木製品,建築

部材および加工木など39′点と第Ⅲ調査区より出上の小児用下駄 (中世中葉)1′点の計40点である。

3.方法

試料はカミソリを用いて,新鮮な基本的三断面 (木材の横断面,放射断面,接線断面)を作製し,生

物顕微鏡によって60～ 600倍で観察した。樹種同定は解剖学的形質および現生標本との対比によつて行っ

た。

4.結果

結果は表 1に示し,各試料の顕微鏡写真を示す。以下に同定根拠となった特徴を記す。

モミ属 Aう ,ι∫ マツ科

仮道管と放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行は比較的緩やかである。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は小型のスギ型で 1分野に 1～ 4個存在する。放射柔細胞の壁が厚

く, じゅず状末端壁を有する。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質より,モ ミ属に同定される。モミ属は日本に 5種が自生し,その内ウラジロモミ, トドマ

ツ,シ ラビソ,オ オシラビソの4種は亜寒帯に分布し,モ ミは温帯を中心に分布する。常緑高木で高さ

45m,径 1.5mに達する。材は保存性が低く軽軟であるが,現在では多用される。

マツ属複維管束亜属 P肋冴ds,う g♂η.D″ JOり Jο  々 マツ科

仮道管,放射柔細胞,放射仮道管及び垂直,水平樹脂道を取り囲むエピセリウム細胞から構成される

針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行は急で,垂直樹脂道が見られる。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は窓状である。放射仮道管の内壁には鋸歯状肥厚が存在する。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型であるが,水平樹脂道を含むものは紡錘形を呈する。

以上の形質より,マ ツ属複維管束亜属に同定される。マツ属複維管束亜属には,ク ロマツとアカマツ

があり, どちらも北海道南部,本州,四国,九州に分布する。常緑高木である。材は水湿によく耐え,
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広く用いられる。

スギ cヮprο躍ゼr,αブ?οttεα D.Don スギ科

仮道管,樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行はやや急で,晩材部の幅が比較的広い。樹脂細胞が見られる。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は典型的なスギ型で,1分野に2個存在するものがほとんどである。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型で,10細胞高以下のものが多い。樹脂細胞が存在する。

以上の形質よリスギに同定される。スギは本州,四国,九州,屋久島に分布する。日本特産の常緑高

木で,高 さ40m,径 2mに達する。材は軽軟であるが強靭で,広 く用いられる。

ヒノキ じヵαttαιqりα′ねοうr冴∫α Endl.ヒ ノキ科

仮道管,樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行はゆるやかで,晩材部の幅はきわめて狭い。樹脂細胞が見られる。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は,ヒ ノキ型で 1分野に2個存在するものがほとんどである。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型で,1～ 15細胞高である。

以上の形質よリヒノキに同定される。ヒノキは福島県以南の本州,四国,九州,屋久島に分布する。

日本特産の常緑高木で,通常高さ40m,径 1.5mに達する。材は木理通直,肌目緻密で強靭,耐朽,耐湿
性も高い。良材であり,建築など広く用いられる。

サ ワ ラ _C力α/T2αT〃αr'∫ 〃d披躍 Endl ヒノキ科

仮道管,樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行はやや急で,晩材部の幅は狭い。樹脂細胞が見られる。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は,ヒ ノキ型からややスギ型を示し,1分野に2個存在するものがほ

とんどである。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質よリサワラに同定される。サワラは岩手県以南の本州,四国,九州に分布する。日本特産
の常緑高木で,高 さ30m,径 lmに達する。材は木理通直,肌目緻密であるが, ヒノキより軽軟でもろ
いが,広 く用いられる。

ヒノキ科 Cupressaceae

横断面,放射断面,接線断面共にヒノキ科の特徴を示し,分野壁孔の型及び 1分野に存在する個数が

不明瞭なものはヒノキ科とした。

ハンノキ属ハンノキ節 4JJ/1,d sect,o朋 ο々肋ノβ″d カバノキ科
横断面 :小型で九い道管が,放射方向に連なる傾向をみせて散在する散孔材である。

放射断面 :道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で,階段の数は10数本～30本 ぐらいまでである。

放射組織は平伏細胞からなる同性である。

接線断面 :放射組織は,同性放射組織型で単列のものと大型の集合状のものからなる。

以上の形質よリハンノキ属ハンノキ節に同定される。ハンノキ属ハンノキ節は落葉の低木から高木で

ある。材は器具,旋作,薪炭などに用いられる。
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クリ Cαsttηιαじκηαtt Sieb.et Zucc.ブ ナ科

横断面 :年輪のはじめに大型の道管が,数列配列する環孔材である。晩材部では小道管が,火炎状に

配列する。早材から晩材にかけて,道管の径は急激に減少する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔である。放射組織は平伏細胞からなる同性である。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質よリクリに同定される。クリは北海道の西南部,本州,四国,九州に分布する。落葉の高

木で,通常高さ20m,径40cmぐ らいであるが,大 きいものは高さ30m,径 2mに達する。耐朽性強く,

水湿によく耐え,保存性の極めて高い材で,現在では建築,家具,器具,土木,船舶,彫刻,薪炭,椎

茸ほだ木など広 く用いられる。

ブナ属 虎
=,d 
ブナ科

横断面 :小型でやや角張った道管が,単独あるいは 2～ 3個複合して密に散在する散孔材である。晩

材部において,道管の径とその分布数がやや減少する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔および階段穿孔である。放射組織はほとんど平伏細胞からなるが,と

きに上下端のみ方形細胞が見られる。

接線断面 :放射組織は上下端のみに方形細胞が見られるものもあるが,ほ とんどが同性放射組織型で

あり,単列のもの,2～数列のもの,大型の広放射組織のものがある。

以上の形質よリブナ属に同定される。ブナ属には,ブナ,イ ヌブナがあり,北海道南部,本州,四国,

九州に分布する。落葉の高木で,通常高さ20～25m,径60～ 70cmぐ らいであるが,大 きいものは高さ35

m,径1.5m以上に達する。材は堅硬,緻密,靭性あり,保存性は低い。容器などに用いられる。

5.所見

同定の結果,第Ⅷ調査区より出上の木製品は,モ ミ属1,マツ属複維管束亜属20,ス ギ3,ヒ ノキ4,サ

ワラ3, ヒノキ科5,ハ ンノキ属ハンノキ節1,ク リ1,ブナ 1であつた。マツ属複維管束亜属が多く特徴

である。水湿によく耐える材であり,二次林を形成するアカマツと海岸林を形成するクロマツとがある。

西南日本においては,古墳時代から古代にかけてヒノキ材ないしヒノキ科材が主要に使われるが,中世

以降はマツ属複維管束亜属材が増加する。二次林であるアカマツ林の増加に対応した用材とみられる。

ヒノキ,ヒ ノキ科,スギの針葉樹は木理直通な良材であり,古墳時代以降多用され,流通した木材と考

えられる。サワラも同様とみられるが,地域によって使われる木材であり,本遺跡の周辺地域の特徴的

な用材である可能性がある。クリやブナの広葉樹材は重硬で耐朽保存性がよく,建築材に比較的よく使

われる。第Ⅲ調査区より出土の小児用下駄 (中世中葉)はサワラであり,特徴的な用材である。

参考文献

佐伯浩 。原田浩 (1985)針葉樹材の細胞.木材の構造,文永堂出版,p.20-48.

佐伯浩 。原田浩 (1985)広葉樹材の細胞.木材の構造,文永堂出版,p.49-100.

島地謙 。伊東隆夫 (1988)日本の追跡出土木製品総覧,雄山閣,296p.

-235-



整理番号 出上位置   種類     品目      備考 結果 (和名/学名)

l Ⅷ区plt Z  建築部材   抗 (支柱) マツ属複維管束亜属   Pinus subgen Diploxyion

2 Ⅷ区S K01 生活用具   折敷     黒塗りの漆器 ヒノキ          chamaecyparis obtusa EndI

3 Ⅷ区S K01 建築部材  柱 クリ               castanea crenata Sieb et Zucc

4 Ⅷ区S K01 生活用具          曲物の蓋 (底 )板 スギ         cryptome� ajapo� ca D Don

5 Ⅷ区S K03 加工木 ヒノキ科        cupressaccac

6 Ⅷ区S K01 生活用具   籠      握り (把っ手)部 ヒノキ         chamaecyparis obtusa Endl

7 Ⅷ区S K01 履物     草履状下駄 マツ属複維管束亜属   Pinus subgen Dlploxylon

8 Ⅷ区S K01 建築部材   抗 (支柱) マツ属複維管束亜属   Pinus subgen Dlploxylon

9 Ⅷ区 S K01 加工木 ヒノキ科       cuplessaccac

Ⅷ区S K01 生活用具   桶     側板 マツ属複維管束亜属   Pinus subgen Diploxylon

Ⅷ区S K01 加工木          作業台か マツ属複維管束亜属   Pinus subgen Dゃ loxコ On

12 Ⅷ区S K01 加工木 ヒノキ科        cupressa∝ ac

Mltt S K01 生活用具   漆器 (椀 ) ブナ属         Fagus

Ⅷ区S K01 建築部材         梁,柱材か マツ属複維管束亜属   Pinus subgen Diploxylon

15 Ⅷ区S K01 部材           木釘,栓か ヒノキ科        cupressaceac

Ⅷ区 plt R  建築部材   杭 (支柱) マツ属複維管束亜属   Pinus subgcn Diploxylon

17 Ⅷ区PI I  建築部材   柱 マツ属複維管束亜属   Pinus subgen Diploxylon

Vlltt S K07 建築部材         板材 マツ属複維管束正属   Pinus subgen Dゃ Ioxy10n

Ⅲ区S D301 履物     下駄 サワラ          Chamaecypa� s pisifera Endl

Ⅷ区S K01 生活用具   桶      側板 スギ          cryptome� ajapo� ca D Don

Ⅷ区S K01 加工木          格,櫂の類か マツ属複維管束亜属   P�us subgen DゃIoxy10n

Ⅷ区S K01 生活用具   膳     底板 ヒノキ          chamaecyparis obtusa EndI

Ⅷ区S K01  加工木           板材 マツ属複維管束亜属   Pinus subgen Dlploxylon

Ⅷ区S K01 建築都材         梁,柱材か ヒノキお}         cuplessaceae

Ⅷ区S K01 生活用具   輛      側板 サワラ         Chamaecypa� s pisifera EndI

Ⅷ区S K01 加工木          28と 接合か サワラ          chamaecypais plsifera EIadl

Ⅷ 区 S K01 加工木 マツ属複維管束亜属   Pinus subgen Diploxガ on

WIltt S K01 加工木 サワラ          Chamaecypa� s pた ifera EndI

Ⅷ区S K01 生活用具   由物 ヒノキ            chamaccyparis obtusa Endl

Ⅷ区S K01 建築部材         梁,柱材か マツ属複維管束亜属   Pinus subgen Diploxylon

Ⅷ区S K06 加工木 モミ属        Abtts

Ⅷ区S K01 加工木 マツ属複維管束亜属   Pinus subgen Dlploxylon

Wlltt S K01 生活用具   桶     側板 マツ属複維管束亜属   Pinus subgen DIploxコ on

Ⅷ区S K01 建築都材         梁,柱材か マツ属複維管束亜属   Pinus subgen Diploxylon

Ⅷ区S K01 加工木 マツ属複維管束亜属   Plnus subgen Dlploxyton

Ⅷ区S K01 建築部材   杭 (支柱 ) マツ属複維管束亜属   Pinus subgcn Dlploxylon

Ⅷ区S K01 加工木 マツ属複維省束亜属   Pinus subgen Dlploxylon

WIltt S K01 生活用具   桶      側板 スギ              cryptome� ajaponica D Don

Ⅷ区S K01 建築部材   杭 (支柱 ) マツ属複維管束亜属   Pinus subgcm Dゃ IoxttOn

Ⅷ区S K01 加工木 ハンノキ属ハンノキ節  AInus scct Oymnothyrsus

表 1 鬼無藤井遺跡における樹種同定結果
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鬼無藤井遺跡の木材  |

横断面      :0.54Ш
l.Ⅷ区 piⅢ Z 建築部材 杭(支柱)マツ属複維管束亜属

横断面      :o.5■m
3.Ⅷ区 SK01 建築部材 柱

放射断面      10.05alm
黒塗りの漆器 ヒノキ

放射断面      :o.5nlxn
クリ

接線晰面      :0.2-
Ⅷ区 SK01 生活用具 折敷

接線断面      :0.2-
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鬼無藤井遺跡の木材 ‖

横断面      :0.5Ham
4 Ⅷ区 SK01 生活用具

放射断面
曲物の蓋(底 )板 スギ

5.Ⅷ 区 SKC13 加工木 ヒノキ科

横断面      :o.5■m
6 Ⅷ区 SK01 生活用具 籠

放射断面      :o,o5Hlm
握り(把つ手)部 ヒノキ

:0.05alm

:0。生nlm

接線断面      :o,2mm
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鬼無藤井遺跡の木材  Ill

マツ属複維管束亜属
横断面      :0.5nlm
7.Ⅷ区 SK01 履物 草履状下駄

横断面      :0.5Hm   放射断面      :0.1■皿
8 Ⅷ区 SK01 建築部材 杭(支柱)マツ属複維管束亜属

横断面      :o.5alm
9.Ⅷ区 SK01 加工木 ヒノキ科

接線断面

接線断面      :0.2-

放射断面      :o.o5HIm 接線断面      :0.2-
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鬼無藤井遺跡の木材 Ⅳ

10.Ⅷ区 SK01 生活用具
放射断面      :0.1■m

桶 側板 マツ属複維管束亜属

:0.5nlm   放射断面      :0.05alm 接線断面      :0.2-
Ⅷ区 SKC11 加工木 マツ属複維管束亜属

横断面      :o5alm
12.Ⅷ区 SK01 加工木 ヒノキ科

接線断面      :0.2■m

放射断面      :o.o5rxlm 接線断面
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鬼無藤井遺跡の木材 V

横断面      :0.2Hm
13 Ⅷ区 SKC11 生活用具

放射断面
漆器(椀)ブナ属

横断面      :0.5alm   放射断面      :0.05Hlm
14.Ⅷ区 SK01 建築部材 マツ属複維管束亜属

横断面      :o5Hlm
15.Ⅷ区 SK01 部材 ヒノキ科

接線断面

放射断面
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